
(57)【要約】

【課題】コンテンツの再生に伴って使用する情報を適切

に処理できるようにする。

【解決手段】情報記憶媒体（２１６）は、コンテンツの

再生に伴って使用する情報を記憶する情報記憶媒体であ

って、前記情報記憶媒体に関連する第１の管理情報を記

憶する第１の記憶領域（９１０）と、各プロバイダが提

供するコンテンツの再生に伴って使用する個々のリソー

スを、プロバイダ毎に分けて記憶する第２の記憶領域（

９１１，９１２，…）とを有する。

【選択図】　　　図１５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 コ ン テ ン ツ の 再 生 に 伴 っ て 使 用 す る 情 報 を 記 憶 す る 情 報 記 憶 媒 体 で あ っ て 、
　 前 記 情 報 記 憶 媒 体 に 関 連 す る 第 １ の 管 理 情 報 を 記 憶 す る 第 １ の 記 憶 領 域 と 、
　 各 プ ロ バ イ ダ が 提 供 す る コ ン テ ン ツ の 再 生 に 伴 っ て 使 用 す る 個 々 の リ ソ ー ス を 、 プ ロ バ
イ ダ 毎 に 分 け て 記 憶 す る 第 ２ の 記 憶 領 域 と
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 情 報 記 憶 媒 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ の 記 憶 領 域 に お け る 各 プ ロ バ イ ダ に 対 応 す る 領 域 は 、 当 該 プ ロ バ イ ダ に 関 連 す
る 第 ２ の 管 理 情 報 を 記 憶 す る と と も に 、 個 々 の リ ソ ー ス を コ ン テ ン ツ 毎 に 記 憶 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 情 報 記 憶 媒 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ の 記 憶 領 域 に お け る 各 コ ン テ ン ツ に 対 応 す る 領 域 は 、 リ ソ ー ス の ほ か に 、 当 該
コ ン テ ン ツ に 関 連 す る 第 ３ の 管 理 情 報 を 記 憶 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 情 報 記
憶 媒 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 コ ン テ ン ツ の 再 生 に 伴 っ て 使 用 す る 情 報 を 情 報 記 憶 媒 体 上 に 記 録 す る 情 報 記 録 装 置 で あ
っ て 、
　 前 記 情 報 記 憶 媒 体 に 関 連 す る 第 １ の 管 理 情 報 を 第 １ の 記 憶 領 域 に 記 憶 す る 手 段 と 、
　 各 プ ロ バ イ ダ が 提 供 す る コ ン テ ン ツ の 再 生 に 伴 っ て 使 用 す る 個 々 の リ ソ ー ス を 、 第 ２ の
記 憶 領 域 に プ ロ バ イ ダ 毎 に 分 け て 記 憶 す る 手 段 と
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 情 報 記 録 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ の 記 憶 領 域 に お け る 各 プ ロ バ イ ダ に 対 応 す る 領 域 に 、 当 該 プ ロ バ イ ダ に 関 連 す
る 第 ２ の 管 理 情 報 を 記 憶 す る と と も に 、 個 々 の リ ソ ー ス を コ ン テ ン ツ 毎 に 記 憶 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 情 報 記 録 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 ２ の 記 憶 領 域 に お け る 各 コ ン テ ン ツ に 対 応 す る 領 域 に 、 リ ソ ー ス の ほ か 、 当 該 コ
ン テ ン ツ に 関 連 す る 第 ３ の 管 理 情 報 を 記 憶 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 情 報 記 録
装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 コ ン テ ン ツ の 再 生 に 伴 っ て 使 用 す る 情 報 を 情 報 記 憶 媒 体 か ら 再 生 す る 情 報 再 生 装 置 で あ
っ て 、
　 当 該 情 報 記 憶 媒 体 に 関 連 す る 管 理 情 報 を 記 憶 す る 第 １ の 記 憶 領 域 と 、 各 プ ロ バ イ ダ が 提
供 す る コ ン テ ン ツ の 再 生 に 伴 っ て 使 用 す る 個 々 の リ ソ ー ス を 、 プ ロ バ イ ダ 毎 に 分 け て 記 憶
す る 第 ２ の 記 憶 領 域 と を 備 え た 情 報 記 憶 媒 体 か ら 、 前 記 第 １ の 記 憶 領 域 に 記 憶 さ れ る 管 理
情 報 を 読 み 出 し 、
　 前 記 読 み 出 さ れ た 管 理 情 報 に 基 づ き 、 前 記 第 ２ の 記 憶 領 域 か ら 任 意 の リ ソ ー ス を 再 生 す
る こ と を 特 徴 と す る 情 報 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 プ ロ バ イ ダ を 識 別 す る 情 報 と コ ン テ ン ツ を 識 別 す る 情 報 を 含 む 統 一 し た 表 現 形 式 の 情 報
を 用 い て 個 々 の リ ソ ー ス を 一 意 に 特 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 情 報 再 生 装 置
。
【 請 求 項 ９ 】
　 あ る プ ロ バ イ ダ が 提 供 す る コ ン テ ン ツ の 再 生 に 際 し て 、 同 じ プ ロ バ イ ダ が 提 供 す る コ ン
テ ン ツ の 再 生 に 使 用 す る リ ソ ー ス へ の ア ク セ ス を 許 可 し 、 別 の プ ロ バ イ ダ が 提 供 す る コ ン
テ ン ツ の 再 生 に 使 用 す る リ ソ ー ス へ の ア ク セ ス を 禁 止 す る 手 段 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ７ 記 載 の 情 報 再 生 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 情 報 記 憶 媒 体 上 で 管 理 さ れ る 個 々 の リ ス ー ス に 関 す る メ ニ ュ ー 画 面 を 表 示 し 、 当 該
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メ ニ ュ ー 画 面 に お い て 、 リ ソ ー ス 毎 に 、 当 該 リ ソ ー ス が 記 憶 さ れ る 情 報 記 憶 媒 体 を 示 す 情
報 と 、 対 応 す る プ ロ バ イ ダ を 示 す 情 報 と 、 対 応 す る コ ン テ ン ツ を 示 す 情 報 と を 含 む 情 報 を
表 示 す る 手 段 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 情 報 再 生 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 情 報 を 記 憶 す る 情 報 記 憶 媒 体 、 そ の 情 報 記 憶 媒 体 に 情 報 を 記 録 す る 情 報 記
録 装 置 、 お よ び そ の 情 報 記 憶 媒 体 か ら 情 報 を 再 生 す る 情 報 再 生 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 高 画 質 ・ 高 機 能 を 有 す る Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ デ ィ ス ク 及 び そ の デ ィ ス ク を 再 生 す る ビ デ
オ プ レ ー ヤ の 普 及 が 進 み 、 そ の マ ル チ チ ャ ネ ル オ ー デ ィ オ を 再 生 す る 周 辺 機 器 等 も 選 択 の
幅 が 広 が っ て き て い る 。 そ し て ホ ー ム シ ア タ ー が 身 近 に 実 現 で き 、 高 画 質 ・ 高 音 質 の 映 画
や ア ニ メ ー シ ョ ン 等 を 家 庭 で 自 在 に 視 聴 し 得 る 環 境 が 整 え ら れ つ つ あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 こ の よ う な Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ デ ィ ス ク を 用 い る こ と に よ り 、 種 々 な 機 能 が 充 実 し た ゲ
ー ム な ど を 楽 し む こ と が で き 、 ゲ ー ム ス コ ア な ど の 情 報 を 管 理 す る こ と も 可 能 と な っ て き
た 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 汎 用 の Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ プ レ ー ヤ を 用 い て 、 ゲ ー ム 感 覚 を 付 与
す る こ と の で き る Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ デ ィ ス ク が 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ５ ６ ４ ４ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 ゲ ー ム な ど の コ ン テ ン ツ の 再 生 に お い て は 、 ゲ ー ム ス コ ア な ど 、 種 々 な 情 報
が 生 成 さ れ る 。 例 え ば 、 デ ィ ス ク が プ レ ー ヤ な ど の 装 置 に 装 着 さ れ て い る 状 態 で は 、 ゲ ー
ム ス コ ア な ど の 情 報 は 消 去 さ れ ず 、 有 効 に 使 用 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 デ ィ ス
ク 交 換 な ど た め に デ ィ ス ク が プ レ ー ヤ な ど の 装 置 か ら 取 り 外 さ れ た よ う な 場 合 や 、 装 置 の
電 源 が オ フ に さ れ た 場 合 に は 、 何 ら か の 対 処 を し な い 限 り 、 こ れ ま で に 生 成 さ れ た ス コ ア
な ど の 情 報 は 消 え て し ま う こ と に な る 。 上 記 文 献 の 技 術 に は 、 ゲ ー ム の 実 行 に 伴 っ て 生 成
さ れ る ス コ ア な ど の 情 報 の 処 理 に 関 す る 開 示 は な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 は こ の よ う な 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 コ ン テ ン ツ の 再 生 に 伴 っ て 使 用 す る
情 報 を 適 切 に 処 理 す る こ と が で き る 情 報 記 憶 媒 体 、 情 報 記 録 装 置 、 お よ び 情 報 再 生 装 置 を
提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 情 報 記 憶 媒 体 は 、 コ ン テ ン ツ の 再 生 に 伴 っ て 使 用 す る 情
報 を 記 憶 す る 情 報 記 憶 媒 体 （ ２ １ ６ ） で あ っ て 、 前 記 情 報 記 憶 媒 体 に 関 連 す る 第 １ の 管 理
情 報 を 記 憶 す る 第 １ の 記 憶 領 域 （ ９ １ ０ ） と 、 各 プ ロ バ イ ダ が 提 供 す る コ ン テ ン ツ の 再 生
に 伴 っ て 使 用 す る 個 々 の リ ソ ー ス を 、 プ ロ バ イ ダ 毎 に 分 け て 記 憶 す る 第 ２ の 記 憶 領 域 （ ９
１ １ ， ９ １ ２ ， … ） と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 コ ン テ ン ツ の 再 生 に 伴 っ て 使 用 す る 情 報 を 適 切 に 処 理 す る こ と が で き
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 情 報 記 憶 媒 体 、 情 報 再 生 方 法 、 お よ び 情 報 再 生 装
置 に つ い て 、 適 宜 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 １ は 、 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る
デ ィ ス ク 状 情 報 記 憶 媒 体 に 記 録 さ れ る 情 報 内 容 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 １ （ ａ ） に 示 す 情
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報 記 憶 媒 体 １ は 、 例 え ば 波 長 ６ ５ ０ ｎ ｍ の 赤 色 レ ー ザ な い し ４ ０ ５ ｎ ｍ （ あ る い は そ れ 以
下 ） の 青 色 レ ー ザ を 用 い る 高 密 度 光 デ ィ ス ク （ High Density ま た は High Definition の D
igital Versatile Disc： 略 し て Ｈ Ｄ ＿ Ｄ Ｖ Ｄ ） で 構 成 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 情 報 記 憶 媒 体 １ は 、 内 周 側 か ら リ ー ド イ ン 領 域 １ ０ 、 デ ー タ
領 域 １ ２ 、 お よ び リ ー ド ア ウ ト 領 域 １ ３ を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。 こ の 情 報 記 憶 媒 体 １ で
は 、 フ ァ イ ル シ ス テ ム に Ｉ Ｓ Ｏ ９ ６ ６ ０ と Ｕ Ｄ Ｆ の ブ リ ッ ジ 構 造 を 採 用 し 、 デ ー タ 領 域 １
２ の リ ー ド イ ン 側 に Ｉ Ｓ Ｏ ９ ６ ６ ０ と Ｕ Ｄ Ｆ の ボ リ ュ ー ム ／ フ ァ イ ル 構 造 情 報 領 域 １ １ を
持 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 デ ー タ 領 域 １ ２ 内 は 、 図 １ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン ツ （ ス タ ン ダ ー
ド コ ン テ ン ツ ま た は Ｓ Ｄ コ ン テ ン ツ と も 呼 ぶ ） を 記 録 す る た め の ビ デ オ デ ー タ 記 録 領 域 ２
０ 、 他 の ビ デ オ デ ー タ 記 録 領 域 （ ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ を 記 録 す る た め の ア ド バ ン ス ド
コ ン テ ン ツ 記 録 領 域 ） ２ １ 、 お よ び 一 般 の コ ン ピ ュ ー タ 情 報 記 録 領 域 ２ ２ の 混 在 配 置 が 許
さ れ て い る 。 （ こ こ で 、 コ ン テ ン ツ と い う 複 数 表 現 は コ ン テ ン ト と い う 単 数 表 現 の 内 容 も
含 ん で い る 。 ま た 、 コ ン テ ン ト は コ ン テ ン ツ の 代 表 単 数 と い う 意 味 も 含 ん で い る 。 ）
　 ビ デ オ デ ー タ 記 録 領 域 ２ ０ 内 は 、 図 １ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 ビ デ オ デ ー タ 記 録 領 域 ２ ０
内 に 記 録 さ れ た Ｈ Ｄ ＿ Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン ツ 全 体 に 関 す る 管 理 情 報 が 記 録 さ れ た Ｈ Ｄ ビ
デ オ マ ネ ー ジ ャ （ Ｈ Ｄ Ｖ Ｍ Ｇ ： High Definition対 応 の Video Maneger） 記 録 領 域 ３ ０ と 、
各 タ イ ト ル 毎 に ま と め ら れ 、 各 タ イ ト ル 毎 の 管 理 情 報 と 映 像 情 報 （ ビ デ オ オ ブ ジ ェ ク ト ）
が ま と め て 記 録 さ れ た Ｈ Ｄ ビ デ オ タ イ ト ル セ ッ ト （ Ｈ Ｄ Ｖ Ｔ Ｓ ： High Definition対 応 の V
ideo Title Set： ス タ ン ダ ー ド Ｖ Ｔ Ｓ と も 呼 ぶ ） 記 録 領 域 ４ ０ と 、 ア ド バ ン ス ド Ｈ Ｄ ビ デ
オ タ イ ト ル セ ッ ト （ Ａ Ｈ Ｄ Ｖ Ｔ Ｓ ： ア ド バ ン ス ド Ｖ Ｔ Ｓ と も 呼 ぶ ） 記 録 領 域 ５ ０ を 含 ん で
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 Ｈ Ｄ ビ デ オ マ ネ ー ジ ャ （ Ｈ Ｄ Ｖ Ｍ Ｇ ） 記 録 領 域 ３ ０ の 中 は 、 図 １ （ ｅ ） に 示 す よ う に 、
ビ デ オ デ ー タ 記 録 領 域 ２ ０ 全 体 に 関 わ る 管 理 情 報 を 示 す Ｈ Ｄ ビ デ オ マ ネ ー ジ ャ 情 報 （ Ｈ Ｄ
Ｖ Ｍ Ｇ Ｉ ： High Definition対 応 の Video Manager Informaiton） 領 域 ３ １ と 、 そ の バ ッ ク
ア ッ プ 用 と し て Ｈ Ｄ ビ デ オ マ ネ ー ジ ャ 情 報 領 域 ３ １ と 全 く 同 じ 情 報 が 記 録 さ れ た Ｈ Ｄ ビ デ
オ マ ネ ー ジ ャ 情 報 バ ッ ク ア ッ プ （ Ｈ Ｄ Ｖ Ｍ Ｇ Ｉ ＿ Ｂ Ｕ Ｐ ） 領 域 ３ ４ と 、 ビ デ オ デ ー タ 記 録
領 域 ２ ０ 全 体 を 示 す ト ッ プ メ ニ ュ ー 画 面 が 記 録 さ れ た メ ニ ュ ー 用 ビ デ オ オ ブ ジ ェ ク ト （ Ｈ
Ｄ Ｖ Ｍ Ｇ Ｍ ＿ Ｖ Ｏ Ｂ Ｓ ） 領 域 ３ ２ を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で は 、 Ｈ Ｄ ビ デ オ マ ネ ー ジ ャ 記 録 領 域 ３ ０ 内 に 、 メ ニ ュ ー 表 示
時 に 並 行 し て 出 力 す る 音 声 情 報 が 記 録 さ れ る メ ニ ュ ー 用 オ ー デ ィ オ オ ブ ジ ェ ク ト （ Ｈ Ｄ Ｍ
Ｅ Ｎ Ｕ ＿ Ａ Ｏ Ｂ Ｓ ） 領 域 ３ ３ を 新 た に 設 け て い る 。 さ ら に 、 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で は
、 デ ィ ス ク （ 情 報 記 憶 媒 体 ） １ が デ ィ ス ク ド ラ イ ブ に 装 填 さ れ た 直 後 の 最 初 の ア ク セ ス で
実 行 さ れ る フ ァ ー ス ト プ レ イ Ｐ Ｇ Ｃ 用 の 言 語 選 択 メ ニ ュ ー Ｖ Ｏ Ｂ Ｓ （ Ｆ Ｐ ＿ Ｐ Ｇ Ｃ Ｍ ＿ Ｖ
Ｏ Ｂ Ｓ ） ３ ５ の 領 域 に 、 メ ニ ュ ー 記 述 言 語 コ ー ド 等 が 設 定 で き る 画 面 を 記 録 可 能 に 構 成 し
て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 各 タ イ ト ル 毎 の 管 理 情 報 と 映 像 情 報 （ ビ デ オ オ ブ ジ ェ ク ト ） が ま と め て 記 録 さ れ た １ 個
の Ｈ Ｄ ビ デ オ タ イ ト ル セ ッ ト （ Ｈ Ｄ Ｖ Ｔ Ｓ ） 記 録 領 域 ４ ０ の 内 部 は 、 Ｈ Ｄ ビ デ オ タ イ ト ル
セ ッ ト 記 録 領 域 ４ ０ 内 の 全 コ ン テ ン ツ に 対 す る 管 理 情 報 が 記 録 さ れ て い る Ｈ Ｄ ビ デ オ タ イ
ト ル セ ッ ト 情 報 （ Ｈ Ｄ Ｖ Ｔ Ｓ Ｉ ） 領 域 ４ １ と 、 そ の バ ッ ク ア ッ プ デ ー タ と し て Ｈ Ｄ ビ デ オ
タ イ ト ル セ ッ ト 情 報 領 域 ４ １ と 全 く 同 じ 情 報 が 記 録 さ れ た Ｈ Ｄ ビ デ オ タ イ ト ル セ ッ ト 情 報
バ ッ ク ア ッ プ （ Ｈ Ｄ Ｖ Ｔ Ｓ Ｉ ＿ Ｂ Ｕ Ｐ ） 領 域 ４ ４ と 、 ビ デ オ タ イ ト ル セ ッ ト 単 位 で の メ ニ
ュ ー 画 面 の 情 報 が 記 録 さ れ た メ ニ ュ ー 用 ビ デ オ オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 （ Ｈ Ｄ Ｖ Ｔ Ｓ Ｍ ＿ Ｖ Ｏ Ｂ
Ｓ ） ４ ２ と 、 こ の ビ デ オ タ イ ト ル セ ッ ト 内 で の ビ デ オ オ ブ ジ ェ ク ト デ ー タ （ タ イ ト ル の 映
像 情 報 ） が 記 録 さ れ て い る タ イ ト ル 用 ビ デ オ オ ブ ジ ェ ク ト （ Ｈ Ｄ Ｖ Ｔ Ｓ Ｔ Ｔ ＿ Ｖ Ｏ Ｂ Ｓ ）
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領 域 ４ ３ を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ は 、 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る デ ィ ス ク 状 情 報 記 憶 媒 体 に 記 録 さ れ る コ ン テ ン
ツ を 管 理 す る フ ァ イ ル シ ス テ ム の 一 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 １ の 各 領 域 （ ３ ０ 、 ４ ０ ）
は 、 Ｉ Ｓ Ｏ ９ ６ ６ ０ と Ｕ Ｄ Ｆ の ブ リ ッ ジ 構 造 を 持 っ た フ ァ イ ル シ ス テ ム で は そ れ ぞ れ 別 々
の フ ァ イ ル を 構 成 す る こ と に な る 。 従 来 の （ ス タ ン ダ ー ド Ｓ Ｄ の ） Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン
ツ は “ Ｖ Ｉ Ｄ Ｅ Ｏ _Ｔ Ｓ ” と 言 う 名 の デ ィ レ ク ト リ 下 に ま と め て 配 置 さ れ て い る 。 一 方 、
こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る フ ァ イ ル は 、 図 ２ に 例 示 さ れ る よ う に 、 ル ー ト デ ィ レ ク ト
リ 下 に 、 高 精 細 （ High Definition） ビ デ オ を 扱 う 情 報 フ ァ イ ル を 格 納 す る Ｈ Ｖ Ｄ Ｖ Ｄ ＿
Ｔ Ｓ デ ィ レ ク ト リ と 、 ア ド バ ン ス ド オ ブ ジ ェ ク ト を 扱 う 情 報 フ ァ イ ル を 格 納 す る Ａ Ｄ Ｖ ＿
Ｏ Ｂ Ｊ デ ィ レ ク ト リ と が 配 置 さ れ る 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 Ｈ Ｖ Ｄ Ｖ Ｄ ＿ Ｔ Ｓ デ ィ レ ク ト リ 内 に は 、 大 別 し て 、 メ ニ ュ ー 用 に 利 用 さ れ る メ ニ ュ
ー グ ル ー プ に 属 す る フ ァ イ ル 群 と 、 タ イ ト ル 用 に 利 用 さ れ る タ イ ト ル セ ッ ト グ ル ー プ に 属
す る フ ァ イ ル 群 と が 存 在 す る 。 メ ニ ュ ー グ ル ー プ に 属 す る フ ァ イ ル 群 に は 、 デ ィ ス ク 全 体
を 管 理 す る 情 報 を 有 す る ビ デ オ マ ネ ー ジ ャ 用 の 情 報 フ ァ イ ル （ HVI00001.IFO） と 、 そ の バ
ッ ク ア ッ プ フ ァ イ ル （ HVI00001.BUP） と 、 メ ニ ュ ー の 背 景 画 面 と し て 利 用 さ れ る メ ニ ュ ー
用 拡 張 ビ デ オ オ ブ ジ ェ ク ト セ ッ ト の 再 生 デ ー タ フ ァ イ ル （ HVM00001.EVO～ HVM00003.EVO）
と が 格 納 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 タ イ ト ル セ ッ ト ＃ ｎ の グ ル ー プ （ タ イ ト ル セ ッ ト ＃ １ グ ル ー プ 等 ） に 属 す る フ ァ イ ル 群
に は 、 タ イ ト ル セ ッ ト ＃ ｎ を 管 理 す る 情 報 を 有 す る ビ デ オ タ イ ト ル セ ッ ト 用 の 情 報 フ ァ イ
ル （ HVIxxx01.IFO： xxx＝ ０ ０ １ ～ ９ ９ ９ ） と 、 そ の バ ッ ク ア ッ プ フ ァ イ ル （ HVIxxx01.BU
P： xxx＝ ０ ０ １ ～ ９ ９ ９ ） と 、 タ イ ト ル と し て 利 用 さ れ る タ イ ト ル セ ッ ト ＃ ｎ 用 拡 張 ビ デ
オ オ ブ ジ ェ ク ト セ ッ ト の 再 生 デ ー タ フ ァ イ ル （ HVTxxxyy.EVO： xxx＝ ０ ０ １ ～ ９ ９ ９ 、 yy
＝ ０ １ ～ ９ ９ ） と が 格 納 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 ア ド バ ン ス ド タ イ ト ル セ ッ ト の グ ル ー プ に 属 す る フ ァ イ ル 群 に は 、 ア ド バ ン ス
ド タ イ ト ル セ ッ ト を 管 理 す る 情 報 を 有 す る ビ デ オ タ イ ト ル セ ッ ト 用 の 情 報 フ ァ イ ル （ HVIA
0001.IFO） と 、 そ の バ ッ ク ア ッ プ フ ァ イ ル （ HVIA0001.BUP） と 、 タ イ ト ル と し て 利 用 さ れ
る ア ド バ ン ス ド タ イ ト ル セ ッ ト 用 拡 張 ビ デ オ オ ブ ジ ェ ク ト セ ッ ト の 再 生 デ ー タ フ ァ イ ル （
HVTAxxyy.EVO： xx＝ ０ １ ～ ９ ９ 、 yy＝ ０ １ ～ ９ ９ ） と 、 ア ド バ ン ス ド タ イ ト ル セ ッ ト 用 タ
イ ム マ ッ プ 情 報 フ ァ イ ル （ HVMAxxxx.MAP： xxxx＝ ０ ０ ０ １ ～ ９ ９ ９ ９ ） と 、 そ の バ ッ ク ア
ッ プ フ ァ イ ル （ HVMAxxxx.BUP： xxxx＝ ０ ０ ０ １ ～ ９ ９ ９ ９ 、 図 示 せ ず ） 等 が 格 納 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 前 記 Ａ Ｄ Ｖ ＿ Ｏ Ｂ Ｊ デ ィ レ ク ト リ 内 に は 、 ス タ ー ト ア ッ プ 情 報 フ ァ イ ル （ STARTU
P.XML） 、 ロ ー デ ィ ン グ 情 報 フ ァ イ ル （ LOAD001.XML） 、 再 生 シ ー ケ ン ス 情 報 フ ァ イ ル （ PB
SEQ001.XML） 、 マ ー ク ア ッ プ 言 語 フ ァ イ ル （ PAGE001.XML） 、 動 画 デ ー タ 、 ア ニ メ ー シ ョ
ン デ ー タ 、 静 止 画 デ ー タ フ ァ イ ル 、 音 声 デ ー タ フ ァ イ ル 、 フ ォ ン ト デ ー タ フ ァ イ ル 等 が 格
納 さ れ る 。 こ こ で 、 ス タ ー ト ア ッ プ 情 報 フ ァ イ ル の 内 容 は 、 例 え ば 、 動 画 デ ー タ 、 ア ニ メ
ー シ ョ ン デ ー タ 、 静 止 画 デ ー タ 、 音 声 デ ー タ 、 フ ォ ン ト デ ー タ 、 更 に は こ れ ら の デ ー タ の
再 生 を 制 御 す る た め の マ ー ク ア ッ プ 言 語 等 の デ ー タ の 起 動 情 報 と な る 。 ま た 、 ロ ー デ ィ ン
グ 情 報 フ ァ イ ル に は 、 再 生 装 置 内 に あ る バ ッ フ ァ に ロ ー ド す べ き フ ァ イ ル に 関 す る 情 報 が
記 述 さ れ て い る ロ ー デ ィ ン グ 情 報 （ こ れ は Markup言 語 /Script言 語 /StyleSheetな ど で 記 述
で き る ） な ど が 記 録 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 再 生 シ ー ケ ン ス 情 報 フ ァ イ ル （ PBSEQ001.XML） に は 、 ア ド バ ン ス ド タ イ ト ル セ ッ ト グ ル
ー プ 内 の ア ド バ ン ス ド タ イ ト ル セ ッ ト 用 拡 張 ビ デ オ オ ブ ジ ェ ク ト セ ッ ト の 再 生 デ ー タ フ ァ
イ ル の ど の 区 間 を 再 生 す る か を 定 義 す る 再 生 シ ー ケ ン ス 情 報 （ こ れ も Markup言 語 等 で 記 述
で き る ） 等 が 記 録 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ こ で 、 マ ー ク ア ッ プ 言 語 （ Markup言 語 ） と は 、 文 字 の 属 性 を あ ら か じ め 定 義 さ れ た コ
マ ン ド に 沿 っ て 記 述 す る 言 語 の こ と で 、 文 字 列 に 対 し て 、 書 体 の 種 類 や サ イ ズ 、 色 な ど を
属 性 と し て 与 え る こ と が で き る 。 別 の 言 い 方 を す る と 、 マ ー ク ア ッ プ 言 語 と は 、 文 書 の 一
部 を 「 タ グ 」 と 呼 ば れ る 特 別 な 文 字 列 で 囲 う こ と に よ り 、 文 章 の 構 造 （ 見 出 し や ハ イ パ ー
リ ン ク な ど ） や 、 修 飾 情 報 （ 文 字 の 大 き さ や 組 版 の 状 態 な ど ） を 、 文 章 中 に 記 述 し て い く
記 述 言 語 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 マ ー ク ア ッ プ 言 語 を 使 用 し て 書 か れ た 文 書 は 、 テ キ ス ト フ ァ イ ル に な る た め 、 テ キ ス ト
エ デ ィ タ を 使 っ て 人 間 が 普 通 に 読 む こ と が 可 能 で 、 も ち ろ ん 編 集 も で き る 。 代 表 的 な マ ー
ク ア ッ プ 言 語 と し て は 、 Ｓ Ｇ Ｍ Ｌ （ Standard Generalized Markup Language） 、 Ｓ Ｇ Ｍ Ｌ
か ら 発 展 し た Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ （ HyperText Markup Language） 、 Ｔ ｅ Ｘ な ど が あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ は 、 こ の 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に 係 る デ ィ ス ク 状 情 報 記 憶 媒 体 （ 光 デ ィ ス ク 等 ） １
に 記 録 さ れ る 情 報 内 容 の う ち 、 ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ 記 録 領 域 の 記 録 内 容 の 一 例 を 説 明
す る 図 で あ る 。 図 ３ （ ｃ ） の ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ 記 録 領 域 ２ １ は 、 図 ３ （ ｄ ） に 示 す
と お り 、 動 画 デ ー タ を 記 録 す る 動 画 記 録 領 域 ２ １ Ｂ 、 ア ニ メ ー シ ョ ン デ ー タ や 静 止 画 デ ー
タ を 記 録 す る ア ニ メ ー シ ョ ン ・ 静 止 画 記 録 領 域 ２ １ Ｃ 、 音 声 デ ー タ を 記 録 す る 音 声 記 録 領
域 ２ １ Ｄ 、 フ ォ ン ト デ ー タ を 記 録 す る フ ォ ン ト 記 録 領 域 ２ １ Ｅ 、 お よ び こ れ ら の 再 生 を 制
御 す る た め の 情 報 （ こ れ は Markup言 語 /Script言 語 /StyleSheetな ど で 構 成 さ れ て い る ） を
記 録 す る Markup/Script言 語 記 録 領 域 ２ １ Ａ を 含 む よ う に 構 成 さ れ る （ こ れ ら の 領 域 の 記
録 順 は 図 示 の よ う に 領 域 ２ １ Ａ が 先 頭 ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 再 生 を 制 御 す る た め の 情 報 （ 領 域 ２ １ Ａ の 記 録 内 容 ） に は 、 ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン
ツ （ 音 声 、 静 止 画 、 フ ォ ン ト ・ テ キ ス ト 、 動 画 、 ア ニ メ ー シ ョ ン 等 を 含 ん で 構 成 さ れ る ）
お よ び ／ ま た は Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン ツ の 再 生 方 法 （ 表 示 方 法 、 再 生 手 順 、 再 生 切 換 手 順
、 再 生 対 象 の 選 択 等 ） が Markup言 語 、 Script言 語 、 ス タ イ ル シ ー ト （ StyleSheet） を 用 い
て 記 述 さ れ て る 。 例 え ば 、 Markup言 語 と し て 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ （ Hyper Text Markup Language）
／ Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ （ eXtensible Hyper Text Markup Language） や Ｓ Ｍ Ｉ Ｌ （ Synchronized Mu
ltimedia Integration Language） 、 Script言 語 と し て 、 Ｅ Ｃ Ｍ Ａ （ European Computer M
anufacturers Association） Scriptや JavaScript（ Javaは 登 録 商 標 ） の よ う な Script言 語
、 Ｃ Ｓ Ｓ （ Cascading Style Sheet） と い っ た StyleSheetな ど を 組 み 合 わ せ な が ら 用 い る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 Makrup/Script言 語 記 録 領 域 ２ １ Ａ は 、 起 動 情 報 を 記 録 す る ス タ ー ト ア ッ プ 記 録
領 域 ２ １ ０ Ａ 、 再 生 装 置 内 の バ ッ フ ァ に ロ ー ド す る フ ァ イ ル の 情 報 を 記 録 す る ロ ー デ ィ ン
グ 情 報 記 録 領 域 ２ １ １ Ａ 、 Markup言 語 や Script言 語 を 用 い て ア ド バ ン ス ド タ イ ト ル セ ッ ト
の 拡 張 ビ デ オ オ ブ ジ ェ ク ト セ ッ ト に 格 納 さ れ た Ｈ Ｄ ＿ Ｄ Ｖ Ｄ 映 像 を 再 生 す る 際 の 映 像 再 生
順 序 を 定 義 す る た め の 再 生 シ ー ケ ン ス 情 報 記 録 領 域 ２ １ ５ Ａ 、 前 述 の Markup言 語 を 記 録 す
る Markup記 録 領 域 ２ １ ２ Ａ 、 前 述 の Script言 語 を 記 録 す る Script記 録 領 域 ２ １ ３ Ａ 、 お よ
び 前 述 の StyleSheetを 記 録 す る StyleSheet記 録 領 域 ２ １ ４ Ａ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 図 ３ （ ｅ ） の ロ ー デ ィ ン グ 情 報 記 録 領 域 ２ １ １ Ａ お よ び 再 生 シ ー ケ ン ス 情 報 記 録
領 域 ２ １ ５ Ａ は 、 図 １ ３ 等 を 参 照 し て 後 述 す る プ レ イ リ ス ト の 情 報 を 格 納 す る 領 域 と し て
利 用 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ は 、 こ の 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に 係 る デ ィ ス ク 状 情 報 記 憶 媒 体 （ 光 デ ィ ス ク 等 ） １
に 記 録 さ れ る 情 報 内 容 の う ち 、 ア ド バ ン ス ド Ｈ Ｄ ビ デ オ タ イ ト ル セ ッ ト 記 録 領 域 の 記 録 内
容 の 一 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 ４ （ ｄ ） に 示 す ア ド バ ン ス ド Ｈ Ｄ ビ デ オ タ イ ト ル セ ッ ト
（ Ａ Ｈ Ｄ Ｖ Ｔ Ｓ ： ア ド バ ン ス ド Ｖ Ｔ Ｓ ） は 、 前 述 の ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ の １ つ で あ る
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Makrup言 語 か ら 参 照 さ れ る こ と に 特 化 さ れ た ビ デ オ オ ブ ジ ェ ク ト で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ア ド バ ン ス ド Ｈ Ｄ ビ デ オ タ イ ト ル セ ッ ト （ Ａ Ｈ Ｄ Ｖ Ｔ Ｓ ） 記 録 領 域 ５ ０ の 内 部 は 、 図 ４
（ ｅ ） に 示 す よ う に 、 ア ド バ ン ス ド Ｈ Ｄ ビ デ オ タ イ ト ル セ ッ ト 記 録 領 域 ５ ０ 内 の 全 コ ン テ
ン ツ に 対 す る 管 理 情 報 が 記 録 さ れ て い る ア ド バ ン ス ド Ｈ Ｄ ビ デ オ タ イ ト ル セ ッ ト 情 報 （ Ａ
Ｈ Ｄ Ｖ Ｔ Ｓ Ｉ ） 領 域 ５ １ と 、 そ の バ ッ ク ア ッ プ デ ー タ で ア ド バ ン ス ド Ｈ Ｄ ビ デ オ タ イ ト ル
セ ッ ト 情 報 領 域 ５ １ と 全 く 同 じ 情 報 が 記 録 さ れ た ア ド バ ン ス ド Ｈ Ｄ ビ デ オ タ イ ト ル セ ッ ト
情 報 バ ッ ク ア ッ プ 領 域 （ Ａ Ｈ Ｄ Ｖ Ｔ Ｓ Ｉ ＿ Ｂ Ｕ Ｐ ） ５ ４ と 、 ア ド バ ン ス ド Ｈ Ｄ ビ デ オ タ イ
ト ル セ ッ ト 内 で の ビ デ オ オ ブ ジ ェ ク ト （ タ イ ト ル の 映 像 情 報 ） デ ー タ が 記 録 さ れ て い る ア
ド バ ン ス ド タ イ ト ル 用 ビ デ オ オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 （ Ａ Ｈ Ｄ Ｖ Ｔ Ｓ Ｔ Ｔ ＿ Ｖ Ｏ Ｂ Ｓ ） ５ ３ を 含
ん で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ５ は 、 こ の 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に 係 る 再 生 装 置 （ ア ド バ ン ス ド Ｖ Ｔ Ｓ 対 応 の Ｄ Ｖ Ｄ
ビ デ オ プ レ ー ヤ ） の 内 部 構 造 例 を 説 明 す る ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 こ の Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ プ レ ー ヤ
は 、 図 １ 、 図 ３ 、 図 ４ 等 に 示 す 情 報 記 憶 媒 体 １ か ら そ の 記 録 内 容 （ Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン
ツ お よ び ／ ま た は ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ ） を 再 生 し 処 理 す る も の で あ り 、 ま た 、 イ ン タ
ー ネ ッ ト 等 の 通 信 回 線 か ら ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ を 取 り 込 み 処 理 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ５ の Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ プ レ ー ヤ は 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 エ ン ジ ン （ Ｄ Ｖ Ｄ ＿ Ｅ Ｎ Ｇ ） １ ０ ０
、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン （ Ｉ Ｎ Ｔ ＿ Ｅ Ｎ Ｇ ） ２ ０ ０ 、 デ ィ ス ク 部 （ デ ィ ス ク ド ラ イ ブ
） ３ ０ ０ 、 ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 ４ ０ ０ 等 を 備 え て い る 。 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 エ ン ジ ン
１ ０ ０ は 、 情 報 記 憶 媒 体 １ 上 に 記 録 さ れ た Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ プ ロ グ ラ ム ス ト リ ー ム （ Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ
オ コ ン テ ン ツ ） を 再 生 し 処 理 す る 。 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン （ Ｉ Ｎ Ｔ ＿ Ｅ Ｎ Ｇ ） ２ ０ ０
は 、 ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ を 再 生 し 処 理 す る 。 デ ィ ス ク 部 ３ ０ ０ は 、 情 報 記 憶 媒 体 １ に
記 録 さ れ た Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン ツ お よ び ／ ま た は ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ を 読 み 出 す 。
ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 ４ ０ ０ は 、 プ レ ー ヤ の ユ ー ザ に よ る 入 力 （ ユ ー ザ オ ペ レ ー シ ョ
ン ／ ユ ー ザ 操 作 ） を ユ ー ザ ト リ ガ と し て Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ プ レ ー ヤ 側 へ 伝 達 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 基 本 的 に 、 ス タ ン ダ ー ド Ｖ Ｔ Ｓ を 再 生 す る 場 合 （ ス タ ン ダ ー ド Ｖ Ｔ Ｓ 再 生 ス テ ー ト ） に
お い て は Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 エ ン ジ ン に ユ ー ザ 入 力 が 伝 達 さ れ 、 ア ド バ ン ス ド Ｖ Ｔ Ｓ を 再 生
す る 場 合 （ ア ド バ ン ス ド Ｖ Ｔ Ｓ 再 生 ス テ ー ト ） に お い て は イ ン タ ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン に ユ
ー ザ 入 力 が 伝 達 さ れ る 。 た だ し 、 ア ド バ ン ス ド Ｖ Ｔ Ｓ を 再 生 す る 場 合 に お い て も 、 あ ら か
じ め 決 め ら れ た ユ ー ザ 入 力 は 直 接 Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 エ ン ジ ン に 伝 達 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン （ Ｉ Ｎ Ｔ ＿ Ｅ Ｎ Ｇ ） ２ ０ ０ は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 部
を 備 え る 。 こ の イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 部 は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 等 の 通 信 回 線 を 介 し て サ ー バ 部
５ ０ ０ 等 に 接 続 す る た め の 通 信 手 段 と し て 機 能 す る 。 さ ら に 、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン
（ Ｉ Ｎ Ｔ ＿ Ｅ Ｎ Ｇ ） ２ ０ ０ は 、 バ ッ フ ァ 部 ２ ０ ９ 、 パ ー サ ２ １ ０ 、 Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ／ Ｓ Ｖ Ｇ ／
Ｃ Ｓ Ｓ レ イ ア ウ ト マ ネ ー ジ ャ ２ ０ ７ 、 ECMAScriptイ ン タ ー プ リ タ ／ Ｄ Ｏ Ｍ マ ニ ピ ュ レ ー タ
／ Ｓ Ｍ Ｉ Ｌ イ ン タ ー プ リ タ ／ タ イ ミ ン グ エ ン ジ ン ／ オ ブ ジ ェ ク ト （ イ ン タ ー プ リ タ 部 ） ２
０ ５ 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２ 、 メ デ ィ ア デ コ ー ダ ２ ０ ８ ａ ／ ２ ０ ８ ｂ 、 Ａ Ｖ レ
ン ダ ラ ２ ０ ３ 、 バ ッ フ ァ マ ネ ー ジ ャ ２ ０ ４ 、 オ ー デ ィ オ マ ネ ー ジ ャ ２ １ ５ 、 ネ ッ ト ワ ー ク
マ ネ ー ジ ャ ２ １ ２ 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク ２ １ ４ 、 パ ー シ ス タ ン ト ス ト レ ー ジ ２ １ ６ 等 含 ん で
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 図 ５ の ブ ロ ッ ク 構 成 に お い て 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 制 御 部 １ ０ ２ 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ デ
コ ー ダ １ ０ １ 、 Ｄ Ｖ Ｄ シ ス テ ム ク ロ ッ ク １ ０ ３ 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２ 、 パ ー
サ ２ １ ０ 、 イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ 、 Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ／ Ｓ Ｖ Ｇ ／ Ｃ Ｓ Ｓ レ イ ア ウ ト マ ネ ー ジ ャ
２ ０ ７ 、 Ａ Ｖ レ ン ダ ラ ２ ０ ３ 、 メ デ ィ ア デ コ ー ダ ２ ０ ８ ａ ／ ２ ０ ８ ｂ 、 バ ッ フ ァ マ ネ ー ジ
ャ ２ ０ ４ 、 オ ー デ ィ オ マ ネ ー ジ ャ ２ １ ５ 、 ネ ッ ト ワ ー ク マ ネ ー ジ ャ ２ １ ２ 、 シ ス テ ム ク ロ
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ッ ク ２ １ ４ 等 は 、 図 示 し な い 組 込 プ ロ グ ラ ム （ フ ァ ー ム ウ エ ア ） に よ り 各 ブ ロ ッ ク 構 成 の
機 能 を 果 た す マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ （ お よ び ／ ま た は ハ ー ド ウ エ ア ロ ジ ッ ク ） に よ り 実 現
で き る 。 こ の フ ァ ー ム ウ エ ア を 実 行 す る 際 に 使 用 す る ワ ー ク エ リ ア は 、 各 ブ ロ ッ ク 構 成 内
の 図 示 し な い 半 導 体 メ モ リ （ お よ び 必 要 に 応 じ て ハ ー ド デ ィ ス ク ） を 用 い て 得 る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 エ ン ジ ン （ Ｄ Ｖ Ｄ ＿ Ｅ Ｎ Ｇ ） １ ０ ０ は 、 図 １ 等 の 情 報 記 憶 媒 体 １ か ら
、 そ こ に 記 録 さ れ た Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン ツ を 再 生 す る た め の 装 置 で あ り 、 デ ィ ス ク 部 ３
０ ０ よ り 読 み 込 ん だ Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン ツ を デ コ ー ド す る Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ デ コ ー ダ １ ０ １
、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン ツ の 再 生 制 御 を 行 う Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 制 御 部 １ ０ ２ 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ
オ デ コ ー ダ に お け る デ コ ー ド や 出 力 の タ イ ミ ン グ を 決 定 す る Ｄ Ｖ Ｄ シ ス テ ム ク ロ ッ ク １ ０
３ 等 を 含 ん で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ デ コ ー ダ １ ０ １ は 、 図 １ 等 の 情 報 記 憶 媒 体 １ か ら 読 み 出 さ れ た 主 映 像 デ ー
タ 、 音 声 デ ー タ 、 お よ び 副 映 像 デ ー タ を そ れ ぞ れ デ コ ー ド し 、 デ コ ー ド さ れ た 映 像 デ ー タ
（ 主 映 像 デ ー タ と 副 映 像 デ ー タ を 合 成 し た も の 等 ） と 音 声 デ ー タ を そ れ ぞ れ 出 力 す る 機 能
を 持 っ て い る 。 つ ま り 、 図 ５ の プ レ ー ヤ は 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ プ ロ グ ラ ム ス ト リ ー ム 構 造 の 映 像
、 音 声 等 の デ ー タ を 通 常 の Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ プ レ ー ヤ と 同 様 に 再 生 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ れ に 加 え て 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 制 御 部 １ ０ ２ は 、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン （ Ｉ Ｎ Ｔ
＿ Ｅ Ｎ Ｇ ） ２ ０ ０ か ら 出 力 さ れ る “ Ｄ Ｖ Ｄ コ ン ト ロ ー ル ” 信 号 に 応 じ て 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ
ン テ ン ツ の 再 生 を 制 御 す る こ と も で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ
オ 再 生 制 御 部 １ ０ ２ は 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 時 に 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 エ ン ジ ン １ ０ ０ に お い
て 、 あ る イ ベ ン ト （ 例 え ば メ ニ ュ ー コ ー ル や タ イ ト ル ジ ャ ン プ ） が 発 生 し た 際 に 、 イ ン タ
ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン （ Ｉ Ｎ Ｔ ＿ Ｅ Ｎ Ｇ ） ２ ０ ０ に 対 し て 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン ツ の 再 生
状 況 を 示 す “ Ｄ Ｖ Ｄ ト リ ガ ” 信 号 を 出 力 す る こ と が で き る 。 そ の 際 （ Ｄ Ｖ Ｄ ト リ ガ 信 号 の
出 力 と 同 時 に 、 あ る い は そ の 前 後 の 適 当 な タ イ ミ ン グ で ） 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 制 御 部 １ ０
２ は 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ プ レ ー ヤ の プ ロ パ テ ィ 情 報 （ 例 え ば プ レ ー ヤ に 設 定 さ れ て い る 音 声 言
語 、 副 映 像 字 幕 言 語 、 再 生 動 作 、 再 生 位 置 、 各 種 時 間 情 報 、 デ ィ ス ク の 内 容 等 ） を 示 す “
Ｄ Ｖ Ｄ ス テ ー タ ス ” 信 号 を イ ン タ ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン （ Ｉ Ｎ Ｔ ＿ Ｅ Ｎ Ｇ ） ２ ０ ０ に 出 力 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 イ ン タ ー フ ェ ー ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２ は 、 ユ ー ザ 操 作 （ メ ニ ュ ー コ ー ル 、 タ イ ト ル ジ ャ ン プ
、 再 生 ス タ ー ト 、 再 生 停 止 、 再 生 ポ ー ズ 、 そ の 他 ） に 対 応 し た “ ユ ー ザ ト リ ガ ” を ユ ー ザ
イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 ４ ０ ０ か ら 受 け 取 る 。 そ の 上 で 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２ は
、 受 け 取 っ た ユ ー ザ ト リ ガ を 対 応 す る “ イ ベ ン ト ” と し て 、 イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ に 伝
達 す る 。 例 え ば 、 Markup言 語 に は 、 こ の “ イ ベ ン ト ” に 対 し て 以 下 の よ う な 指 示 が 示 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 １ → ユ ー ザ 操 作 に 対 応 す る “ コ マ ン ド ” を 発 行 す る 。 つ ま り 、 ユ ー ザ 操 作 と 同 じ コ マ ン
ド が Ｄ Ｖ Ｄ コ ン ト ロ ー ル と し て Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 エ ン ジ ン に 伝 達 さ れ る ；
　 ２ → ユ ー ザ 操 作 と は 異 な る “ コ マ ン ド ” を 発 行 す る 。 つ ま り 、 ユ ー ザ 操 作 が Markup言 語
の 指 示 に よ り 、 別 の 動 作 に 置 き 換 え ら れ る ；
　 ３ → ユ ー ザ ト リ ガ を 無 視 す る 。 つ ま り 、 コ ン テ ン ツ プ ロ バ イ ダ の 意 図 し な い Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ
オ の 再 生 を 行 う 可 能 性 が あ る 等 の 理 由 か ら ユ ー ザ イ ベ ン ト を 禁 止 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２ に 伝 達 さ れ た ユ ー ザ ト リ ガ 信 号 の 内 容 は 、 “ Ａ
Ｖ 出 力 コ ン ト ロ ー ル ” 信 号 と し て 、 Ａ Ｖ レ ン ダ ラ ２ ０ ３ に 伝 達 す る よ う に 構 成 す る こ と も
で き る 。 こ れ に よ り 、 例 え ば 、 ユ ー ザ が 図 示 し な い リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ の カ ー ソ ル キ ー
操 作 で コ ン テ ン ツ ま た は ウ イ ン ド ウ サ イ ズ を 変 更 し た り そ の 表 示 位 置 を シ フ ト さ せ る 操 作
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を し た 場 合 に 、 こ の 操 作 に よ る ユ ー ザ ト リ ガ 信 号 を 対 応 す る Ａ Ｖ 出 力 コ ン ト ロ ー ル 信 号 と
し て 、 Ａ Ｖ レ ン ダ ラ ２ ０ ３ に 出 力 す る 。 こ れ 以 外 に も 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 エ ン ジ ン １ ０ ０
か ら の 映 像 ・ 音 声 出 力 と 、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン ２ ０ ０ か ら の 映 像 ・ 音 声 出 力 の 切 替
を 示 す ユ ー ザ ト リ ガ を Ａ Ｖ レ ン ダ ラ ２ ０ ３ に 送 る こ と に よ り 、 ユ ー ザ 操 作 に よ る 映 像 ・ 音
声 出 力 の 切 替 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 イ ン タ ー フ ェ ー ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２ は 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 制 御 部 １ ０ ２ と の 間 で “ Ｄ Ｖ Ｄ
ス テ ー タ ス ” 信 号 、 “ Ｄ Ｖ Ｄ ト リ ガ ” 信 号 お よ び ／ ま た は “ Ｄ Ｖ Ｄ コ ン ト ロ ー ル ” 信 号 の
送 受 信 を 行 い 、 あ る い は ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 ４ ０ ０ と の 間 で “ ユ ー ザ ト リ ガ ” 信 号
の 送 受 信 を 行 う 。 イ ン タ ー フ ェ ー ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２ は さ ら に 、 イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ と
の 間 で 、 “ イ ベ ン ト ” 、 “ プ ロ パ テ ィ ” 、 “ コ マ ン ド ” 、 “ コ ン ト ロ ー ル ” 信 号 の 送 受 信
を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 す な わ ち 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２ は 、 以 下 を 実 行 す る ：
　 １ ． Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 エ ン ジ ン １ ０ ０ か ら の Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 エ ン ジ ン １ ０ ０ の 動 作 を
示 す “ Ｄ Ｖ Ｄ ト リ ガ ” 信 号 、 ま た は ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 ４ ０ ０ か ら の ユ ー ザ の 操 作
を 示 す “ ユ ー ザ ト リ ガ ” を 、 “ イ ベ ン ト ” と し て 、 イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ に 伝 達 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ２ ． Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 エ ン ジ ン １ ０ ０ か ら の Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 エ ン ジ ン １ ０ ０ の 再 生 状
況 を 示 す “ Ｄ Ｖ Ｄ ス テ ー タ ス ” 信 号 を 、 “ プ ロ パ テ ィ ” と し て 、 イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５
に 伝 達 す る 。 こ の と き 、 Ｄ Ｖ Ｄ ス テ ー タ ス は 情 報 は 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２ の
プ ロ パ テ ィ バ ッ フ ァ ２ ０ ２ ａ に 随 時 保 存 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ３ ． イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ か ら の “ コ マ ン ド ” 信 号 の 内 容 に 応 じ て 、
Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 エ ン ジ ン １ ０ ０ へ Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 エ ン ジ ン １ ０ ０ の 再 生 を 制 御 す る た
め の “ Ｄ Ｖ Ｄ コ ン ト ロ ー ル ” 信 号 を 出 力 し 、 Ａ Ｖ レ ン ダ ラ ２ ０ ３ へ 映 像 や 音 声 の 切 替 を 行
う た め の “ Ａ Ｖ 出 力 コ ン ト ロ ー ル ” 信 号 を 出 力 し 、 バ ッ フ ァ マ ネ ー ジ ャ ２ ０ ４ へ バ ッ フ ァ
２ ０ ９ へ の 読 み 込 み や バ ッ フ ァ ２ ０ ９ の 消 去 を 行 う た め の “ バ ッ フ ァ コ ン ト ロ ー ル ” 信 号
を 出 力 し 、 オ ー デ ィ オ マ ネ ー ジ ャ ２ １ ５ へ ア ッ プ デ ー ト オ ー デ ィ オ デ ー タ の ダ ウ ン ロ ー ド
を 行 う た め の “ ア ッ プ デ ー ト コ ン ト ロ ー ル ” 信 号 を 出 力 し 、 メ デ ィ ア デ コ ー ダ ２ ０ ８ ａ ／
２ ０ ８ ｂ へ 各 種 メ デ ィ ア の デ コ ー ド を 指 示 す る “ メ デ ィ ア コ ン ト ロ ー ル ” 信 号 を 出 力 す る
。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ４ ． Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 エ ン ジ ン １ ０ ０ に お け る Ｄ Ｖ Ｄ シ ス テ ム ク ロ ッ ク １ ０ ３ の 情 報 を
イ ン タ ー フ ェ ー ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２ の Ｄ Ｖ Ｄ タ イ ミ ン グ ジ ェ ネ レ ー タ ２ ０ ２ ｂ に て 計 測 し 、
そ の 計 測 結 果 を “ Ｄ Ｖ Ｄ タ イ ミ ン グ ” 信 号 と し て メ デ ィ ア デ コ ー ダ ２ ０ ８ ａ ／ ２ ０ ８ ｂ に
伝 達 す る 。 つ ま り 、 メ デ ィ ア デ コ ー ダ ２ ０ ８ ａ ／ ２ ０ ８ ｂ は 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 エ ン ジ ン
１ ０ ０ の シ ス テ ム ク ロ ッ ク １ ０ ３ に 同 期 し て 、 各 種 メ デ ィ ア を デ コ ー ド す る こ と が 可 能 で
あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２ は 、 ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ を 解 析 ・
解 釈 し て か ら 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 エ ン ジ ン １ ０ ０ と イ ン タ ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン ２ ０ ０ と の
間 で 制 御 信 号 等 の 変 換 を 行 う 機 能 を も つ 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 イ ン タ ー フ ェ ー ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２ は 、 パ ー サ ２ １ ０ で 解 析 さ れ 、 イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０
５ に て 解 釈 さ れ た 内 容 、 ま た は 入 力 装 置 （ リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ 等 ） か ら の ユ ー ザ ト リ ガ
に 基 づ い て 、 第 １ 信 号 の 交 換 を 行 う と と も に 、 第 ２ 信 号 の 交 換 を 行 な う よ う に 構 成 さ れ て
い る 。 別 の 言 い 方 を す る と 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２ は 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 制 御
部 １ ０ ２ と の 間 で 交 換 さ れ る 第 １ 信 号 、 お よ び イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ と の 間 で 交 換 さ れ
る 第 ２ 信 号 の 少 な く と も 一 方 に 基 づ い て 、 Ａ Ｖ レ ン ダ ラ ２ ０ ３ に よ る 映 像 ・ 音 声 信 号 の 出
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力 状 態 を 制 御 す る も の で あ る と も 言 え る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 記 第 １ 信 号 と は 、 情 報 記 憶 媒 体 １ の 再 生 状 況 に 関 す る 信 号 で あ り 、 “ Ｄ Ｖ Ｄ コ ン ト ロ
ー ル ” 信 号 、 “ Ｄ Ｖ Ｄ ト リ ガ ” 信 号 、 “ Ｄ Ｖ Ｄ ス テ ー タ ス ” 信 号 な ど が 該 当 す る 。 ま た 、
上 記 第 ２ の 信 号 と は 、 ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ の 内 容 に 関 す る 信 号 で あ り 、 “ イ ベ ン ト ”
信 号 、 “ コ マ ン ド ” 信 号 、 “ プ ロ パ テ ィ ” 信 号 、 “ コ ン ト ロ ー ル ” 信 号 な ど が 該 当 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ こ で 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２ は 、 Markup言 語 に 従 っ て 、 ユ ー ザ ト リ ガ に 対
応 し た 処 理 を 実 行 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 Ａ Ｖ レ ン ダ ラ ２ ０ ３ が 、 ユ ー ザ ト
リ ガ に 対 応 し た 処 理 の 実 行 結 果 に 基 づ い て 、 メ デ ィ ア デ コ ー ダ ２ ０ ８ ａ ／ ２ ０ ８ ｂ で 生 成
さ れ た 映 像 ・ 音 声 デ ー タ を 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 エ ン ジ ン １ ０ ０ で 再 生 さ れ た 映 像 ・ 音 声 デ
ー タ に 合 成 し て 出 力 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 あ る い は 、 Ａ Ｖ レ ン ダ ラ ２ ０ ３ は 、 イ ン
タ ー フ ェ ー ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２ に お け る “ コ マ ン ド ” の 実 行 結 果 に 基 づ い て 、 メ デ ィ ア デ コ
ー ダ ２ ０ ８ ａ ／ ２ ０ ８ ｂ で 生 成 さ れ た 映 像 ・ 音 声 デ ー タ お よ び Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 エ ン ジ ン
１ ０ ０ で 再 生 さ れ た 映 像 ・ 音 声 デ ー タ の 一 方 を 選 択 し て 出 力 す る よ う に 構 成 さ れ て い る と
も い え る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 パ ー サ ２ １ ０ は 、 概 括 的 に 言 え ば 、 情 報 記 憶 媒 体 １ か ら 得 た ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ 、
ま た は イ ン タ ー ネ ッ ト 等 か ら 得 た ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ に 含 ま れ る 再 生 制 御 情 報 を 示 す
Markup言 語 の 構 文 解 析 を 行 う 。 こ こ で Markup言 語 と は 、 前 述 の Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ／ Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 、 Ｓ
Ｍ Ｉ Ｌ と い っ た Markup言 語 、 ECMAScript、 JavaScriptと い っ た Script言 語 、 Ｃ Ｓ Ｓ と い っ
た StyleSheetな ど の 組 み 合 わ せ で 構 成 さ れ て い る 。 パ ー サ ２ １ ０ は 、 言 語 解 析 の 結 果 に 応
じ て 、 ECMAScriptモ ジ ュ ー ル を イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ の ECMAScriptイ ン タ ー プ リ タ に 、
Ｓ Ｍ Ｉ Ｌ モ ジ ュ ー ル は Ｓ Ｍ Ｉ Ｌ イ ン タ ー プ リ タ に 、 Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ モ ジ ュ ー ル は Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ／
Ｓ Ｖ Ｇ ／ Ｃ Ｓ Ｓ レ イ ア ウ ト マ ネ ー ジ ャ ２ ０ ７ に 伝 達 す る 機 能 を も つ 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ECMAScriptイ ン タ ー プ リ タ は 、 前 述 の ECMAScriptモ ジ ュ ー ル を 解 釈 し 、 そ の 指 示 に 従 う
。 つ ま り 、 ECMAScriptイ ン タ ー プ リ タ は 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２ か ら 送 ら れ る
“ イ ベ ン ト ” 信 号 や 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２ の プ ロ パ テ ィ バ ッ フ ァ ２ ０ ２ ａ か
ら 読 み 取 る “ プ ロ パ テ ィ ” 信 号 に 対 し て 、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン ２ ０ ０ に お け る 各 機
能 を 制 御 す る た め の “ コ マ ン ド ” 信 号 を イ ン タ ー フ ェ ー ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２ に 発 行 す る 機 能
を も つ 。 こ の と き 、 ECMAScriptイ ン タ ー プ リ タ は 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク ２ １ ４ が 計 測 す る 時
間 に 従 う こ と に よ り 、 Markup言 語 が 指 示 す る タ イ ミ ン グ で “ コ マ ン ド ” 信 号 を Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ
オ 再 生 エ ン ジ ン １ ０ ０ に 発 行 し た り 、 “ メ デ ィ ア コ ン ト ロ ー ル ” 信 号 を メ デ ィ ア デ コ ー ダ
２ ０ ８ ａ ／ ２ ０ ８ ｂ に 発 行 す る 。 こ れ に よ り 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 エ ン ジ ン １ ０ ０ の コ ン ト
ロ ー ル や 、 各 種 メ デ ィ ア コ ン ト ロ ー ル （ 音 声 、 静 止 画 ・ ア ニ メ ー シ ョ ン 、 テ キ ス ト ・ フ ォ
ン ト 、 動 画 の デ コ ー ド 制 御 等 ） が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 Ｓ Ｍ Ｉ Ｌ タ イ ミ ン グ エ ン ジ ン は 、 前 述 の Ｓ Ｍ Ｉ Ｌ モ ジ ュ ー ル を 解 釈 し 、 そ の 解 釈 さ れ た
指 示 に 従 う 。 つ ま り 、 Ｓ Ｍ Ｉ Ｌ タ イ ミ ン グ エ ン ジ ン は 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２
か ら 送 ら れ る “ イ ベ ン ト ” 信 号 や 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２ の プ ロ パ テ ィ バ ッ フ
ァ ２ ０ ２ ａ か ら 読 み 取 る “ プ ロ パ テ ィ ” 信 号 に 対 し 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク ２ １ ４ に 従 っ て 、
“ コ ン ト ロ ー ル ” 信 号 を イ ン タ ー フ ェ ー ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２ 、 ま た は メ デ ィ ア デ コ ー ダ ２ ０
８ ａ ／ ２ ０ ８ ｂ に 発 行 す る 機 能 を も つ 。 こ れ に よ り 、 所 望 の タ イ ミ ン グ で Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再
生 エ ン ジ ン １ ０ ０ の コ ン ト ロ ー ル や 各 種 メ デ ィ ア （ 音 声 、 静 止 画 ・ ア ニ メ ー シ ョ ン 、 テ キ
ス ト ・ フ ォ ン ト 、 動 画 ） の デ コ ー ド が 可 能 と な る 。 つ ま り 、 Ｓ Ｍ Ｉ Ｌ タ イ ミ ン グ エ ン ジ ン
は 、 Markup言 語 の 記 述 に 従 っ て 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク ２ １ ４ を も と に 動 作 す る こ と も 可 能 で
あ り 、 Ｄ Ｖ Ｄ タ イ ミ ン グ ジ ェ ネ レ ー タ ２ ０ ２ ｂ か ら の Ｄ Ｖ Ｄ シ ス テ ム ク ロ ッ ク １ ０ ３ を も
と に 動 作 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
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　 Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ／ Ｓ Ｖ Ｇ ／ Ｃ Ｓ Ｓ レ イ ア ウ ト マ ネ ー ジ ャ ２ ０ ７ は 、 前 述 の Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ モ ジ ュ
ー ル を 解 釈 し 、 そ の 指 示 に 従 う 。 つ ま り 、 Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ／ Ｓ Ｖ Ｇ ／ Ｃ Ｓ Ｓ レ イ ア ウ ト マ ネ ー
ジ ャ ２ ０ ７ は 、 “ レ イ ア ウ ト コ ン ト ロ ー ル ” 信 号 を Ａ Ｖ レ ン ダ ラ ２ ０ ３ に 出 力 す る 。 “ レ
イ ア ウ ト コ ン ト ロ ー ル ” 信 号 は 、 出 力 す る 映 像 の 画 面 の 大 き さ や そ の 位 置 に 関 す る 情 報 （
表 示 開 始 ・ 終 了 ・ 継 続 と い っ た 表 示 時 間 に 関 す る 情 報 を 含 む 場 合 も あ る ） 、 出 力 す る 音 声
の レ ベ ル に 関 す る 情 報 （ 出 力 開 始 ・ 終 了 ・ 継 続 と い っ た 出 力 時 間 に 関 す る 情 報 を 含 む 場 合
も あ る ） が 含 ま れ る 。 ま た 、 Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ モ ジ ュ ー ル に 含 ま れ て い る 表 示 の た め の テ キ ス ト
情 報 は 、 メ デ ィ ア デ コ ー ダ ２ ０ ８ ａ ／ ２ ０ ８ ｂ に 送 ら れ 、 所 望 の フ ォ ン ト を 用 い て 、 デ コ
ー ド さ れ 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 Markup言 語 や Script言 語 の 構 文 解 析 お よ び そ の 解 釈 を 行 う 具 体 的 な 方 法 は 、 例 え ば Ｈ Ｔ
Ｍ Ｌ ／ Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ や Ｓ Ｍ Ｉ Ｌ あ る い は ECMAScriptや JavaScriptの よ う な 公 知 技 術 に お け る
構 文 解 析 ・ 解 釈 と 同 様 な 手 法 で よ い （ 使 用 す る ハ ー ド ウ エ ア は 図 ５ の 説 明 の 冒 頭 で 述 べ た
マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ で よ い ） 。 た だ し ス ク リ プ ト 中 に 記 載 さ れ る コ マ ン ド や 変 数 に つ い
て は 、 制 御 対 象 が 異 な る の で 、 違 い が 生 じ る 。 こ の 発 明 を 実 施 す る 際 に 用 い る Markup言 語
に お い て は 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン ツ お よ び ／ ま た は ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ の 再 生 に 関
連 し た 特 有 の コ マ ン ド や 変 数 が 用 い ら れ る 。 例 え ば 、 あ る イ ベ ン ト に 応 答 し て Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ
オ コ ン テ ン ツ ま た は ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ の 再 生 内 容 を 切 り 換 え る と い っ た コ マ ン ド は
、 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お い て 用 い ら れ る Markup言 語 や Script言 語 に 特 有 の も の と な
っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 Markup言 語 や Script言 語 に 特 有 な コ マ ン ド や 変 数 の 他 例 と し て 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 エ ン
ジ ン １ ０ ０ お よ び ／ ま た は イ ン タ ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン ２ ０ ０ か ら の 映 像 の サ イ ズ を 変 更 し
た り 、 そ の 映 像 の 配 置 を 変 え た り す る も の が あ る 。 映 像 の サ イ ズ の 変 更 は 、 サ イ ズ 変 更 を
命 令 す る コ マ ン ド と 変 更 後 の サ イ ズ を 指 定 す る 変 数 に よ り 指 示 さ れ る 。 映 像 の 配 置 の 変 更
は 、 表 示 位 置 の 変 更 を 命 令 す る コ マ ン ド と 変 更 後 の 座 標 等 を 指 定 す る 変 数 に よ り 指 示 さ れ
、 表 示 対 象 が 画 面 上 で オ ー バ ー ラ ッ ピ ン グ す る と き は 、 重 な り の 上 下 位 置 関 係 、 重 な る と
き の 透 過 度 を 指 定 す る 変 数 も 加 わ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 あ る い は 、 Markup言 語 や Script言 語 に 特 有 な コ マ ン ド や 変 数 の 別 例 と し て 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ
オ 再 生 エ ン ジ ン １ ０ ０ お よ び ／ ま た は イ ン タ ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン ２ ０ ０ か ら の 音 声 レ ベ ル
を 変 え た り 、 使 用 音 声 言 語 を 選 択 す る も の も あ る 。 音 声 レ ベ ル の 変 更 は 、 音 声 レ ベ ル の 変
更 を 命 令 す る コ マ ン ド と 変 更 後 の 音 声 レ ベ ル を 指 定 す る 変 数 に よ り 指 示 さ れ る 。 使 用 音 声
言 語 の 選 択 は 、 使 用 音 声 言 語 の 変 更 を 命 令 す る コ マ ン ド と 変 更 後 の 言 語 の 種 類 を 指 定 す る
変 数 に よ り 指 示 さ れ る 。 ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 ４ ０ ０ か ら の ユ ー ザ ト リ ガ を 制 御 す る
も の も あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 上 記 で 例 示 し た よ う な Markup言 語 や Script言 語 の コ マ ン ド ／ 変 数 に 基 づ い て 、 “ レ イ ア
ウ ト コ ン ト ロ ー ル ” 信 号 が 、 Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ／ Ｓ Ｖ Ｇ ／ Ｃ Ｓ Ｓ レ イ ア ウ ト マ ネ ー ジ ャ ２ ０ ７ （
一 部 の 機 能 は Ｓ Ｍ Ｉ Ｌ タ イ ミ ン グ エ ン ジ ン ２ ０ ６ に よ っ て 行 わ れ る 場 合 も あ る ） か ら Ａ Ｖ
レ ン ダ ラ ２ ０ ３ に 送 ら れ る よ う に な っ て い る 。 “ レ イ ア ウ ト コ ン ト ロ ー ル ” 信 号 は 、 図 示
し な い 外 部 モ ニ タ 装 置 等 で 表 示 す べ き 映 像 の 画 面 上 の レ イ ア ウ ト 、 映 像 の サ イ ズ 、 映 像 の
出 力 タ イ ミ ン グ 、 映 像 の 出 力 時 間 、 お よ び ／ ま た は 図 示 し な い 外 部 ス ピ ー カ か ら 再 生 す べ
き 音 声 の 音 量 レ ベ ル 、 音 声 の 出 力 タ イ ミ ン グ 、 音 声 の 出 力 時 間 を 制 御 す る 信 号 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 メ デ ィ ア デ コ ー ダ ２ ０ ８ ａ ／ ２ ０ ８ ｂ は 、 ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ に 含 ま れ る 音 声 、 静
止 画 （ 背 景 画 を 含 む ） ・ ア ニ メ ー シ ョ ン 、 テ キ ス ト ・ フ ォ ン ト 、 動 画 等 の ア ド バ ン ス ド コ
ン テ ン ツ の デ ー タ を デ コ ー ド す る 。 つ ま り 、 メ デ ィ ア デ コ ー ダ ２ ０ ８ ａ ／ ２ ０ ８ ｂ は 、 デ
コ ー ド 対 象 に 対 応 し て 音 声 デ コ ー ダ 、 静 止 画 ・ ア ニ メ ー シ ョ ン デ コ ー ダ 、 テ キ ス ト ・ フ ォ
ン ト デ コ ー ダ 、 動 画 デ コ ー ダ を 含 ん で い る 。 例 え ば Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ 、 Ａ Ｃ － ３ 、 Ｄ Ｔ Ｓ で エ ン コ
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ー ド さ れ た ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ 中 の 音 声 デ ー タ は 、 音 声 デ コ ー ダ に よ り デ コ ー ド さ れ
て 非 圧 縮 の 音 声 デ ー タ に 変 換 さ れ る 。 ま た 、 Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ 、 Ｇ Ｉ Ｆ 、 Ｐ Ｎ Ｇ で エ ン コ ー ド さ れ
た 静 止 画 デ ー タ や 背 景 画 デ ー タ は 、 静 止 画 デ コ ー ダ に よ り デ コ ー ド さ れ て 非 圧 縮 の 画 像 デ
ー タ に 変 換 さ れ る 。 同 様 に 、 例 え ば Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ４ 、 MacromediaFlash、 Ｓ Ｖ Ｇ
（ Scalable Vector Graphics） で エ ン コ ー ド さ れ た 動 画 や ア ニ メ ー シ ョ ン デ ー タ は 、 動 画
デ コ ー ダ や ア ニ メ ー シ ョ ン デ コ ー ダ に よ り デ コ ー ド さ れ て 非 圧 縮 の 画 像 デ ー タ に 変 換 さ れ
る 。 ま た 、 ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ に 含 ま れ る テ キ ス ト デ ー タ は 、 ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン
ツ に 含 ま れ る フ ォ ン ト デ ー タ （ 例 え ば OpenTypeフ ォ ー マ ッ ト ） を 用 い 、 テ キ ス ト ・ フ ォ ン
ト デ コ ー ダ に よ り デ コ ー ド さ れ て 、 動 画 ま た は 静 止 画 の 画 像 に ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ 可 能 な
テ キ ス ト 画 像 デ ー タ に 変 換 さ れ る 。 こ れ ら デ コ ー ド さ れ た 音 声 デ ー タ 、 画 像 ・ ア ニ メ ー シ
ョ ン デ ー タ 、 動 画 デ ー タ 、 お よ び テ キ ス ト 画 像 デ ー タ を 適 宜 含 む 映 像 ・ 音 声 デ ー タ は 、 メ
デ ィ ア デ コ ー ダ ２ ０ ８ ａ ／ ２ ０ ８ ｂ か ら Ａ Ｖ レ ン ダ ラ ２ ０ ３ に 送 ら れ る 。 ま た 、 こ れ ら ア
ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ は 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２ か ら の “ メ デ ィ ア コ ン ト ロ ー
ル ” 信 号 の 指 示 に よ り デ コ ー ド を 行 う と と も に 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２ か ら の
“ Ｄ Ｖ Ｄ タ イ ミ ン グ ” 信 号 や 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク ２ １ ４ か ら の “ タ イ ミ ン グ ” 信 号 に 同 期
し て デ コ ー ド が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 Ａ Ｖ レ ン ダ ラ ２ ０ ３ は 、 映 像 ・ 音 声 出 力 を 制 御 す る 機 能 を も つ 。 具 体 的 に は 、 Ａ Ｖ レ ン
ダ ラ ２ ０ ３ は 、 Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ／ Ｓ Ｖ Ｇ ／ Ｃ Ｓ Ｓ レ イ ア ウ ト マ ネ ー ジ ャ ２ ０ ７ か ら 出 力 さ れ る
“ レ イ ア ウ ト コ ン ト ロ ー ル ” 信 号 に 応 じ て 、 例 え ば 、 映 像 の 表 示 位 置 、 表 示 サ イ ズ や （ こ
れ ら と と も に 表 示 タ イ ミ ン グ 、 表 示 時 間 を 含 む こ と も あ る ） 、 音 声 の 大 き さ を （ こ れ ら と
と も に 出 力 タ イ ミ ン グ 、 出 力 時 間 を 含 む こ と も あ る ） 制 御 し た り 、 指 定 さ れ て い る モ ニ タ
ー の 種 別 か つ ／ ま た は 表 示 す る 映 像 の 種 類 に 応 じ て 、 そ の 映 像 の 画 素 変 換 を 行 う 。 制 御 の
対 象 と な る 映 像 ・ 音 声 出 力 は 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 エ ン ジ ン １ ０ ０ お よ び メ デ ィ ア デ コ ー ダ
２ ０ ８ ａ ／ ２ ０ ８ ｂ か ら の 出 力 で あ る 。 さ ら に 、 Ａ Ｖ レ ン ダ ラ ２ ０ ３ は 、 イ ン タ ー フ ェ ー
ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２ か ら 出 力 さ れ る “ Ａ Ｖ 出 力 コ ン ト ロ ー ル ” 信 号 に 従 っ て 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ
コ ン テ ン ツ と ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ の ミ キ シ ン グ （ 混 合 ） 、 ス イ ッ チ ン グ （ 切 替 ） を 制
御 す る 機 能 を も つ 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 な お 、 図 ５ の Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ プ レ ー ヤ 内 の イ ン タ ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン ２ ０ ０ は 、 情 報 記 憶
媒 体 １ か ら 読 み 取 ら れ た ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ 中 の Markup言 語 を バ ッ フ ァ 部 ２ ０ ９ を 介
し て パ ー サ ２ １ ０ に 送 る た め の イ ン タ ー フ ェ ー ス 、 お よ び 読 み 取 ら れ た ア ド バ ン ス ド コ ン
テ ン ツ 中 の デ ー タ （ 音 声 デ ー タ 、 静 止 画 ・ ア ニ メ ー シ ョ ン デ ー タ 、 テ キ ス ト ・ フ ォ ン ト デ
ー タ 、 動 画 デ ー タ 等 ） を バ ッ フ ァ 部 ２ ０ ９ を 介 し て メ デ ィ ア デ コ ー ダ ２ ０ ８ ａ ／ ２ ０ ８ ｂ
に 送 る た め の イ ン タ ー フ ェ ー ス を 備 え て い る 。 こ れ ら の イ ン タ ー フ ェ ー ス は 、 図 ５ の イ ン
タ ー ネ ッ ト 接 続 部 と は 別 の イ ン タ ー フ ェ ー ス （ 第 １ の イ ン タ ー フ ェ ー ス ） を 構 成 し て い る
。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 図 ５ の Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ プ レ ー ヤ は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 等 の 通 信 回 線 か ら ア ド バ ン ス ド
コ ン テ ン ツ を 受 け 取 り 、 受 け 取 っ た ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ 中 の Markup言 語 を バ ッ フ ァ 部
２ ０ ９ を 介 し て パ ー サ ２ １ ０ に 送 る た め の イ ン タ ー フ ェ ー ス 、 お よ び 受 け 取 っ た ア ド バ ン
ス ド コ ン テ ン ツ 中 の デ ー タ （ 音 声 デ ー タ 、 静 止 画 ・ ア ニ メ ー シ ョ ン デ ー タ 、 フ ォ ン ト ・ テ
キ ス ト デ ー タ 、 動 画 デ ー タ 等 ） を バ ッ フ ァ 部 ２ ０ ９ を 介 し て メ デ ィ ア デ コ ー ダ ２ ０ ８ ａ ／
２ ０ ８ ｂ に 送 る た め の イ ン タ ー フ ェ ー ス を 備 え て い る 。 こ れ ら の イ ン タ ー フ ェ ー ス が 、 図
５ の イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 部 （ 第 ２ の イ ン タ ー フ ェ ー ス ） を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 バ ッ フ ァ 部 ２ ０ ９ は 、 サ ー バ 部 ５ ０ ０ か ら ダ ウ ン ロ ー ド し た ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ を
記 憶 す る と と も に 、 デ ィ ス ク 部 ３ ０ ０ に よ り 情 報 記 憶 媒 体 １ か ら 読 み 込 ん だ ア ド バ ン ス ド
コ ン テ ン ツ を 記 憶 す る た め の バ ッ フ ァ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 バ ッ フ ァ 部 ２ ０ ９ は 、 Markup
言 語 ／ Script言 語 に 基 づ い た バ ッ フ ァ マ ネ ー ジ ャ ２ ０ ４ の 制 御 に よ り 、 サ ー バ 部 ５ ０ ０ に
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あ る ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ を 読 み 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 部 を 介 し て 、 ア ド バ ン ス ド コ ン
テ ン ツ を ダ ウ ン ロ ー ド す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 バ ッ フ ァ 部 ２ ０ ９ は 、 Markup言 語 ／ Script言 語 に 基 づ い た バ ッ フ ァ マ ネ ー ジ ャ ２
０ ４ の 制 御 に よ り 、 情 報 記 憶 媒 体 １ に 記 録 さ れ て い る ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ を 読 み 込 む
。 こ の と き 、 デ ィ ス ク 部 ３ ０ ０ が デ ィ ス ク に 対 し て 高 速 ア ク セ ス 可 能 な 装 置 で あ れ ば 、 Ｄ
Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン ツ を 再 生 し な が ら 、 つ ま り 情 報 記 憶 媒 体 １ よ り Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ デ ー タ を
読 み 出 し な が ら 、 同 時 に 情 報 記 憶 媒 体 １ か ら ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ を 読 み 出 す こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 デ ィ ス ク 部 ３ ０ ０ が 高 速 ア ク セ ス 可 能 な 装 置 で な い 場 合 、 も し く は Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ
ン ツ の 再 生 動 作 を 完 全 に 保 障 す る 場 合 は 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン ツ の 再 生 を 中 断 さ せ な い
よ う に す る 必 要 が あ る 。 こ の 場 合 は 、 再 生 が 開 始 す る 前 に あ ら か じ め 情 報 記 憶 媒 体 １ か ら
ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ を 読 み 出 し 、 バ ッ フ ァ に 記 憶 し て お く 。 こ れ に よ り 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ
オ コ ン テ ン ツ を 情 報 記 憶 媒 体 １ か ら 読 み 出 す と 同 時 に 、 ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ を バ ッ フ
ァ か ら 読 み 出 す こ と に よ り 、 デ ィ ス ク 部 ３ ０ ０ に 負 担 を か け ず に す む 。 よ っ て 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ
デ オ コ ン テ ン ツ の 再 生 を 中 断 さ せ ず に 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン ツ と ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン
ツ を 同 時 に 再 生 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 以 上 の よ う に 、 サ ー バ 部 ５ ０ ０ か ら ダ ウ ン ロ ー ド し た ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ も 、 情 報
記 憶 媒 体 １ に 記 録 さ れ て い る ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ と 同 様 に 、 バ ッ フ ァ 部 ２ ０ ９ に 記 憶
さ せ る こ と に よ り 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン ツ と ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ と 同 時 に 読 み 出 し
再 生 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま た 、 バ ッ フ ァ 部 ２ ０ ９ の 記 憶 容 量 に は 、 限 界 が あ る 。 つ ま り 、 バ ッ フ ァ 部 ２ ０ ９ に 記
憶 で き る ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ の デ ー タ サ イ ズ に は 限 り が あ る 。 こ の た め 、 バ ッ フ ァ マ
ネ ー ジ ャ ２ ０ ４ の 制 御 に よ り （ バ ッ フ ァ コ ン ト ロ ー ル ） 、 必 要 性 の 低 い ア ド バ ン ス ド コ ン
テ ン ツ （ 例 え ば 再 利 用 が で き な い コ ン テ ン ツ ） を 消 去 し た り 、 必 要 性 の 高 い ア ド バ ン ス ド
コ ン テ ン ツ （ 例 え ば 再 利 用 が 可 能 な コ ン テ ン ツ ） を 保 存 し た り す る こ と が 可 能 で あ る 。 前
述 の 保 存 の た め の 制 御 や 、 前 述 の 消 去 の た め の 制 御 は 、 バ ッ フ ァ 部 ２ ０ ９ が 自 動 的 に 行 う
こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 更 に 、 バ ッ フ ァ 部 ２ ０ ９ は バ ッ フ ァ マ ネ ー ジ ャ ２ ０ ４ が 要 求 し た コ ン テ ン ツ を デ ィ ス ク
部 ３ ０ ０ ま た は サ ー バ 部 ５ ０ ０ か ら バ ッ フ ァ 部 ２ ０ ９ に ロ ー ド す る と と も に 、 バ ッ フ ァ マ
ネ ー ジ ャ ２ ０ ４ が 指 定 し た ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ が バ ッ フ ァ に ロ ー ド さ れ た こ と を バ ッ
フ ァ マ ネ ー ジ ャ に 知 ら せ る 機 能 を も つ （ プ リ ロ ー ド 終 了 ト リ ガ 、 ロ ー ド 終 了 ト リ ガ ） 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 バ ッ フ ァ マ ネ ー ジ ャ ２ ０ ４ は Markup言 語 の 指 示 に よ り 、 （ Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン ツ の 再
生 中 に お い て も ） バ ッ フ ァ 部 ２ ０ ９ に 対 し て 、 以 下 の よ う な 指 示 を “ バ ッ フ ァ コ ン ト ロ ー
ル ” と し て 送 る こ と が 可 能 で あ る ：
　 　 → 特 定 フ ァ イ ル ま た は フ ァ イ ル の 一 部 の サ ー バ か ら の 読 み 込 み
　 　 → 特 定 フ ァ イ ル ま た は フ ァ イ ル の 一 部 の デ ィ ス ク か ら の 読 み 込 み
　 　 → バ ッ フ ァ か ら の 特 定 フ ァ イ ル ま た は フ ァ イ ル の 一 部 の 消 去 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 更 に 、 バ ッ フ ァ マ ネ ー ジ ャ ２ ０ ４ は Markup言 語 の 中 に 記 述 さ れ て い る （ も し く は Markup
言 語 が 示 す フ ァ イ ル に 記 述 さ れ て い る ） ロ ー デ ィ ン グ 情 報 に 従 っ て 、 ア ド バ ン ス ド コ ン テ
ン ツ の ロ ー ド を バ ッ フ ァ 部 ２ ０ ９ に 指 示 す る 。 ま た 、 ロ ー デ ィ ン グ 情 報 に 記 述 さ れ て い る
特 定 の ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ が バ ッ フ ァ 部 ２ ０ ９ に ロ ー ド さ れ た こ と を 知 ら せ る よ う に
要 求 す る 機 能 を も つ （ バ ッ フ ァ コ ン ト ロ ー ル ） 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
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　 前 述 の 特 定 の ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ が バ ッ フ ァ 部 ２ ０ ９ に ロ ー ド が 完 了 さ れ る と 、 バ
ッ フ ァ 部 ２ ０ ９ は こ れ を バ ッ フ ァ マ ネ ー ジ ャ ２ ０ ４ に 伝 え 、 バ ッ フ ァ マ ネ ー ジ ャ は こ れ を
イ ン タ ー フ ェ ー ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２ に 伝 え る （ プ リ ロ ー ド 終 了 ト リ ガ 、 ロ ー ド 終 了 ト リ ガ ）
。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 オ ー デ ィ オ マ ネ ー ジ ャ ２ １ ５ は 、 Markup言 語 の 指 示 に よ り 、 デ ィ ス ク 部 ３ ０ ０ の 情 報 記
憶 媒 体 １ ま た は サ ー バ 部 ５ ０ ０ よ り 、 ア ッ プ デ ー ト オ ー デ ィ オ デ ー タ （ オ ー デ ィ オ コ メ ン
タ リ デ ー タ ） を バ ッ フ ァ 部 ２ ０ ９ に ロ ー ド を 指 示 す る 機 能 を も つ （ ア ッ プ デ ー ト コ ン ト ロ
ー ル ） 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ネ ッ ト ワ ー ク マ ネ ー ジ ャ ２ １ ２ は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 部 の 動 作 を 制 御 す る 。 つ ま り 、
Markup言 語 に よ り 、 ネ ッ ト ワ ー ク へ の 接 続 や 非 接 続 が “ コ マ ン ド ” と し て 指 示 さ れ る と 、
ネ ッ ト ワ ー ク マ ネ ー ジ ャ は イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 部 の 接 続 ・ 非 接 続 の 切 替 を 行 う 。 ま た 、 ネ
ッ ト ワ ー ク マ ネ ー ジ ャ ２ １ ２ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク へ の 接 続 状 況 を 調 べ る 機 能 を 有 し 、 Markup
言 語 に よ り 、 ネ ッ ト ワ ー ク へ の 接 続 状 況 に 応 じ た 、 ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ の ダ ウ ン ロ ー
ド が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 パ ー シ ス タ ン ト ス ト レ ー ジ ２ １ ６ は 、 情 報 記 憶 媒 体 １ に 関 す る 情 報 （ ユ ー ザ が 設 定 し た
情 報 等 ） を 記 録 す る 領 域 で あ り 、 ハ ー ド デ ィ ス ク や フ ラ ッ シ ュ メ モ リ と い っ た 不 揮 発 性 の
記 憶 媒 体 で 構 成 さ れ る 。 つ ま り 例 え Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ の 電 源 が 切 ら れ て も こ の 情 報 は 保 持 さ
れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 再 生 す る 情 報 記 憶 媒 体 に 関 す る 情 報 と し て 、 Markupの 指 示 （ ス ト レ ー ジ コ ン ト ロ ー ル ）
に よ り 、 例 え ば Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン ツ や ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ の 再 生 位 置 、 ア ド バ ン
ス ド コ ン テ ン ツ に よ り 実 現 さ れ る ユ ー ザ 認 証 の 際 に 必 要 と な る ユ ー ザ 情 報 、 ア ド バ ン ス ド
コ ン テ ン ツ に よ り 実 現 さ れ る ゲ ー ム の ゲ ー ム ス コ ア と い っ た 情 報 を 記 録 す る こ と に よ り 、
次 に 情 報 記 憶 媒 体 を 再 生 し た と き も 、 前 回 か ら 引 き 続 き 再 生 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。 ま
た 、 情 報 記 憶 媒 体 を 再 生 し た と き に 、 サ ー バ 部 か ら バ ッ フ ァ に ダ ウ ン ロ ー ド し た ア ド バ ン
ス ド コ ン テ ン ツ を 、 こ の パ ー シ ス タ ン ト ス ト レ ー ジ ２ １ ６ に 記 録 す る こ と に よ り 、 次 回 か
ら ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 し な く て も 情 報 記 憶 媒 体 を 再 生 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 図 ５ の イ ン タ ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン ２ ０ ０ の 構 成 要 素 は 、 表 現 を 変 え る と 、 次 の よ う に 纏
め る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン ２ ０ ０ は 、 以 下 を 含 ん で 構 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
・ パ ー サ ２ １ ０
　 パ ー サ ２ １ ０ は 、 Markup言 語 の 内 容 を 構 文 解 析 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
・ イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ 、 Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ／ Ｓ Ｖ Ｇ ／ Ｃ Ｓ Ｓ レ イ ア ウ ト マ ネ ー ジ ャ ２ ０ ７
　 ECMAScript、 Ｓ Ｍ Ｉ Ｌ タ イ ミ ン グ エ ン ジ ン 等 を 含 ん で 構 成 さ れ る イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０
５ と Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ／ Ｓ Ｖ Ｇ ／ Ｃ Ｓ Ｓ レ イ ア ウ ト マ ネ ー ジ ャ ２ ０ ７ は 、 解 析 さ れ た モ ジ ュ ー ル
を 解 釈 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
・ イ ン タ ー フ ェ ー ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２
　 イ ン タ ー フ ェ ー ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２ は 、 イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ か ら の 制 御 信 号 と 、 Ｄ Ｖ
Ｄ ビ デ オ 再 生 制 御 部 １ ０ ２ か ら の 制 御 信 号 を ハ ン ド ル す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
・ メ デ ィ ア デ コ ー ダ ２ ０ ８ ａ ／ ２ ０ ８ ｂ
　 メ デ ィ ア デ コ ー ダ ２ ０ ８ ａ ／ ２ ０ ８ ｂ は 、 Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 エ ン ジ ン １ ０ ０ の シ ス テ ム ク ロ ッ
ク １ ０ ３ ま た は イ ン タ ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン ２ ０ ０ の シ ス テ ム ク ロ ッ ク ２ １ ４ に 同 期 し て 、
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ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ に 含 ま れ る 音 声 、 静 止 画 ・ ア ニ メ ー シ ョ ン 、 テ キ ス ト ・ フ ォ ン ト
、 動 画 等 の デ ー タ に 対 応 し た 映 像 ・ 音 声 デ ー タ を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
・ Ａ Ｖ レ ン ダ ラ ２ ０ ３
　 Ａ Ｖ レ ン ダ ラ ２ ０ ３ は 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２ に お け る “ コ マ ン ド ” の 実 行
結 果 に 基 づ い て 、 メ デ ィ ア デ コ ー ダ ２ ０ ８ ａ ／ ２ ０ ８ ｂ で 生 成 さ れ た 映 像 ・ 音 声 デ ー タ を
Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 エ ン ジ ン １ ０ ０ で 再 生 さ れ た 映 像 ・ 音 声 デ ー タ に 合 成 し て 出 力 す る 。 あ
る い は Ａ Ｖ レ ン ダ ラ ２ ０ ３ は イ ン タ ー フ ェ ー ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２ に お け る “ コ マ ン ド ” の 実
行 結 果 に 基 づ い て メ デ ィ ア デ コ ー ダ ２ ０ ８ ａ ／ ２ ０ ８ ｂ で 生 成 さ れ た 映 像 ・ 音 声 デ ー タ お
よ び Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 再 生 エ ン ジ ン １ ０ ０ で 再 生 さ れ た 映 像 ・ 音 声 デ ー タ の 一 方 を 選 択 し て 出
力 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
・ バ ッ フ ァ 部 ２ ０ ９
　 バ ッ フ ァ 部 ２ ０ ９ は 、 デ ィ ス ク 部 ３ ０ ０ ま た は イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 部 を 介 し て サ ー バ 部
５ ０ ０ よ り 取 得 し た ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ を 一 時 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
・ バ ッ フ ァ マ ネ ー ジ ャ ２ ０ ４
　 バ ッ フ ァ マ ネ ー ジ ャ ２ ０ ４ は 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス ハ ン ド ラ ２ ０ ２ の 指 示 （ Markup言 語 の
指 示 ） に よ り 、 ま た ロ ー デ ィ ン グ 情 報 の 記 述 に 従 っ て 、 バ ッ フ ァ 部 ２ ０ ９ に ア ド バ ン ス ド
コ ン テ ン ツ の デ ー タ 読 み 込 ん だ り 、 バ ッ フ ァ 部 ２ ０ ９ か ら 消 去 し た り す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
・ ネ ッ ト ワ ー ク マ ネ ー ジ ャ
　 Markup言 語 の 指 示 に よ り 、 ネ ッ ト ワ ー ク へ の 接 続 や 非 接 続 等 の 制 御 、 接 続 状 況 の 調 査 を
行 う 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
・ パ ー シ ス タ ン ト ス ト レ ー ジ ２ １ ６
　 コ ン テ ン ツ の 再 生 位 置 、 ユ ー ザ 情 報 な ど の 情 報 記 憶 媒 体 に 関 す る 情 報 や 、 サ ー バ 部 ５ ０
０ か ら ダ ウ ン ロ ー ド し た ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ の 保 持 を 行 う 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 図 ６ は 、 こ の 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に 係 る 再 生 装 置 （ ア ド バ ン ス ド Ｖ Ｔ Ｓ 対 応 の Ｄ Ｖ Ｄ
ビ デ オ プ レ ー ヤ ： 図 ５ の 装 置 の 別 例 ） の 実 現 す る 別 実 施 の 形 態 の 内 部 構 造 例 を 説 明 す る シ
ス テ ム 構 成 図 で あ る 。 こ の Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ プ レ ー ヤ は 、 図 １ 、 図 ３ な ど に 示 す 情 報 記 録 媒 体
１ か ら そ の 記 録 内 容 （ Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン ツ お よ び ／ ま た は ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ ）
を 再 生 し 処 理 す る も の で あ り 、 ま た 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ／ ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク な ど の 通 信 回
線 か ら ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ を 取 り 込 み 処 理 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 ６ で 示 す 一 実 施 の 形 態 の シ ス テ ム 構 成 で は 、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン ２ ０ ０ は 、 パ
ー サ 部 ２ １ ０ と 、 ア ド バ ン ス ド オ ブ ジ ェ ク ト 管 理 部 ６ １ ０ と 、 デ ー タ キ ャ ッ シ ュ ６ ２ ０ と
、 ス ト リ ー ミ ン グ 管 理 部 ７ １ ０ と 、 イ ベ ン ト ハ ン ド ラ ６ ３ ０ と 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク ２ １ ４
と 、 レ イ ア ウ ト エ ン ジ ン 、 ス タ イ ル エ ン ジ ン 、 ス ク リ プ ト エ ン ジ ン 、 お よ び タ イ ミ ン グ エ
ン ジ ン を 含 む イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ と 、 動 画 ・ ア ニ メ ー シ ョ ン 、 静 止 画 、 テ キ ス ト ・ フ
ォ ン ト 、 サ ウ ン ド の デ コ ー ダ 部 で 構 成 さ れ る メ デ ィ ア デ コ ー ダ 部 ２ ０ ５ と 、 グ ラ フ ィ ク ス
重 ね 合 わ せ 部 ７ ５ ０ と 、 二 次 映 像 ／ ス ト リ ー ミ ン グ 再 生 制 御 部 ７ ２ ０ と 、 ビ デ オ デ コ ー ダ
７ ３ ０ と 、 オ ー デ ィ オ デ コ ー ダ ７ ４ ０ 等 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 一 方 、 ビ デ オ 再 生 エ ン ジ ン １ ０ ０ は 、 Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 制 御 部 １ ０ ２ と 、 オ ー デ ィ オ デ コ ー ダ
、 主 映 像 デ コ ー ダ 、 お よ び 副 映 像 デ コ ー ダ 等 を 含 む Ｄ Ｖ Ｄ デ コ ー ダ 部 １ ０ １ 等 を 備 え て い
る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ プ レ ー ヤ は 、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン ２ ０ ０ や Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 エ ン ジ ン １ ０
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０ に 提 供 す る 機 能 モ ジ ュ ー ル と し て 、 パ ー シ ス タ ン ト ス ト レ ー ジ ２ １ ６ 、 Ｄ Ｖ Ｄ デ ィ ス ク
１ 、 フ ァ イ ル シ ス テ ム ６ ０ ０ 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 部 ２ １ ２ 、 分 離 部 ７ ０ ０ 、 ビ デ オ ミ キ サ
７ ６ ０ 、 オ ー デ ィ オ ミ キ サ ７ ７ ０ 等 を 備 え る 。 ま た Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ プ レ ー ヤ が 持 つ 機 能 で シ
ス テ ム マ ネ ー ジ ャ ー ８ ０ ０ を 介 し て 主 に イ ン タ ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン ２ ０ ０ が 情 報 取 得 、 動
作 制 御 を 行 う モ ジ ュ ー ル と し て 、 Ｎ Ｉ Ｃ 、 デ ィ ス ク ド ラ イ ブ コ ン ト ロ ー ラ 、 メ モ リ コ ン ト
ロ ー ラ 、 Ｆ Ｌ Ａ Ｓ Ｈ メ モ リ コ ン ト ロ ー ラ 、 リ モ コ ン 、 キ ー ボ ー ド 、 タ イ マ 、 カ ー ソ ル 等 を
供 え る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン ２ ０ ０ が 取 り 扱 う Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ デ ー タ 以 外 の ア ド バ ン ス ド コ
ン テ ン ツ の 記 録 場 所 お よ び 記 録 形 式 と し て は 下 記 の よ う な も の が 挙 げ ら れ る （ こ こ で Ｄ Ｖ
Ｄ デ ィ ス ク と 記 述 さ れ る デ ィ ス ク に は 通 常 の Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ デ ィ ス ク だ け で な く 次 世 代 の Ｈ
Ｄ ＿ Ｄ Ｖ Ｄ デ ィ ス ク も 含 ま れ る ） 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 １ ． … Ｄ Ｖ Ｄ デ ィ ス ク 上 の フ ァ イ ル 形 式 の デ ー タ と し て
　 ２ ． … Ｄ Ｖ Ｄ デ ィ ス ク 上 の Ｅ Ｖ Ｏ Ｂ 内 に マ ル チ プ レ ッ ク ス さ れ た 分 割 デ ー タ と し て
　 ３ ． … Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ プ レ ー ヤ が 備 え る パ ー シ ス タ ン ト ス ト レ ー ジ 内 の フ ァ イ ル 形 式 の デ
ー タ と し て
　 ４ ． … イ ン タ ー ネ ッ ト ／ ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク 上 の ネ ッ ト ワ ー ク サ ー バ 上 の フ ァ イ ル 形 式
デ ー タ ま た は ス ト リ ー ミ ン グ デ ー タ と し て 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 “ １ ． ” の “ Ｄ Ｖ Ｄ デ ィ ス ク 上 の フ ァ イ ル 形 式 の デ ー タ ” は 、 ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ
記 録 領 域 内 に 格 納 さ れ て い る 場 合 等 が 該 当 す る 。 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン ２ ０ ０ は フ ァ
イ ル シ ス テ ム を 経 由 し て Ｄ Ｖ Ｄ デ ィ ス ク 上 の ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル を 読 み 込
む 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 “ ２ ． ” の “ Ｄ Ｖ Ｄ デ ィ ス ク 上 の Ｅ Ｖ Ｏ Ｂ 内 に マ ル チ プ レ ッ ク ス さ れ た 分 割 デ ー タ ” は
、 ア ド バ ン ス ド Ｈ Ｄ ビ デ オ タ イ ト ル セ ッ ト 記 録 領 域 （ Ａ Ｈ Ｄ Ｖ Ｔ Ｓ ） に 記 録 さ れ る Ｖ Ｔ Ｓ
＿ Ｅ Ｖ Ｏ Ｂ Ｓ 内 に マ ル チ プ レ ッ ク ス さ れ て 記 録 さ れ て い る デ ー タ 形 式 で あ る 。 マ ル チ プ レ
ッ ク ス さ れ て い る デ ー タ は 、 一 般 に “ １ ． ” の “ Ｄ Ｖ Ｄ デ ィ ス ク 上 の フ ァ イ ル 形 式 の デ ー
タ ” と 重 複 す る デ ー タ が 記 録 さ れ て お り 、 Ｖ Ｔ Ｓ ＿ Ｅ Ｖ Ｏ Ｂ Ｓ の 読 み 取 り に 併 せ て 分 離 部
７ ０ ０ に 読 み 込 ま れ 、 ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ の 分 割 デ ー タ で あ れ ば 、 ア ド バ ン ス ド オ ブ
ジ ェ ク ト 管 理 部 ６ １ ０ に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 ア ド バ ン ス ド オ ブ ジ ェ ク ト 管 理 部 ６ １ ０ は 分 離 部 ７ ０ ０ か ら 受 け 取 っ た ア ド バ ン ス ド コ
ン テ ン ツ の 分 割 デ ー タ を 一 時 的 に 格 納 し 、 １ つ の フ ァ イ ル と し て 構 成 で き る デ ー タ が 送 ら
れ た タ イ ミ ン グ で ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル 形 式 デ ー タ と し て 、 デ ー タ キ ャ ッ シ
ュ ６ ２ ０ に 格 納 す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 ま た Ｄ Ｖ Ｄ デ ィ ス ク 上 の Ｅ Ｖ Ｏ Ｂ 内 に マ ル チ プ レ ッ ク ス さ れ て い る ア ド バ ン ス ド コ ン テ
ン ツ デ ー タ は 、 マ ル チ プ レ ッ ク ス す る 際 の デ ー タ の 効 率 化 の 目 的 の た め 、 所 定 の 方 式 に 従
っ て 、 １ つ ま た は 複 数 の ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ フ ァ イ ル を 圧 縮 し た フ ァ イ ル デ ー タ を 分
割 し て 格 納 し て も 良 い 。 こ の 場 合 、 ア ド バ ン ス ド オ ブ ジ ェ ク ト 管 理 部 ６ １ ０ は 圧 縮 デ ー タ
が 展 開 可 能 に な る ま で 、 分 割 デ ー タ を 一 時 的 に 格 納 し 、 展 開 し た ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ
デ ー タ を フ ァ イ ル 形 式 と し て 取 り 扱 え る よ う に な っ た タ イ ミ ン グ で 、 デ ー タ キ ャ ッ シ ュ ６
２ ０ に 格 納 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 “ ３ ． ” の “ Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ プ レ ー ヤ が 備 え る パ ー シ ス タ ン ト ス ト レ ー ジ ２ １ ６ 内 の フ ァ
イ ル 形 式 の デ ー タ ” は 、 例 え ば 、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン ２ ０ ０ が あ る 映 画 会 社 が 作 成
し た ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ を 含 む Ｄ Ｖ Ｄ タ イ ト ル を 再 生 し て い る 過 程 に お い て 、 イ ン タ
ー ネ ッ ト 上 か ら ダ ウ ン ロ ー ド し た 、 新 作 映 画 の 紹 介 ム ー ビ ー な ど を パ ー シ ス タ ン ト ス ト レ
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ー ジ ２ １ ６ 上 の 所 定 の 位 置 に 格 納 し た も の 等 が あ た る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 例 え ば 、 同 じ 映 画 会 社 が 作 成 し た 別 の ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ を 含 む Ｄ Ｖ Ｄ タ イ ト ル を
再 生 し た 場 合 に は 、 「 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン ２ ０ ０ は 、 ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ の Ma
rkup/Script言 語 の 記 述 に 従 い 、 パ ー シ ス タ ン ト ス ト レ ー ジ ２ １ ６ の 所 定 の 位 置 を 検 索 す
る 。 そ こ で 保 存 済 み の 新 作 映 画 の 紹 介 ム ー ビ ー 等 を 見 つ け た 場 合 に は 、 そ れ を 参 照 ／ 再 生
す る た め の Ｘ Ｍ Ｌ ペ ー ジ に ジ ャ ン プ し 、 ユ ー ザ オ ペ レ ー シ ョ ン に よ り 再 生 処 理 が 選 択 さ れ
た 場 合 に は 、 パ ー シ ス タ ン ト ス ト レ ー ジ ２ １ ６ に 格 納 さ れ た 新 作 映 画 の 紹 介 ム ー ビ ー を 再
生 す る 」 と い っ た 使 用 方 法 が 一 例 と し て 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 “ ４ ． ” の “ イ ン タ ー ネ ッ ト ／ ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク 上 の ネ ッ ト ワ ー ク サ ー バ 上 の フ ァ イ
ル 形 式 デ ー タ ま た は ス ト リ ー ミ ン グ デ ー タ ” の う ち 、 フ ァ イ ル 形 式 デ ー タ の 一 例 と し て は
、 上 記 で 説 明 し た 新 作 映 画 の 紹 介 ム ー ビ ー 等 が 該 当 す る 。 ま た ス ト リ ー ミ ン グ デ ー タ の 例
と し て は 、 「 Ｄ Ｖ Ｄ デ ィ ス ク 上 の 映 画 の Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ デ ー タ の 音 声 に は 日 本 語 と 英 語 し か
含 ま れ て い な い 場 合 に 、 新 た に 映 画 会 社 で 中 国 語 の 音 声 デ ー タ を 作 成 し 、 イ ン タ ー ネ ッ ト
に 接 続 し た Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ プ レ ー ヤ の 場 合 に 、 逐 次 中 国 語 の 音 声 デ ー タ を ダ ウ ン ロ ー ド し な
が ら 、 Ｄ Ｖ Ｄ デ ィ ス ク 上 の 映 像 デ ー タ と 同 期 し て 再 生 す る 」 と い っ た 利 用 方 法 が 挙 げ ら れ
る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 な お 、 図 ６ の シ ス テ ム 構 成 図 に お い て 、 フ ァ イ ル シ ス テ ム ６ ０ ０ 、 パ ー サ 部 ２ １ ０ 、 イ
ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ 、 メ デ ィ ア デ コ ー ダ 部 ２ ０ ８ 、 デ ー タ キ ャ ッ シ ュ ６ ２ ０ 、 ネ ッ ト ワ
ー ク 管 理 部 ２ １ ２ 、 ス ト リ ー ミ ン グ 制 御 部 ７ １ ０ 、 グ ラ フ ィ ク ス 重 ね 合 わ せ 部 ７ ５ ０ 、 二
次 映 像 ／ ス ト リ ー ミ ン グ 再 生 制 御 部 ７ ２ ０ 、 ビ デ オ デ コ ー ダ ７ ３ ０ 、 オ ー デ ィ オ デ コ ー ダ
７ ４ ０ 、 分 離 部 ７ ０ ０ 、 Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 制 御 部 １ ０ ２ 、 Ｄ Ｖ Ｄ デ コ ー ダ 部 １ ０ １ 等 は 、 図 示 し
な い 組 み 込 み プ ロ グ ラ ム （ フ ァ ー ム ウ ェ ア ） を 解 釈 し 各 モ ジ ュ ー ル 機 能 を 実 現 す る マ イ ク
ロ コ ン ピ ュ ー タ お よ び ／ ま た は ハ ー ド ウ ェ ア ロ ジ ッ ク に よ り 実 現 で き る 。 こ の フ ァ ー ム ウ
ェ ア を 実 行 す る 際 に 使 用 す る ワ ー ク エ リ ア （ デ コ ー ド 処 理 に 用 い る 一 時 バ ッ フ ァ を 含 む ）
は 、 各 モ ジ ュ ー ル の 図 示 し な い 半 導 体 メ モ リ （ お よ び 必 要 に 応 じ て ハ ー ド デ ィ ス ク 装 置 ）
を 用 い て 得 る こ と が 出 来 る 。 さ ら に 各 モ ジ ュ ー ル 間 に は デ ー タ 供 給 や 同 期 処 理 の た め に 図
示 し な い 制 御 信 号 の 通 信 手 段 を 持 ち 、 必 要 な モ ジ ュ ー ル 間 の 動 作 制 御 を 管 理 す る こ と が 出
来 る 。 通 信 手 段 に は ハ ー ド ウ ェ ア ロ ジ ッ ク に よ る 信 号 線 や ソ フ ト ウ ェ ア 間 の イ ベ ン ト ／ デ
ー タ 通 知 処 理 等 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 以 下 、 図 ６ の シ ス テ ム 構 成 図 を 用 い て 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ プ レ ー ヤ の 機 能 毎 に 振 る 舞 い を 説
明 す る 。 ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ を 再 生 す る Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ プ レ ー ヤ で は 、 Markup/Script
言 語 等 で 記 述 さ れ た Ｘ Ｍ Ｌ フ ァ イ ル や ス タ イ ル シ ー ト を 用 い て 、 従 来 の Ｄ Ｖ Ｄ で 困 難 で あ
っ た 、 表 現 力 の 高 い メ ニ ュ ー や よ り イ ン タ ラ ク テ ィ ブ な 再 生 制 御 を 実 現 す る 。 例 え ば 、 ユ
ー ザ が 選 択 す る こ と に よ り 、 ア ニ メ ー シ ョ ン の エ フ ェ ク ト や 効 果 音 が 出 る よ う な ボ タ ン 選
択 を 含 む メ ニ ュ ー ペ ー ジ を 構 成 す る 例 を 考 え る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 メ ニ ュ ー ペ ー ジ の 構 成 と 機 能 は 、 Markup/Script言 語 を 用 い て 記 述 さ れ て メ ニ ュ ー Ｘ Ｍ
Ｌ ペ ー ジ に よ っ て 定 義 さ れ る 。 メ ニ ュ ー Ｘ Ｍ Ｌ ペ ー ジ は Ｄ Ｖ Ｄ デ ィ ス ク に 格 納 さ れ て お り
、 イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ は パ ー サ 部 ２ １ ０ に よ っ て 解 釈 さ れ た メ ニ ュ ー Ｘ Ｍ Ｌ ペ ー ジ の
内 容 を 、 そ れ ぞ れ の 記 述 内 容 に 応 じ て 、 レ イ ア ウ ト エ ン ジ ン 、 ス タ イ ル エ ン ジ ン 、 ス ク リ
プ ト エ ン ジ ン 、 タ イ ミ ン グ エ ン ジ ン 等 に 引 き 渡 す 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 タ イ ミ ン グ エ ン ジ ン は 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク ２ １ ４ か ら 時 間 イ ベ ン ト を 所 定 の 間 隔 で 受 信
し て お り 、 タ イ ミ ン グ エ ン ジ ン 内 で 整 理 さ れ た メ ニ ュ ー Ｘ Ｍ Ｌ ペ ー ジ の 記 述 に 基 づ い て 、
レ イ ア ウ ト エ ン ジ ン 、 ス タ イ ル エ ン ジ ン 、 ス ク リ プ ト エ ン ジ ン に 処 理 指 示 を 発 行 す る 。 そ
れ ぞ れ の エ ン ジ ン は そ れ ぞ れ が 管 理 し て い る メ ニ ュ ー Ｘ Ｍ Ｌ ペ ー ジ の 構 成 情 報 を 参 照 し 、
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必 要 に 応 じ て メ デ ィ ア デ コ ー ダ ２ ０ ８ に デ コ ー ド 処 理 の 指 示 を 発 行 す る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 メ デ ィ ア デ コ ー ダ ２ ０ ８ は 、 イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ か ら の 指 示 に 従 い 、 必 要 に 応 じ て
メ デ ィ ア デ ー タ を デ ー タ キ ャ ッ シ ュ ６ ２ ０ 等 の ア ド バ ン ス ド オ ブ ジ ェ ク ト の 保 存 領 域 か ら
読 み 込 み 、 デ コ ー ド 処 理 を 実 施 す る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 メ デ ィ ア デ コ ー ダ ２ ０ ８ で デ コ ー ド さ れ た デ ー タ の う ち 、 グ ラ フ ィ ク ス 表 示 に 関 連 す る
、 動 画 ・ ア ニ メ ー シ ョ ン 、 静 止 画 、 テ キ ス ト ・ フ ォ ン ト の 出 力 結 果 は グ ラ フ ィ ク ス の 重 ね
合 わ せ 部 ７ ５ ０ に 送 ら れ 、 イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ の レ イ ア ウ ト や ス タ イ ル シ ー ト の 記 述
に 従 っ て 出 力 す る グ ラ フ ィ ク ス プ レ ー ン の フ レ ー ム デ ー タ を 作 成 し 、 ビ デ オ ミ キ サ ７ ６ ０
に 送 出 す る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 ビ デ オ ミ キ サ ７ ６ ０ は 、 グ ラ フ ィ ク ス 重 ね 合 わ せ 部 ７ ５ ０ の 出 力 フ レ ー ム 、 二 次 映 像 ／
ス ト リ ー ミ ン グ 再 生 制 御 部 ７ ２ ０ の 指 示 に 従 っ て 出 力 さ れ た ビ デ オ デ コ ー ダ の 出 力 フ レ ー
ム 、 Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 制 御 部 １ ０ ２ の 指 示 に 従 っ て 出 力 さ れ た Ｄ Ｖ Ｄ デ コ ー ダ １ ０ １ 内 の 主 映 像
デ コ ー ダ と 副 映 像 デ コ ー ダ の 出 力 フ レ ー ム 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ プ レ ー ヤ が 搭 載 し て い る カ ー ソ
ル 機 能 の 出 力 フ レ ー ム 等 を 、 出 力 フ レ ー ム の 同 期 を 取 り な が ら 、 所 定 の 重 ね 合 わ せ ル ー ル
に 従 っ て 重 ね 合 わ せ 、 テ レ ビ 出 力 信 号 に 変 換 し て ビ デ オ 出 力 信 号 線 に 出 力 す る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 上 記 の グ ラ フ ィ ク ス フ レ ー ム の 出 力 フ レ ー ム と 同 期 し て 出 力 さ れ る 、 二 次 映 像 ／ ス ト リ
ー ミ ン グ 再 生 制 御 部 ７ ２ ０ の 振 る 舞 い に つ い て 説 明 す る 。 二 次 映 像 デ ー タ の 主 な 格 納 先 と
し て は 、 Ｄ Ｖ Ｄ デ ィ ス ク と イ ン タ ー ネ ッ ト や ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク 上 の ス ト リ ー ミ ン グ サ ー
バ が 想 定 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 Ｄ Ｖ Ｄ デ ィ ス ク 上 に 格 納 さ れ た 二 次 映 像 デ ー タ の 再 生 で は 、 ま ず Ｄ Ｖ Ｄ デ ィ ス ク 上 か ら
Ｉ Ｆ Ｏ ／ Ｖ Ｏ Ｂ Ｓ （ Ｅ Ｖ Ｏ Ｂ Ｓ を 含 む ） デ ー タ が 分 離 部 ７ ０ ０ に 読 み 込 ま れ る 。 分 離 部 ７
０ ０ は 、 マ ル チ プ レ ッ ク ス さ れ て い る 各 種 デ ー タ を 識 別 し 、 主 映 像 の 再 生 制 御 に 関 す る デ
ー タ は Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 制 御 部 １ ０ ２ へ 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ の 主 映 像 、 副 映 像 、 オ ー デ ィ オ に 関 す る
デ ー タ は Ｄ Ｖ Ｄ デ コ ー ダ 部 １ ０ １ へ 、 二 次 映 像 の 再 生 制 御 に 関 す る デ ー タ は 二 次 映 像 ／ ス
ト リ ー ミ ン グ 再 生 制 御 部 ７ ２ ０ へ 分 割 し て 送 る 。 こ こ に ア ド バ ン ス ド オ ブ ジ ェ ク ト デ ー タ
が マ ル チ プ レ ッ ク ス さ れ て 格 納 さ れ て い た 場 合 は 、 そ れ ら の デ ー タ は ア ド バ ン ス ド オ ブ ジ
ェ ク ト 管 理 部 ６ １ ０ に 送 ら れ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 二 次 映 像 ／ ス ト リ ー ミ ン グ 再 生 制 御 部 ７ ２ ０ で は 、 イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ の 再 生 制 御
信 号 に 基 づ き 、 Ｄ Ｖ Ｄ デ ィ ス ク 上 の 二 次 映 像 の 再 生 制 御 を 実 施 す る 。 例 え ば 、 イ ン タ ー プ
リ タ 部 ２ ０ ５ か ら 格 納 さ れ て る 二 次 映 像 の 再 生 を 実 施 し な い よ う 指 示 さ れ て い る 場 合 に は
、 全 て の デ ー タ は こ こ で 破 棄 さ れ る 。 再 生 が 指 示 さ れ て い る 場 合 に は 、 デ コ ー ド 処 理 に 適
し た 形 や デ ー タ 量 に 整 形 し た デ ー タ を 、 ビ デ オ デ コ ー ダ ７ ３ ０ お よ び オ ー デ ィ オ デ コ ー ダ
７ ４ ０ に 送 出 す る 。 ビ デ オ デ コ ー ダ ７ ３ ０ や オ ー デ ィ オ デ コ ー ダ ７ ４ ０ は 、 二 次 映 像 ／ ス
ト リ ー ミ ン グ 再 生 制 御 部 ７ ２ ０ の 指 示 に 従 い 、 出 力 タ イ ミ ン グ を Ｄ Ｖ Ｄ デ コ ー ダ １ ０ １ の
出 力 と 同 期 さ せ な が ら デ コ ー ド 処 理 を 実 施 す る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 二 次 映 像 ／ ス ト リ ー ミ ン グ 再 生 制 御 部 ７ ２ ０ が 指 示 す る 制 御 信 号 と し て は 、 ビ デ オ デ コ
ー ダ ７ ３ ０ に 対 し て は 、 ビ デ オ の 位 置 や ス ケ ー リ ン グ の 程 度 、 透 過 処 理 の 程 度 や 、 ク ロ マ
カ ラ ー 処 理 の 指 示 等 が 挙 げ ら れ 、 オ ー デ ィ オ デ コ ー ダ ７ ４ ０ に 対 し て は 、 ボ リ ュ ー ム コ ン
ト ロ ー ル や チ ャ ネ ル 合 成 指 示 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 ま た 、 ユ ー ザ が 早 送 り や ジ ャ ン プ 等 を リ モ コ ン 等 で 指 示 し た 場 合 に は 、 イ ベ ン ト ハ ン ド
ラ ６ ３ ０ が リ モ コ ン の イ ベ ン ト を 取 得 し 、 イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ の ス ク リ プ ト エ ン ジ ン
に 通 知 す る 。 ス ク リ プ ト エ ン ジ ン で は 、 再 生 制 御 を 行 う Ｘ Ｍ Ｌ フ ァ イ ル の Markup/Script
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の 記 述 に 従 っ て 動 作 し て お り 、 リ モ コ ン 処 理 の イ ベ ン ト ハ ン ド ラ の 有 無 を 確 認 す る 。 再 生
制 御 を 行 う Ｘ Ｍ Ｌ フ ァ イ ル に 明 示 的 な 振 る 舞 い が 定 義 さ れ て い れ ば 、 ス ク リ プ ト エ ン ジ ン
は 記 述 に 従 っ た 処 理 を 実 施 し 、 何 も 定 義 さ れ て い な け れ ば あ ら か じ め 決 め ら れ た 所 定 の 処
理 を 実 施 す る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 ユ ー ザ の リ モ コ ン 処 理 の 結 果 、 早 送 り を 実 施 す る こ と に な っ た 場 合 、 イ ン タ ー プ リ タ 部
２ ０ ５ は 、 Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 制 御 部 １ ０ ２ と 二 次 映 像 ／ ス ト リ ー ミ ン グ 再 生 制 御 部 ７ ２ ０ に 対 し
、 早 送 り を 指 示 す る 。 Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 制 御 部 １ ０ ２ は 、 イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ の 早 送 り 指 示
に 従 い 、 Ｖ Ｏ Ｂ Ｓ デ ー タ の 読 み 取 り ス ケ ジ ュ ー ル を 再 構 成 し て 分 離 部 ７ ０ ０ の Ｄ Ｖ Ｄ デ ィ
ス ク か ら の デ ー タ 読 み 取 り 処 理 を 変 更 す る 。 こ れ に よ り 、 Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 制 御 部 １ ０ ２ と Ｄ Ｖ
Ｄ デ コ ー ダ 部 １ ０ １ の 早 送 り 再 生 に 対 し て 、 必 要 な デ ー タ が ア ン ダ ー フ ロ ー す る こ と な く
供 給 さ れ る よ う 制 御 を 行 う 。 二 次 映 像 ／ ス ト リ ー ミ ン グ 再 生 制 御 部 ７ ２ ０ に 供 給 さ れ る べ
き デ ー タ は 、 主 映 像 の デ ー タ 配 置 に 合 わ せ て 格 納 さ れ て い る た め 、 Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 制 御 部 １ ０
２ が 早 送 り に 必 要 な デ ー タ 読 み 取 り 処 理 を 実 施 す る こ と に 連 動 し て 、 早 送 り 再 生 に 適 当 な
二 次 映 像 デ ー タ が 分 離 部 ７ ０ ０ か ら 供 給 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 次 に 二 次 映 像 ／ ス ト リ ー ミ ン グ 再 生 制 御 に よ る ス ト リ ー ミ ン グ デ ー タ の 再 生 で は 、 イ ン
タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ の 再 生 制 御 信 号 に 基 づ き 、 二 次 映 像 ／ ス ト リ ー ミ ン グ 再 生 制 御 部 ７ ２
０ は ス ト リ ー ミ ン グ 管 理 部 ７ １ ０ に 対 し て 、 所 定 の ネ ッ ト ワ ー ク サ ー バ に あ る ス ト リ ー ミ
ン グ デ ー タ を 読 み 込 み 、 二 次 映 像 ／ ス ト リ ー ミ ン グ 再 生 制 御 部 ７ ２ ０ に 供 給 す る よ う 指 示
す る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 ス ト リ ー ミ ン グ 管 理 部 ７ １ ０ は ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 部 ２ １ ２ に 実 際 の ス ト リ ー ミ ン グ デ ー
タ 受 信 の プ ロ ト コ ル 制 御 処 理 を 依 頼 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー バ か ら の デ ー タ を 取 得 す る 。 こ
の と き 、 ス ト リ ー ミ ン グ デ ー タ の ビ ッ ト レ ー ト が 大 き い 場 合 等 に は 、 あ ら か じ め ス タ ー ト
ア ッ プ 情 報 に よ っ て 設 定 さ れ た デ ー タ キ ャ ッ シ ュ ６ ２ ０ 上 の ス ト リ ー ミ ン グ バ ッ フ ァ 領 域
を 使 っ て 、 ス ト リ ー ミ ン グ デ ー タ の 先 読 み を 行 い 、 ス ト リ ー ミ ン グ デ ー タ の 受 信 ビ ッ ト レ
ー ト の 変 動 に 対 す る 許 容 範 囲 を 広 げ る 等 の 制 御 を 実 施 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 こ の 場 合 、 ス ト リ ー ミ ン グ 管 理 部 ７ １ ０ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー バ か ら の ス ト リ ー ミ ン グ
デ ー タ を デ ー タ キ ャ ッ シ ュ ６ ２ ０ 上 の ス ト リ ー ミ ン グ バ ッ フ ァ に 一 旦 格 納 し 、 二 次 映 像 ／
ス ト リ ー ミ ン グ 再 生 制 御 部 ７ ２ ０ か ら の ス ト リ ー ミ ン グ デ ー タ 読 み 込 み 要 求 に 対 し て は 、
デ ー タ キ ャ ッ シ ュ ６ ２ ０ 上 の ス ト リ ー ミ ン グ バ ッ フ ァ に 格 納 さ れ た デ ー タ を 供 給 す る こ と
に な る 。 デ ー タ キ ャ ッ シ ュ ６ ２ ０ 上 に ス ト リ ー ミ ン グ バ ッ フ ァ が 確 保 さ れ て い な い 場 合 は
、 ス ト リ ー ミ ン グ 管 理 部 ７ １ ０ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー バ か ら 取 得 し た ス ト リ ー ミ ン グ デ ー
タ を 逐 次 、 二 次 映 像 ／ ス ト リ ー ミ ン グ 再 生 制 御 部 ７ ２ ０ に 送 出 す る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 二 次 映 像 ／ ス ト リ ー ミ ン グ 再 生 制 御 部 ７ ２ ０ が ネ ッ ト ワ ー ク 上 の ス ト リ ー ミ ン グ デ ー タ
を 再 生 制 御 す る 場 合 は 、 Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 エ ン ジ ン １ ０ ０ の 映 像 再 生 と 必 ず し も 同 期 し て 再 生 す
る 必 要 は 無 い 。 こ の た め 、 Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 エ ン ジ ン １ ０ ０ で 映 像 再 生 を し て い な い 場 合 に も ス
ト リ ー ミ ン グ デ ー タ を 再 生 し た り 、 Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 エ ン ジ ン １ ０ ０ の 再 生 状 況 （ 例 え ば 早 送 り
状 態 や ポ ー ズ 状 態 と い っ た 特 殊 再 生 状 態 ） を ス ト リ ー ミ ン グ デ ー タ の 再 生 状 態 と 合 わ せ る
と い っ た こ と の 必 要 は 無 い 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 ま た ネ ッ ト ワ ー ク 上 の ス ト リ ー ミ ン グ サ ー バ か ら 読 み 取 っ た ス ト リ ー ミ ン グ デ ー タ の 再
生 処 理 を 実 施 す る 場 合 、 デ ー タ 供 給 の ア ン ダ ー フ ロ ー が 発 生 す る 可 能 性 が あ る 。 こ の 場 合
は 、 ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ の Markup/Script言 語 の 記 述 に お い て 、 優 先 処 理 を 指 示 す る
こ と が で き 、 Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 エ ン ジ ン １ ０ ０ の 再 生 処 理 を 優 先 し て 、 ス ト リ ー ミ ン グ デ ー タ が
途 切 れ て も Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ の 再 生 を 続 け た り 、 ス ト リ ー ミ ン グ デ ー タ の 再 生 を 優 先 し 、 ス ト
リ ー ミ ン グ デ ー タ が 途 切 れ た 場 合 は 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ の 再 生 も 中 断 す る 等 の 振 る 舞 い を 柔 軟
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に 定 義 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 二 次 映 像 ／ ス ト リ ー ミ ン グ 再 生 制 御 部 ７ ２ ０ が 再 生
す る デ ー タ は 、 ビ デ オ デ ー タ の み 、 あ る い は オ ー デ ィ オ デ ー タ の み で あ っ て も 良 い 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 次 に 、 図 ６ の シ ス テ ム 構 成 図 を 構 成 す る 各 モ ジ ュ ー ル の 機 能 の 一 例 に つ い て 説 明 を 行 う
：
　 パ ー シ ス タ ン ト ス ト レ ー ジ ２ １ ６ ： イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ の 指 示 に 従 い 、 生 成 さ れ た
フ ァ イ ル デ ー タ 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ／ ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク か ら ダ ウ ン ロ ー ド さ れ た フ ァ イ ル
デ ー タ 等 を 格 納 す る 。 パ ー シ ス タ ン ト ス ト レ ー ジ ２ １ ６ に 格 納 さ れ た デ ー タ は 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ
デ オ プ レ ー ヤ の 電 源 の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ が 発 生 し て も 保 持 さ れ る 。 イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ は
パ ー シ ス タ ン ト ス ト レ ー ジ ２ １ ６ の デ ー タ を 消 去 す る こ と も 出 来 る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 Ｄ Ｖ Ｄ デ ィ ス ク １ ： ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ や Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ デ ー タ を 格 納 す る 。 フ ァ イ
ル シ ス テ ム や 分 離 部 か ら の 読 み 取 り 要 求 に 応 じ て Ｄ Ｖ Ｄ デ ィ ス ク 上 の セ ク タ デ ー タ が 読 み
取 ら れ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 フ ァ イ ル シ ス テ ム ６ ０ ０ ： 各 記 録 モ ジ ュ ー ル ／ 装 置 に 対 す る フ ァ イ ル シ ス テ ム を 管 理 し
、 ア ド バ ン ス ド オ ブ ジ ェ ク ト 管 理 部 等 の フ ァ イ ル デ ー タ 読 み 取 り ／ 書 き 込 み 要 求 に 対 し て
フ ァ イ ル ア ク セ ス 機 能 を 提 供 す る 。 各 記 録 モ ジ ュ ー ル ／ 装 置 に 対 す る フ ァ イ ル シ ス テ ム の
例 と し て は 、 パ ー シ ス タ ン ト メ モ リ ２ １ ６ が Ｆ Ｌ Ａ Ｓ Ｈ メ モ リ で 構 成 さ れ て い る 場 合 に は
、 Ｆ Ｌ Ａ Ｓ Ｈ メ モ リ 用 フ ァ イ ル シ ス テ ム を 用 い 、 メ モ リ の 書 換 え が 平 均 化 す る よ う に 制 御
す る 。 Ｄ Ｖ Ｄ デ ィ ス ク １ に 対 し て は 、 Ｕ Ｄ Ｆ や Ｉ Ｓ Ｏ ９ ６ ６ ０ フ ァ イ ル シ ス テ ム を 用 い て
ア ク セ ス す る 。 ネ ッ ト ワ ー ク 上 の フ ァ イ ル に 関 し て は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 部 ２ １ ２ に 実 際
の Ｈ Ｔ Ｔ Ｐ 、 Ｔ Ｃ Ｐ ／ Ｉ Ｐ 等 の プ ロ ト コ ル 制 御 を 実 施 さ せ 、 フ ァ イ ル シ ス テ ム 自 身 は ネ ッ
ト ワ ー ク 管 理 部 ２ １ ２ に 対 し て フ ァ イ ル ア ク セ ス 機 能 を 中 継 す る 。 デ ー タ キ ャ ッ シ ュ ６ ２
０ に 対 し て は 、 例 え ば Ｒ Ａ Ｍ デ ィ ス ク と し て 管 理 す る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 部 ２ １ ２ ： ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 部 ２ １ ２ は 、 フ ァ イ ル シ ス テ ム に 対 し て
は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 上 の Ｈ Ｔ Ｔ Ｐ サ ー バ 上 で 提 供 さ れ て い る フ ァ イ ル デ ー タ へ の 読 み 込 み （
必 要 に 応 じ て 書 き 込 み ） 機 能 を 提 供 す る 。 ス ト リ ー ミ ン グ 管 理 部 ７ １ ０ か ら の ス ト リ ー ミ
ン グ デ ー タ の 逐 次 読 取 り 要 求 に 対 し て 、 実 際 の プ ロ ト コ ル 制 御 を 担 当 し 、 要 求 さ れ た デ ー
タ を ネ ッ ト ワ ー ク 上 の ス ト リ ー ミ ン グ サ ー バ か ら 取 得 し 、 ス ト リ ー ミ ン グ 管 理 部 ７ １ ０ に
渡 す 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 分 離 部 ７ ０ ０ ： 分 離 部 ７ ０ ０ は Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 制 御 部 １ ０ ２ や （ 二 次 映 像 の み を 再 生 し て い
る 場 合 に は 二 次 映 像 ／ ス ト リ ー ミ ン グ 再 生 制 御 部 ） か ら の Ｉ Ｆ Ｏ ／ Ｖ Ｏ Ｂ Ｓ デ ー タ が 格 納
さ れ て い る セ ク タ デ ー タ の 読 み 取 り 指 示 に 従 い 、 Ｄ Ｖ Ｄ デ ィ ス ク 上 の デ ー タ を 読 み 取 る 。
読 み 取 っ た デ ー タ は マ ル チ プ レ ッ ク ス さ れ て い る デ ー タ に 関 し て は 、 そ れ ぞ れ 適 切 な 処 理
部 に 対 し て デ ー タ を 供 給 す る 。 Ｉ Ｆ Ｏ デ ー タ に 関 し て は Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 制 御 部 や 二 次 映 像 ／ ス
ト リ ー ミ ン グ 再 生 制 御 部 ７ ２ ０ へ 送 出 す る 。 Ｖ Ｏ Ｂ Ｓ に 格 納 さ れ て い る Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ に 関
す る 主 映 像 ／ 副 映 像 ／ オ ー デ ィ オ デ ー タ に 関 し て は Ｄ Ｖ Ｄ デ コ ー ダ 部 １ ０ １ へ 送 出 し 、 制
御 情 報 （ Ｎ Ｖ ＿ Ｐ Ｃ Ｋ ） は Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 制 御 部 １ ０ ２ へ 送 出 す る 。 二 次 映 像 に 関 す る 制 御 情
報 や 映 像 ／ オ ー デ ィ オ デ ー タ に 関 し て は 、 二 次 映 像 ／ ス ト リ ー ミ ン グ 再 生 制 御 部 ７ ２ ０ へ
送 出 す る 。 Ｖ Ｏ Ｂ Ｓ の 中 に ア ド バ ン ス ド オ ブ ジ ェ ク ト が マ ル チ プ レ ッ ク ス さ れ て い る 場 合
は 、 そ れ ら の デ ー タ は ア ド バ ン ス ド オ ブ ジ ェ ク ト 管 理 部 ６ １ ０ へ 送 出 さ れ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 パ ー サ 部 ２ １ ０ ： パ ー サ 部 ２ １ ０ は Ｘ Ｍ Ｌ フ ァ イ ル に 記 述 さ れ た Markup言 語 を 解 釈 し 、
イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ に そ の 結 果 を 出 力 す る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 ア ド バ ン ス ド オ ブ ジ ェ ク ト 管 理 部 ６ １ ０ ： ア ド バ ン ス ド オ ブ ジ ェ ク ト 管 理 部 ６ １ ０ は 、
イ ン タ ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン ２ ０ ０ で 取 り 扱 う ア ド バ ン ス ド オ ブ ジ ェ ク ト フ ァ イ ル の 管 理 を
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行 う 。 ア ド バ ン ス ド オ ブ ジ ェ ク ト 管 理 部 ６ １ ０ は 、 パ ー サ 部 ２ １ ０ 、 イ ン タ ー プ リ タ 部 ２
０ ５ 、 メ デ ィ ア デ コ ー ダ 部 ２ ０ ８ 等 か ら の ア ド バ ン ス ド オ ブ ジ ェ ク ト フ ァ イ ル へ の ア ク セ
ス 要 求 を 受 け る と 、 ア ド バ ン ス ド オ ブ ジ ェ ク ト 管 理 部 ６ １ ０ が 管 理 し て い る デ ー タ キ ャ ッ
シ ュ ６ ２ ０ の フ ァ イ ル デ ー タ の 格 納 状 況 を 確 認 す る 。 そ し て 、 デ ー タ キ ャ ッ シ ュ ６ ２ ０ に
要 求 さ れ た フ ァ イ ル デ ー タ が 格 納 さ れ て い る 場 合 は 、 デ ー タ キ ャ ッ シ ュ ６ ２ ０ か ら デ ー タ
の 読 み 取 り を 実 施 し 、 読 み 取 り 要 求 を 行 っ た モ ジ ュ ー ル に フ ァ イ ル デ ー タ を 送 出 す る 。 デ
ー タ キ ャ ッ シ ュ ６ ２ ０ に 要 求 さ れ た デ ー タ が な い 場 合 は 、 そ れ ぞ れ 対 応 す る デ ー タ が 格 納
さ れ て い る 、 Ｄ Ｖ Ｄ デ ィ ス ク 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ／ ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク 上 の ネ ッ ト ワ ー ク サ
ー バ 等 か ら フ ァ イ ル デ ー タ を デ ー タ キ ャ ッ シ ュ ６ ２ ０ に 読 み 取 る と 同 時 に 、 読 み 取 り 要 求
を 行 っ た モ ジ ュ ー ル に フ ァ イ ル デ ー タ を 送 出 す る 。 ま た 、 通 常 は パ ー シ ス タ ン ト ス ト レ ー
ジ ２ １ ６ に 格 納 さ れ た デ ー タ に 関 し て は 、 デ ー タ キ ャ ッ シ ュ ６ ２ ０ へ の キ ャ ッ シ ュ 処 理 は
実 施 し な い 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 ア ド バ ン ス ド オ ブ ジ ェ ク ト 管 理 部 ６ １ ０ の も う １ つ の 主 要 な 機 能 と し て は 、 分 離 部 ７ ０
０ が 読 み 込 ん だ Ｖ Ｏ Ｂ Ｓ デ ー タ 内 に ア ド バ ン ス ド オ ブ ジ ェ ク ト デ ー タ が マ ル チ プ レ ッ ク ス
さ れ て 格 納 さ れ て い た 場 合 、 分 離 部 ７ ０ ０ が 送 出 し た そ れ ら の デ ー タ を 一 時 的 に 格 納 し 、
フ ァ イ ル デ ー タ と し て 格 納 で き る よ う に な っ た タ イ ミ ン グ で デ ー タ キ ャ ッ シ ュ ６ ２ ０ に 格
納 す る 。 ま た Ｖ Ｏ Ｂ Ｓ デ ー タ に 格 納 さ れ て い る ア ド バ ン ス ド オ ブ ジ ェ ク ト フ ァ イ ル が １ つ
の フ ァ イ ル 、 ま た は 複 数 の フ ァ イ ル を ま と め て 圧 縮 し た 形 式 で 格 納 さ れ て い る 場 合 に は 、
展 開 可 能 な サ イ ズ に な る ま で 分 割 デ ー タ を 一 時 的 に 格 納 し 、 展 開 し た の ち に フ ァ イ ル デ ー
タ と し て デ ー タ キ ャ ッ シ ュ ６ ２ ０ に 格 納 す る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 ア ド バ ン ス ド オ ブ ジ ェ ク ト 管 理 部 ６ １ ０ は 、 デ ー タ キ ャ ッ シ ュ ６ ２ ０ に ア ド バ ン ス ド オ
ブ ジ ェ ク ト デ ー タ を 格 納 す る と と も に 、 イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ の 指 示 や 所 定 の ル ー ル に
従 い 、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン ２ ０ ０ の ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ の 再 生 に 不 要 に な っ た
フ ァ イ ル を 、 適 時 、 デ ー タ キ ャ ッ シ ュ ６ ２ ０ か ら 削 除 す る 。 こ の 削 除 処 理 に よ り 、 限 ら れ
た 容 量 し か 持 た な い デ ー タ キ ャ ッ シ ュ 領 域 を ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ の 再 生 の 進 捗 に 応 じ
て 効 果 的 に 利 用 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ ： イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ は 、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン ２ ０
０ 全 体 の 振 る 舞 い を 制 御 す る モ ジ ュ ー ル で あ る 。 イ ン タ プ リ タ 部 ２ ０ ５ は パ ー サ 部 ２ １ ０
に よ っ て 解 釈 さ れ た 、 ス タ ー ト ア ッ プ 情 報 や ロ ー デ ィ ン グ 情 報 、 再 生 シ ー ケ ン ス 情 報 に 従
っ て 、 デ ー タ キ ャ ッ シ ュ ６ ２ ０ の 初 期 化 や Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 制 御 部 １ ０ ２ の 初 期 化 を 実 施 す る 。
ま た ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ の 再 生 処 理 で は 、 パ ー サ 部 ２ １ ０ に よ っ て 解 釈 さ れ た 、 レ イ
ア ウ ト 情 報 、 ス タ イ ル 情 報 、 ス ク リ プ ト 情 報 、 タ イ ミ ン グ 情 報 を 各 処 理 モ ジ ュ ー ル に 引 渡
し 、 そ の 記 述 に 従 っ て メ デ ィ ア デ コ ー ダ ２ ０ ８ 、 二 次 映 像 ／ ス ト リ ー ミ ン グ 再 生 処 理 部 ７
２ ０ 、 Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 制 御 部 １ ０ ２ 等 に 対 し 制 御 信 号 を 送 り 、 各 モ ジ ュ ー ル 間 の 再 生 性 制 御 を
実 施 す る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 レ イ ア ウ ト エ ン ジ ン ： レ イ ア ウ ト エ ン ジ ン （ イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ の 内 部 構 成 の １ つ
） で は 、 ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ の グ ラ フ ィ ク ス 出 力 に 用 い る オ ブ ジ ェ ク ト に 関 す る 情 報
を 取 り 扱 う 。 こ こ で は 動 画 ・ ア ニ メ ー シ ョ ン 、 静 止 画 、 テ キ ス ト ・ フ ォ ン ト 、 サ ウ ン ド 等
の オ ブ ジ ェ ク ト の 定 義 と 属 性 情 報 、 画 面 上 の レ イ ア ウ ト 情 報 が 管 理 さ れ 、 描 画 時 の 修 飾 に
関 す る ス タ イ ル 情 報 と の 関 連 付 け 情 報 も 管 理 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
ス タ イ ル エ ン ジ ン ： ス タ イ ル エ ン ジ ン （ イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ の 内 部 構 成 の １ つ ） で は
レ イ ア ウ ト エ ン ジ ン が 管 理 す る 描 画 オ ブ ジ ェ ク ト の 描 画 時 の 詳 細 な 修 飾 に 関 す る 情 報 が 管
理 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 ス ク リ プ ト エ ン ジ ン ： ス ク リ プ ト エ ン ジ ン （ イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ の 内 部 構 成 の １ つ
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） で は 、 リ モ コ ン 等 の ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ ー ス 機 器 （ Ｕ ／ Ｉ 機 器 ） か ら の ボ タ ン 押 印 イ ベ
ン ト や シ ス テ ム マ ネ ー ジ ャ ー か ら の イ ベ ン ト 通 知 に 関 す る 、 ハ ン ド ラ 処 理 に 関 す る 記 述 を
管 理 す る 。 イ ベ ン ト ハ ン ド ラ ６ ３ ０ に は 、 該 当 す る イ ベ ン ト が 発 生 し た 場 合 の 処 理 内 容 が
定 義 さ れ て お り 、 ス ク リ プ ト エ ン ジ ン は そ の 記 述 に 従 い 、 グ ラ フ ィ ク ス の 描 画 オ ブ ジ ェ ク
ト の パ ラ メ ー タ や 、 Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 制 御 部 １ ０ ２ 、 二 次 映 像 ／ ス ト リ ー ミ ン グ 再 生 制 御 部 ７ ２
０ 等 の 制 御 を 変 更 す る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 タ イ ミ ン グ エ ン ジ ン ： タ イ ミ ン グ エ ン ジ ン （ イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ の 内 部 構 成 の １ つ
） で は 、 グ ラ フ ィ ク ス の 描 画 オ ブ ジ ェ ク ト の 振 る 舞 い や Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 、 二 次 映 像 ／ ス ト リ
ー ミ ン グ デ ー タ の 再 生 に 関 す る ス ケ ジ ュ ー ル 化 さ れ た 処 理 を 制 御 す る 。 タ イ ミ ン グ エ ン ジ
ン は 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク ２ １ ４ を 参 照 し 、 ス ケ ジ ュ ー ル 化 さ れ た 制 御 処 理 の タ イ ミ ン グ と
一 致 す る と 、 各 モ ジ ュ ー ル を 制 御 し て ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ の 再 生 処 理 を 実 施 す る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 メ デ ィ ア デ コ ー ダ ２ ０ ８ ： メ デ ィ ア デ コ ー ダ ２ ０ ８ は 、 イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ か ら の
制 御 信 号 に 従 い 、 ア ド バ ン ス ド オ ブ ジ ェ ク ト の デ コ ー ド 処 理 を 実 施 す る 。 メ デ ィ ア デ コ ー
ダ ２ ０ ８ が 取 り 扱 う メ デ ィ ア に は 、 動 画 デ ー タ と し て Ｐ Ｎ Ｇ ／ Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ 等 の 静 止 画 を 連 続
再 生 す る セ ル ア ニ メ ー シ ョ ン や ベ ク タ ー 図 形 を 連 続 し て 描 画 す る ベ ク タ ー ア ニ メ ー シ ョ ン
等 が あ る 。 静 止 画 デ ー タ は Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ 、 Ｐ Ｎ Ｇ 、 Ｇ Ｉ Ｆ 等 を 取 り 扱 う こ と が で き る 。 テ キ ス
ト デ ー タ の 描 画 に は 主 に 、 ベ ク タ ー フ ォ ン ト （ オ ー プ ン フ ォ ン ト ） 等 の フ ォ ン ト デ ー タ を
参 照 し て 、 イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ か ら 指 示 さ れ た テ キ ス ト デ ー タ の 描 画 を 実 施 す る 。 サ
ウ ン ド デ ー タ に は Ｐ Ｃ Ｍ や Ｍ Ｐ ３ 等 の 比 較 的 再 生 時 間 の 短 い サ ウ ン ド デ ー タ が 想 定 さ れ る
。 主 に ボ タ ン ク リ ッ ク 等 の イ ベ ン ト に 伴 う サ ウ ン ド エ フ ェ ク ト に 用 い る 。 メ デ ィ ア デ コ ー
ダ ２ ０ ８ の デ コ ー ド 結 果 の う ち 、 グ ラ フ ィ ク ス に 関 す る 出 力 は 、 グ ラ フ ィ ク ス 重 ね 合 わ せ
部 ７ ５ ０ に 送 出 さ れ る 。 サ ウ ン ド の 出 力 は オ ー デ ィ オ ミ キ サ ７ ７ ０ に 出 力 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 グ ラ フ ィ ク ス 重 ね 合 わ せ 部 ７ ５ ０ ： グ ラ フ ィ ク ス 重 ね 合 わ せ 部 ７ ５ ０ は 、 メ デ ィ ア デ コ
ー ダ ２ ０ ８ か ら 出 力 さ れ た グ ラ フ ィ ク ス 描 画 オ ブ ジ ェ ク ト の 出 力 を レ イ ア ウ ト エ ン ジ ン や
ス タ イ ル エ ン ジ ン の 記 述 に 従 い 、 重 ね あ わ せ を 行 い 出 力 画 像 フ レ ー ム の デ ー タ を 生 成 す る
。 描 画 オ ブ ジ ェ ク ト の 多 く は 透 過 処 理 情 報 を 持 っ て お り 、 そ の 透 過 計 算 処 理 も グ ラ フ ィ ク
ス 重 ね 合 わ せ 部 ７ ５ ０ で 実 施 さ れ る 。 生 成 さ れ た 出 力 画 像 フ レ ー ム デ ー タ は ビ デ オ ミ キ サ
７ ６ ０ に 出 力 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 デ ー タ キ ャ ッ シ ュ ６ ２ ０ ： デ ー タ キ ャ ッ シ ュ ６ ２ ０ は 、 主 に ２ つ の 用 途 に 持 ち い ら れ る
。 １ つ は ア ド バ ン ス ド オ ブ ジ ェ ク ト フ ァ イ ル の フ ァ イ ル キ ャ ッ シ ュ と す る も の で 、 Ｄ Ｖ Ｄ
デ ィ ス ク や ネ ッ ト ワ ー ク 上 の ア ド バ ン ス ド オ ブ ジ ェ ク ト フ ァ イ ル を 一 時 的 に 格 納 す る 。 も
う １ つ は ス ト リ ー ミ ン グ デ ー タ の バ ッ フ ァ と し て 用 い る も の で 、 ス ト リ ー ミ ン グ 管 理 部 ７
１ ０ に よ っ て 管 理 さ れ る 。 フ ァ イ ル キ ャ ッ シ ュ と ス ト リ ー ミ ン グ バ ッ フ ァ に 用 い る デ ー タ
キ ャ ッ シ ュ の 配 分 、 サ イ ズ に 関 し て は 、 ス タ ー ト ア ッ プ 情 報 等 に 記 述 し て 、 ア ド バ ン ス ド
コ ン テ ン ツ 毎 に 管 理 し て も 良 い し 、 あ ら か じ め 決 め ら れ た 配 分 で 用 い て も 良 い 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 ス ト リ ー ミ ン グ 管 理 部 ７ １ ０ ： ス ト リ ー ミ ン グ 管 理 部 ７ １ ０ は 、 二 次 映 像 ／ ス ト リ ー ミ
ン グ 再 生 処 理 部 ７ ２ ０ と ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 部 ２ １ ２ の 間 で ス ト リ ー ミ ン グ デ ー タ の 供 給 を
管 理 す る 。 ス ト リ ー ミ ン グ デ ー タ が 比 較 的 小 さ く ス ト リ ー ミ ン グ バ ッ フ ァ を 用 い る 必 要 が
な い 場 合 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 部 ２ １ ２ を 制 御 し て 、 ス ト リ ー ミ ン グ サ ー バ か ら 取 得 し た
ス ト リ ー ミ ン グ デ ー タ を 逐 次 、 二 次 映 像 ／ ス ト リ ー ミ ン グ 再 生 制 御 部 ７ ２ ０ に 供 給 す る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 ス ト リ ー ミ ン グ デ ー タ の ビ ッ ト レ ー ト が 比 較 的 大 き い 場 合 等 、 ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ
の 作 成 者 に よ っ て 、 明 示 的 に 確 保 さ れ た ス ト リ ー ミ ン グ バ ッ フ ァ を 利 用 し て 、 ス ト リ ー ミ
ン グ デ ー タ 供 給 を 制 御 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ス ト リ ー ミ ン グ 管 理 部 ７ １ ０ は 、 イ ン タ ー
プ リ タ 部 ２ ０ ５ で 解 釈 さ れ た ス ト リ ー ミ ン グ バ ッ フ ァ の サ イ ズ と 先 読 み サ イ ズ の 指 示 に 従
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い 、 二 次 映 像 ／ ス ト リ ー ミ ン グ 再 生 制 御 部 ７ ２ ０ に 供 給 す る デ ー タ を デ ー タ キ ャ ッ シ ュ ６
２ ０ に 確 保 さ れ た ス ト リ ー ミ ン グ バ ッ フ ァ に 格 納 す る 。 ス ト リ ー ミ ン グ バ ッ フ ァ に 指 示 さ
れ た 先 読 み サ イ ズ が 格 納 さ れ る と 、 ス ト リ ー ミ ン グ 管 理 部 ７ １ ０ は 二 次 映 像 ／ ス ト リ ー ミ
ン グ 再 生 制 御 部 ７ ２ ０ に ス ト リ ー ミ ン グ デ ー タ の 供 給 を 開 始 す る 。 ま た 同 時 に ス ト リ ー ミ
ン グ バ ッ フ ァ に 一 定 サ イ ズ の 空 き 容 量 が 確 保 さ れ 次 第 、 ス ト リ ー ミ ン グ サ ー バ に 対 し デ ー
タ 取 得 要 求 を 発 行 す る こ と に よ り 、 ス ト リ ー ミ ン グ バ ッ フ ァ を 効 率 的 に 運 用 す る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 二 次 映 像 ／ ス ト リ ー ミ ン グ 再 生 制 御 部 ７ ２ ０ ： 二 次 映 像 ／ ス ト リ ー ミ ン グ 制 御 部 ７ ２ ０
は 、 ス ト リ ー ミ ン グ 管 理 部 ７ １ ０ か ら 供 給 さ れ た ス ト リ ー ミ ン グ デ ー タ や 分 離 部 ７ ０ ０ か
ら 供 給 さ れ た 二 次 映 像 デ ー タ を イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ か ら の 再 生 制 御 信 号 に 従 っ て 再 生
制 御 す る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 ビ デ オ デ コ ー ダ ７ ３ ０ ： ビ デ オ デ コ ー ダ ７ ３ ０ は 、 二 次 映 像 ／ ス ト リ ー ミ ン グ 再 生 制 御
部 ７ ２ ０ か ら 供 給 さ れ た 映 像 デ ー タ を 二 次 映 像 ／ ス ト リ ー ミ ン グ 再 生 制 御 部 ７ ２ ０ か ら の
制 御 信 号 に 従 っ て 再 生 す る 。 映 像 デ ー タ が 分 離 部 ７ ０ ０ か ら 供 給 さ れ た 二 次 映 像 デ ー タ で
あ る 場 合 や 、 ス ト リ ー ミ ン グ デ ー タ を Ｄ Ｖ Ｄ 映 像 再 生 と 同 期 す る よ う 指 示 さ れ た 場 合 は 、
Ｄ Ｖ Ｄ デ コ ー ダ １ ０ １ の 出 力 タ イ ミ ン グ と ビ デ オ デ コ ー ダ ７ ３ ０ の 出 力 タ イ ミ ン グ が 同 期
す る よ う デ コ ー ド を 行 い ビ デ オ ミ キ サ ７ ６ ０ に 出 力 す る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 ビ デ オ デ コ ー ダ ７ ３ ０ の 特 徴 的 な 機 能 と し て 、 映 像 デ ー タ に 対 す る ク ロ マ カ ラ ー 処 理 機
能 が あ る 。 こ れ は 、 特 定 の 一 色 や 複 数 の 色 で 指 示 さ れ た ク ロ マ カ ラ ー の 領 域 を 透 過 領 域 と
し て 管 理 し 、 ビ デ オ ミ キ サ ７ ６ ０ の 出 力 フ レ ー ム デ ー タ を 構 成 す る も の で あ る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 オ ー デ ィ オ デ コ ー ダ ７ ４ ０ ： オ ー デ ィ オ デ コ ー ダ ７ ４ ０ は 、 二 次 映 像 ／ ス ト リ ー ミ ン グ
再 生 制 御 部 ７ ２ ０ か ら 供 給 さ れ た 音 声 デ ー タ を 二 次 映 像 ／ ス ト リ ー ミ ン グ 再 生 制 御 部 ７ ２
０ か ら の 制 御 信 号 に 従 っ て 再 生 す る 。 音 声 デ ー タ が 分 離 部 ７ ０ ０ か ら 供 給 さ れ た 二 次 映 像
の 音 声 デ ー タ で あ る 場 合 や 、 ス ト リ ー ミ ン グ デ ー タ を Ｄ Ｖ Ｄ 映 像 再 生 と 同 期 す る よ う 指 示
さ れ た 場 合 は 、 Ｄ Ｖ Ｄ デ コ ー ダ １ ０ １ の 出 力 タ イ ミ ン グ と オ ー デ ィ オ デ コ ー ダ ７ ４ ０ の 出
力 タ イ ミ ン グ が 同 期 す る よ う デ コ ー ド を 行 い オ ー デ ィ オ ミ キ サ ７ ７ ０ に 出 力 す る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 制 御 部 １ ０ ２ ： Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 制 御 部 １ ０ ２ は 、 イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ か ら の
再 生 制 御 信 号 に 基 づ き 、 分 離 部 ７ ０ ０ か ら Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ の 再 生 制 御 デ ー タ を 取 得 し 、 Ｄ Ｖ
Ｄ デ コ ー ダ １ ０ １ の 主 映 像 ／ 副 映 像 ／ オ ー デ ィ オ デ ー タ の 再 生 制 御 を 実 施 す る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 Ｄ Ｖ Ｄ デ コ ー ダ 部 １ ０ １ ： Ｄ Ｖ Ｄ デ コ ー ダ 部 １ ０ １ は 、 オ ー デ ィ オ デ コ ー ダ 、 主 映 像 デ
コ ー ダ 、 副 映 像 デ コ ー ダ 等 で 構 成 さ れ 、 Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 制 御 部 １ ０ ２ か ら の 制 御 信 号 に 従 っ て
、 各 デ コ ー ダ の 出 力 の 同 期 を 取 り な が ら デ コ ー ド 処 理 と 出 力 処 理 を 管 理 す る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 オ ー デ ィ オ デ コ ー ダ ： Ｄ Ｖ Ｄ デ コ ー ダ １ ０ １ 内 の オ ー デ ィ オ デ コ ー ダ は 、 Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 制
御 部 １ ０ ２ の 制 御 信 号 に 従 っ て 、 分 離 部 ７ ０ ０ か ら 供 給 さ れ る オ ー デ ィ オ デ ー タ を デ コ ー
ド し 、 オ ー デ ィ オ ミ キ サ ７ ７ ０ に 出 力 す る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 主 映 像 デ コ ー ダ ： Ｄ Ｖ Ｄ デ コ ー ダ １ ０ １ 内 の 主 映 像 デ コ ー ダ は 、 Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 制 御 部 １ ０
２ の 制 御 信 号 に 従 っ て 、 分 離 部 ７ ０ ０ か ら 供 給 さ れ る 主 映 像 デ ー タ を デ コ ー ド し 、 ビ デ オ
ミ キ サ ７ ６ ０ に 出 力 す る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 副 映 像 デ コ ー ダ ： Ｄ Ｖ Ｄ デ コ ー ダ １ ０ １ 内 の 副 映 像 デ コ ー ダ は 、 Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 制 御 部 １ ０
２ の 制 御 信 号 に 従 っ て 、 分 離 部 ７ ０ ０ か ら 供 給 さ れ る 副 映 像 デ ー タ を デ コ ー ド し 、 ビ デ オ
ミ キ サ ７ ６ ０ に 出 力 す る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
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　 ビ デ オ ミ キ サ ７ ６ ０ ： ビ デ オ ミ キ サ ７ ６ ０ は 、 グ ラ フ ィ ク ス 重 ね 合 わ せ 部 ７ ５ ０ と 、 ビ
デ オ デ コ ー ダ ７ ３ ０ と 、 Ｄ Ｖ Ｄ デ コ ー ダ １ ０ １ 内 の 主 映 像 デ コ ー ダ お よ び 副 映 像 デ コ ー ダ
と 、 カ ー ソ ル モ ジ ュ ー ル か ら の 出 力 フ レ ー ム を 受 信 し 、 所 定 の 重 ね 合 わ せ ル ー ル に 従 っ て
、 出 力 フ レ ー ム を 生 成 し ビ デ オ 出 力 信 号 を 出 力 す る 。 一 般 に 、 各 フ レ ー ム デ ー タ は 、 フ レ
ー ム デ ー タ 全 体 や オ ブ ジ ェ ク ト 、 ピ ク セ ル レ ベ ル で 透 過 情 報 を 持 っ て お り 、 ビ デ オ ミ キ サ
７ ６ ０ は こ れ ら の 透 過 情 報 を 用 い て 各 モ ジ ュ ー ル か ら の 出 力 フ レ ー ム の 重 ね あ わ せ を 実 現
す る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 オ ー デ ィ オ ミ キ サ ７ ７ ０ ： オ ー デ ィ オ ミ キ サ ７ ７ ０ は 、 メ デ ィ ア デ コ ー ダ ２ ０ ８ 、 オ ー
デ ィ オ デ コ ー ダ ７ ４ ０ 、 Ｄ Ｖ Ｄ デ コ ー ダ １ ０ １ 内 の オ ー デ ィ オ デ コ ー ダ の 音 声 デ ー タ を 受
信 し 、 所 定 の ミ キ シ ン グ 規 則 に 従 っ て 、 出 力 音 声 信 号 を 生 成 し 、 出 力 す る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 シ ス テ ム マ ネ ー ジ ャ ８ ０ ０ ： シ ス テ ム マ ネ ー ジ ャ ８ ０ ０ は 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ プ レ ー ヤ に 搭
載 さ れ て い る 各 モ ジ ュ ー ル の ス テ ー タ ス や 制 御 の た め の イ ン タ ー フ ェ ー ス を 介 在 す る こ と
が 出 来 る 。 イ ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ 等 は シ ス テ ム マ ネ ー ジ ャ が 提 供 す る ア プ リ ケ ー シ ョ ン
イ ン タ ー フ ェ ー ス （ Ａ Ｐ Ｉ ） 等 を 通 し て 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ プ レ ー ヤ の ス テ ー タ ス を 取 得 し た
り 、 振 る 舞 い を 変 更 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 コ ン ト ロ ー ラ （ Ｎ Ｉ Ｃ ） ： Ｎ Ｉ Ｃ は ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 機 能 を 実 現 す る
モ ジ ュ ー ル で Ethernetコ ン ト ロ ー ラ （ Ethernetは 登 録 商 標 ） 等 が 該 当 す る 。 Ｎ Ｉ Ｃ は シ ス
テ ム マ ネ ー ジ ャ を 経 由 し て 、 ネ ッ ト ワ ー ク ケ ー ブ ル の 接 続 ス テ ー タ ス な ど の 情 報 を 提 供 す
る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 デ ィ ス ク ド ラ イ ブ コ ン ト ロ ー ラ （ Disc Drive Controller） ： デ ィ ス ク ド ラ イ ブ コ ン ト
ロ ー ラ は Ｄ Ｖ Ｄ デ ィ ス ク の 読 み 取 り 装 置 が 該 当 す る 。 デ ィ ス ク ト レ イ 上 の Ｄ Ｖ Ｄ デ ィ ス ク
の 有 無 や デ ィ ス ク の 種 別 等 の ス テ ー タ ス の 情 報 を 提 供 す る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 メ モ リ コ ン ト ロ ー ラ （ Memory Controller） ： メ モ リ コ ン ト ロ ー ラ は シ ス テ ム メ モ リ を
管 理 す る 。 デ ー タ キ ャ ッ シ ュ ６ ２ ０ に 使 用 す る 領 域 を 提 供 し た り 、 各 ソ フ ト ウ ェ ア （ フ ァ
ー ム ウ ェ ア ） モ ジ ュ ー ル が 利 用 す る 作 業 用 メ モ リ の ア ク セ ス 管 理 を 実 施 す る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 フ ラ ッ シ ュ メ モ リ コ ン ト ロ ー ラ （ FLASH Memory Controller） ： フ ラ ッ シ ュ メ モ リ コ ン
ト ロ ー ラ は パ ー シ ス タ ン ト ス ト レ ー ジ ２ １ ６ 使 用 す る 領 域 を 提 供 し た り 、 各 ソ フ ト ウ ェ ア
モ ジ ュ ー ル （ フ ァ ー ム ウ ェ ア ） の 実 行 コ ー ド 等 が 格 納 さ れ て い る Ｆ Ｌ Ａ Ｓ Ｈ メ モ リ へ の ア
ク セ ス 管 理 を 実 施 す る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ （ Remote Controller） ： リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ は Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ
プ レ ー ヤ の リ モ コ ン 制 御 を 実 施 し 、 利 用 者 の ボ タ ン 押 印 イ ベ ン ト を イ ベ ン ト ハ ン ド ラ ６ ３
０ に 対 し て 生 成 す る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 キ ー ボ ー ド （ Keyboard） ： キ ー ボ ー ド は Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ プ レ ー ヤ の キ ー ボ ー ド 制 御 を 実 施
し 、 利 用 者 の キ ー ボ ー ド の 押 印 イ ベ ン ト を イ ベ ン ト ハ ン ド ラ ６ ３ ０ に 対 し て 生 成 す る 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 タ イ マ （ Timer） ： タ イ マ は シ ス テ ム ク ロ ッ ク を 供 給 し た り Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 エ ン ジ ン が 用 い
る タ イ マ 機 能 を 提 供 す る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 カ ー ソ ル （ Cursor） ： カ ー ソ ル は リ モ コ ン 等 の ポ イ ン タ 画 面 を 生 成 し 、 方 向 キ ー 等 の 押
印 に 応 じ て ポ イ ン タ 画 像 の 位 置 を 変 更 す る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 図 ６ の イ ン タ プ リ タ 部 ２ ０ ５ は 、 Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 制 御 部 １ ０ ２ に 対 し て 、 再 生 制 御 信 号 を 送
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出 す る 。 こ の 再 生 制 御 信 号 に は 、 従 来 の Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 制 御 の コ マ ン ド に 対 し て 新 た な コ マ ン
ド を 加 え る こ と に よ り 、 よ り 柔 軟 な 再 生 制 御 が 実 現 で き る よ う に な る 。 す な わ ち 、 前 述 の
再 生 シ ー ケ ン ス 情 報 （ 例 え ば 図 ２ の PBSEQ001.XMLフ ァ イ ル に 対 応 し 図 ３ の 再 生 シ ー ケ ン ス
情 報 記 録 領 域 ２ １ ５ Ａ に 格 納 さ れ る 情 報 、 あ る い は イ ン タ ー ネ ッ ト 等 を 介 し て 外 部 か ら 取
り 込 ん だ 再 生 シ ー ケ ン ス 情 報 、 若 し く は ユ ー ザ が チ ャ プ タ の ア イ コ ン を 自 由 に 並 べ 替 え る
こ と で シ ス テ ム の フ ァ ー ム ウ エ ア が 生 成 し パ ー シ ス タ ン ト ス ト レ ー ジ ２ １ ６ に 格 納 さ れ た
再 生 シ ー ケ ン ス 情 報 ） を 用 い て 、 ア ド バ ン ス ド Ｖ Ｔ Ｓ の 再 生 シ ー ケ ン ス 情 報 を 定 義 す る た
め に は 、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン ２ ０ ０ か ら Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 制 御 エ ン ジ ン １ ０ ０ に 対 し て 、
再 生 シ ー ケ ン ス 情 報 で 初 期 化 す る コ マ ン ド が 必 要 と な る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 “ InitPBSEQ()コ マ ン ド ” は 、 上 記 目 的 の た め に 新 た に 定 義 さ れ た コ マ ン ド で あ り 、 イ
ン タ ー プ リ タ 部 ２ ０ ５ か ら Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 制 御 部 １ ０ ２ に 対 し て 、 再 生 す る ア ド バ ン ス ド Ｖ Ｔ
Ｓ の 再 生 シ ー ケ ン ス 情 報 を 通 知 し て 初 期 化 す る た め の コ マ ン ド で あ る 。 “ InitPBSEQコ マ
ン ド ” の 引 数 に は 、 再 生 シ ー ケ ン ス の ベ ー ス と な る Ｐ Ｇ Ｃ 番 号 お よ び Ｐ Ｔ Ｔ 番 号 等 の 配 列
情 報 が 与 え ら れ る 。 こ こ で の Ｐ Ｇ Ｃ 番 号 は 、 ア ド バ ン ス ド Ｖ Ｔ Ｓ 内 に 複 数 の Ｐ Ｇ Ｃ が 存 在
し て い る 場 合 に 、 選 択 す る Ｐ Ｇ Ｃ を 特 定 す る 。 ま た 、 こ こ で の Ｐ Ｔ Ｔ 番 号 は Ｐ Ｇ Ｃ 番 号 で
指 示 さ れ た Ｐ Ｇ Ｃ 内 の Ｐ Ｇ Ｃ ＿ Ｐ Ｇ Ｍ Ａ Ｐ の 番 号 を 参 照 す る こ と で 、 再 生 す る チ ャ プ タ 順
序 を 定 義 で き る 。 な お 、 ア ド バ ン ス ド Ｖ Ｔ Ｓ は Ｄ Ｖ Ｄ デ ィ ス ク 上 に １ つ で あ り 、 ア ド バ ン
ス ド Ｖ Ｔ Ｓ 内 の タ イ ト ル も １ つ で あ る た め 、 こ れ ら を 指 定 す る 必 要 は 無 い 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 な お 、 前 述 の 通 り 、 再 生 順 序 を セ ル の 単 位 で 記 述 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 “
InitPBSEQコ マ ン ド ” の 引 数 は 、 Ｐ Ｇ Ｃ 番 号 と セ ル 番 号 の 配 列 情 報 に な る 。 セ ル 番 号 は Ｐ
Ｇ Ｃ 番 号 で 指 示 さ れ た Ｐ Ｇ Ｃ 内 の Ｃ ＿ Ｐ Ｂ Ｉ Ｔ の 番 号 を 参 照 す る こ と で 、 再 生 す る セ ル 順
序 を 定 義 で き る 。 ま た ア ド バ ン ス ド Ｖ Ｔ Ｓ に Ｐ Ｇ Ｃ が １ つ し か 存 在 し な い 場 合 に は 、 “ In
itPBSEQ関 数 ” の Ｐ Ｇ Ｃ 番 号 の 引 数 は 、 用 い な く て も 良 い 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 図 ６ の 装 置 は 、 整 理 す る と 、 以 下 の 要 素 を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 情 報 記 憶
媒 体 （ デ ィ ス ク １ ） か ら 拡 張 ビ デ オ オ ブ ジ ェ ク ト （ Ｅ Ｖ Ｏ Ｂ ） を 再 生 す る ビ デ オ 再 生 エ ン
ジ ン （ １ ０ ０ ） と ； 情 報 記 憶 媒 体 ま た は 外 部 サ ー バ か ら 、 ビ デ オ デ ー タ 記 録 領 域 の 記 録 内
容 と は 異 な る 情 報 （ 例 え ば 図 ３ の ２ １ Ａ ～ ２ １ Ｅ ） と し て ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ を 獲 得
し 、 ビ デ オ 再 生 エ ン ジ ン の 再 生 出 力 と ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ の 内 容 の 少 な く と も 一 方 に
対 応 し た Ａ Ｖ 出 力 を 、 マ ー ク ア ッ プ 言 語 の 記 述 に 従 い 出 力 す る イ ン タ ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン
（ ２ ０ ０ ） を 具 備 し て 構 成 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 図 ７ は 、 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る Ｈ Ｄ ＿ Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ の 再 生 シ ス テ ム モ デ ル を
大 き な 単 位 の 機 能 モ ジ ュ ー ル で 示 し た 図 で あ る 。 “ Data Source” は 、 こ の Ｈ Ｄ ＿ Ｄ Ｖ Ｄ
プ レ ー ヤ が 再 生 を 行 う 際 に ア ク セ ス し 得 る デ ー タ 格 納 場 所 を 指 す 。 “ Data Source” に は
、 “ Disc” 、 “ Persistent Storage” 、 “ Network Server” 等 が あ り 得 る 。 “ Disc” は 図
６ の Ｄ Ｖ Ｄ デ ィ ス ク １ に 相 当 す る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 “ Persistent Storage” は 、 図 ６ の パ ー シ ス タ ン ト ス ト レ ー ジ に 相 当 す る が 、 ホ ー ム ネ
ッ ト ワ ー ク 上 に 存 在 す る Ｎ Ａ Ｓ （ Network Attached Storage） 等 も パ ー シ ス タ ン ト ス ト レ
ー ジ の 範 疇 に 含 ま れ る 。 “ Network Server” は イ ン タ ー ネ ッ ト 上 に 存 在 す る サ ー バ を 指 し
、 一 般 に は Ｄ Ｖ Ｄ デ ィ ス ク を 提 供 す る 映 画 会 社 等 が 運 営 す る も の が 想 定 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 “ Advanced Content Player” は 、 Ｈ Ｄ ＿ Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ の 再 生 シ ス テ ム モ デ ル 全 体 を
指 す も の で あ り 、 大 き な モ ジ ュ ー ル と し て 、 “ Data Access Manager” 、 “ Data Cache”
、 “ Navigation Manager” 、 “ Presentation Engine” 、 “ User Interface Controller”
、 “ AV Renderer” で 構 成 さ れ る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
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　 “ Data Access Manager” は 、 “ Advanced Content Player” 内 の モ ジ ュ ー ル と “ Data S
ource” と の 間 で デ ー タ の や り 取 り を 管 理 す る 。 “ Data Cache” は 、 “ Navigation Manage
r” や “ Presentation Engine” が 再 生 に 必 要 と す る デ ー タ を 一 時 的 に 蓄 え て お く デ ー タ 格
納 装 置 で あ る 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 “ Navigation Manager” は 、 “ Advanced Navigation” を 読 み 込 み 、 解 釈 し 、 “ Present
ation Engine” や “ AV Renderer” 等 を 制 御 し て 、 コ ン テ ン ツ タ イ プ ２ ま た は ３ デ ィ ス ク
の 再 生 制 御 を 管 理 す る 。 ま た デ ィ ス ク 挿 入 時 に は 、 デ ィ ス ク 上 に 格 納 さ れ た “ Startup Fi
le” を 読 み 込 み 、 再 生 制 御 に 必 要 な Ｈ Ｄ ＿ Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ の 設 定 を 行 う 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 “ Presentation Engine” は 、 “ Advanced Navigation” の 再 生 制 御 情 報 に 従 っ て “ Navi
gation Manager” が 発 行 す る 制 御 コ マ ン ド や 信 号 に 基 づ い て 、 “ Primary Video Set” 、
“ Secondary Video Set” 、 “ Advanced Element” デ ー タ を “ Data Access Manger” を 利
用 し て “ Data Source” か ら 読 み 込 ん だ り 、 “ Data Cache” か ら 読 み 込 み を 行 い 、 再 生 を
行 い 、 そ の 出 力 を “ AV Renderer” に 送 る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 “ AV Renderer” は 、 “ Advanced Navigation” の 再 生 制 御 情 報 に 従 っ て “ Navigation M
anger” が 発 行 す る 制 御 コ マ ン ド や 信 号 に 基 づ い て 、 “ Presentation Engine” が 出 力 す る
映 像 デ ー タ や 音 声 デ ー タ の α ブ レ ン デ ィ ン グ や ミ ッ ク ス 制 御 を 行 い 、 最 終 的 な Ｈ Ｄ ＿ Ｄ Ｖ
Ｄ プ レ ー ヤ か ら 外 部 の TVモ ニ タ や ス ピ ー カ へ の 信 号 出 力 を 実 施 す る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
　 “ User Interface Controller” は 、 フ ロ ン ト パ ネ ル や リ モ コ ン 、 マ ウ ス な ど の ユ ー ザ
イ ン タ フ ェ ー ス か ら の 入 力 信 号 を イ ベ ン ト と し て Navigation Managerに 伝 え る 。 ま た マ ウ
ス カ ー ソ ル の 表 示 制 御 を 実 施 す る 。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 図 ８ は 、 図 ７ を デ ー タ の 流 れ の 観 点 か ら 詳 細 化 し た 図 で あ る 。 “ Persistent Storage”
や “ Network Manager” に は 、 “ Advanced Navigation” の 再 生 制 御 の 結 果 、 デ ー タ を 格 納
す る 容 量 が 許 す 限 り あ ら ゆ る 種 類 の デ ー タ を 格 納 し 、 Ｈ Ｄ ＿ Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ に よ っ て 読 み
込 む こ と も 、 書 き 込 む こ と も 可 能 で あ る 。 一 般 に “ Advanced Content Player” が 読 み 込
ん で 再 生 に 用 い る デ ー タ と し て は 、 先 に あ げ た “ Advanced Navigation” 、 “ Advanced El
ement” 、 “ Secondary Video Set” が あ り 得 る 。 “ Primary Video Set” は Disc上 に の み
格 納 さ れ て お り 、 “ Persistent Storage” や “ Network Server” に は 格 納 さ れ な い 。
【 ０ １ ６ ６ 】
　 “ Disc” に 格 納 さ れ る デ ー タ は 、  “ Advanced Navigation” 、 “ Advanced Element” 、
“ Primary Video Set” 、 “ Secondary Video Set” が あ り 得 る 。 “ Disc” は 、 読 み 込 み 専
用 メ デ ィ ア で あ り 、 “ Advanced Navigation” の 再 生 制 御 に よ っ て な ん ら か の デ ー タ が 書
き 込 ま れ る こ と は 無 い 。
【 ０ １ ６ ７ 】
　 “ Data Access Manager” は “ Persistent Storage Manager” 、 “ Network Manager” 、
“ Disc Manager” を 内 包 し て い る 。 一 般 に そ れ ぞ れ 、 “ Persistent Storage” 、 “ Networ
k Server” 、 “ Disc” か ら の デ ー タ ア ク セ ス を 管 理 す る が 、 “ Persistent Storage” に 含
ま れ る “ NAS （ Network Attached Storage） ” に 関 し て は 、 “ Persistent Storage Manag
er” が “ Network Manager” の 機 能 を 利 用 し て デ ー タ ア ク セ ス を 管 理 す る と 考 え て も よ い
。
【 ０ １ ６ ８ 】
　 Disc Managerか ら Navigation Managerに 向 か う 線 は 、 デ ィ ス ク 挿 入 時 に 、 所 定 の デ ィ ス
ク タ イ プ の 判 別 処 理 の 後 、 “ Advanced Navigation” に 含 ま れ る “ Startup File” を “ Nav
igation Manager” が 読 み 込 む 流 れ を 示 す 。 Disc Managerか ら Primary Video Playerに 向
か う 線 は Primary Video Setの デ ー タ の 流 れ を 示 す 。 Disc Managerか ら Secondary Video P
layerに 向 か う 線 は Disc上 の Multiplexed Data Structure内 に Interleaveさ れ た Secondary
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 Video Setの デ ー タ の 流 れ を 示 す 。
【 ０ １ ６ ９ 】
　 Disc Managerか ら File Cache Managerに 向 か う 線 は 、 Disc上 の Multiplexed Data Struc
ture内 に Interleaveさ れ た Advanced Elementの デ ー タ の 流 れ を 示 す 。 Disc Managerか ら Fi
le Cacheに 向 か う 線 は 、 Disc上 の Multiplexed Data Structureに 含 ま れ な い 、 Advanced N
avigation、 Advanced Element、 Secondary Video Setの デ ー タ の 流 れ を 示 す 。
【 ０ １ ７ ０ 】
　 Persistent Storageや Network Serverか ら File Cacheに 向 か う 線 は 、 Advanced Navigat
ion、 Advanced Element、 Secondary Video Setの 流 れ と そ の 逆 の 流 れ を 示 す 。 Persistent
 Storageや Network Serverか ら Streaming Bufferに 向 か う 線 は 、 Secondary Video Setの
流 れ を 示 す 。
【 ０ １ ７ １ 】
　 File Cacheか ら Navigation Managerに 向 か う 線 は 、 主 に Advanced Navigationを Navigat
ion Managerが 読 み 込 む 流 れ を 示 す 。 File Cache Managerか ら File Cacheに 向 か う 線 は 、 D
isc Managerか ら File Cacheに 送 ら れ た Advanced Elementの デ ー タ を フ ァ イ ル 単 位 で File 
Cacheに 書 き 込 む 流 れ を 示 す 。 File Cacheか ら Advanced Element Presentation Engineに
向 か う 線 は 、 Advanced Elementの 流 れ を 示 す 。 File Cacheか ら Secondary Video Playerに
向 か う 線 は 、 Secondary Video Setの Ｔ Ｍ Ａ Ｐ や Ｓ － Ｅ Ｖ Ｏ Ｂ を 一 旦 File Cacheに フ ァ イ
ル デ ー タ と し て 格 納 し た も の を 再 生 す る 際 の デ ー タ の 流 れ を 示 す 。
【 ０ １ ７ ２ 】
　 Streaming Bufferか ら Secondary Video Playerに 向 か う 線 は 、 Persistent Storageや Ne
twork Serverに 格 納 さ れ て い る 大 き な Secondary Video Setを 少 し ず つ 一 旦 Streaming Buf
ferに 読 み 込 み 、 そ の 後 、 Secondary Video Playerに 供 給 す る 流 れ を 示 す 。 こ れ は 、 一 般
に ネ ッ ト ワ ー ク の よ う に デ ー タ の 読 み 込 み 速 度 が 一 定 で な い Data Sourceか ら の デ ー タ 供
給 を 行 う 場 合 に 、 デ ー タ の 読 み 込 み 速 度 の 揺 ら ぎ を 吸 収 し て 、 Secondary Video Setの 再
生 を 途 切 れ に く く す る た め の 施 策 で あ る 。
【 ０ １ ７ ３ 】
　 Advanced Navigationか ら Presentation Engineと AV Rendererに 向 か う 点 線 は 制 御 信 号
を 示 す が 、 Presentation Engineに 向 か う 線 の 場 合 、 Markup/Scriptで 構 成 さ れ る Advanced
 Navigationデ ー タ 内 に 格 納 さ れ て い る 、 テ キ ス ト サ ブ タ イ ト ル の デ ー タ を 供 給 す る 場 合
も あ り 得 る 。
【 ０ １ ７ ４ 】
　 図 ９ は 、 図 ８ を Discか ら の デ ー タ 供 給 に 着 目 し て さ ら に 詳 細 化 し た 図 で あ る 。 図 ８ で は
Data Access Manager内 で Discか ら の デ ー タ の 取 り 扱 い は Disc Managerの み が 扱 う 構 成 で
説 明 し た が 、 図 ９ で は さ ら に Stream Dispatcherを 含 め て 構 成 し て い る 。
【 ０ １ ７ ５ 】
　 Stream Dispatcherは 、 Multiplexed Data Structureを Disc Managerか ら 受 け 取 り 、 Mul
tiplexed Data Structureに Interleaveさ れ て い る Ｐ － Ｅ Ｖ Ｏ Ｂ Ｓ 、 Ｓ － Ｅ Ｖ Ｏ Ｂ 、 Advan
ced Elementの デ ー タ を 、 そ れ ぞ れ 、 Primary Video Player内 の Demux装 置 、 Secondary Vi
deo Playerの Secondary Video Playback Engine、 Navigation Manager内 の File Cache Ma
nagerに 供 給 す る 役 割 を 果 た す 。
【 ０ １ ７ ６ 】
　 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る プ レ ー ヤ に Discが 挿 入 さ れ る と 、 Disc Managerは Disc上
に あ る Startup Fileを Navigation Managerに 供 給 す る 。 Disc上 の フ ァ イ ル シ ス テ ム で 管 理
さ れ て い る Advanced Navigation、 Advanced Element、 Secondary Video Setの 各 フ ァ イ ル
は 、 Navigation Manager内 の Advanced Navigation Engineが Startup Fileや Advanced Nav
igationを 解 釈 し た 結 果 に 従 っ て 、 File Cacheに 読 み 込 ま れ る 。
【 ０ １ ７ ７ 】
　 Primary Video Playerが Primary Video Setを 再 生 す る 場 合 に は 、 そ の 再 生 に 先 駆 け て D
isc Managerよ り 、 Primary Video Setの Ｉ Ｆ Ｏ や Ｔ Ｍ Ａ Ｐ デ ー タ を DVD Playback Engine
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に 取 り 込 む 。 Primary Video Playerは Navigation Managerに 対 し て 、 Primary Video Set
を 再 生 す る た め の 上 位 レ ベ ル の 制 御 Ａ Ｐ Ｉ （ Application Interface） を 提 供 す る 。 こ こ
で 、 上 位 レ ベ ル の 制 御 Ａ Ｐ Ｉ と は 、 例 え ば Play、 FF、 STOP、 PAUSE等 の レ ベ ル Ａ Ｐ Ｉ で あ
る 。 Primary Video Setの 詳 細 な 再 生 制 御 処 理 は DVD Playback Engineが 司 る 。
【 ０ １ ７ ８ 】
　 DVD Playback Engineは 、 Primary Video Setの 再 生 制 御 を “ Advanced Navigation” の
記 述 に 従 っ た Advanced Navigation Engineか ら の 上 位 レ ベ ル の 制 御 Ａ Ｐ Ｉ に 従 っ て 実 施 す
る 。
【 ０ １ ７ ９ 】
　 Demuxは 、 Ｐ － Ｅ Ｖ Ｏ Ｂ の デ ー タ を De-multiplexingし 、 制 御 パ ッ ク （ N_PCK） は DVD Pla
yback Engineへ 、 ビ デ オ パ ッ ク （ V_PCK） 、 サ ブ ピ ク チ ャ パ ッ ク （ SP_PCK） 、 オ ー デ ィ オ
パ ッ ク （ A_PCK） を そ れ ぞ れ 、 Video Decoder、 SP Decoder、 Audio Decoderに 供 給 す る 。
そ れ ぞ れ の デ コ ー ダ は 取 得 し た PCKデ ー タ を 適 切 な 単 位 で デ コ ー ド す る 。
【 ０ １ ８ ０ 】
　 Secondary Video Playerが Disc上 の Multiplexed Data Structureに Ｓ － Ｅ Ｖ Ｏ Ｂ が Inte
rleaveさ れ た Secondary Video Setを 再 生 す る 場 合 に は 、 そ の 再 生 に 先 駆 け て 、 Disc Mana
gerよ り 、 Secondary Video Setの Ｔ Ｍ Ａ Ｐ デ ー タ を Secondary Video Playback Engineに
取 り 込 む 。 ま た フ ァ イ ル シ ス テ ム 上 で 管 理 さ れ て い る Secondary Video Setに 対 し て は 、
一 旦 File Cacheに 格 納 し て か ら Secondary Video Playback Engineが 読 み 込 み 再 生 を 実 施
す る こ と も で き る 。
【 ０ １ ８ １ 】
　 Secondary Video Playerは 、 Navigation Managerに 対 し て 、 Primary Video Playerと 同
様 に Secondary Video Setを 再 生 す る た め の 上 位 レ ベ ル の 制 御 Ａ Ｐ Ｉ を 提 供 す る 。
【 ０ １ ８ ２ 】
　 Secondary Video Playback Engineは 、 Secondary Video Setの 再 生 制 御 を “ Advanced N
avigation” の 記 述 に 従 っ た Advanced Navigation Engineか ら の 上 位 レ ベ ル の 制 御 Ａ Ｐ Ｉ
に 従 っ て 実 施 す る 。
【 ０ １ ８ ３ 】
　 Secondary Video Player内 の Demuxは 、 Ｓ － Ｅ Ｖ Ｏ Ｂ の デ ー タ を De-Multiplexingし 、 ビ
デ オ パ ッ ク （ V_PCK） は Video Decoderへ 、 オ ー デ ィ オ パ ッ ク （ A_PCK） は Audio Decoderへ
供 給 す る 。
【 ０ １ ８ ４ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 Secondary Video Setに は ビ デ オ と オ ー デ ィ オ の パ ッ ク し か な い
モ デ ル で 示 し た が 、 サ ブ ピ ク チ ャ や 制 御 パ ッ ク を 含 む 構 造 に し て も 良 い 。
【 ０ １ ８ ５ 】
　 File Cache Managerは 、 Stream Dispatcherが 出 力 し た Advanced Elementデ ー タ の パ ッ
ク を 取 得 し 、 １ つ の フ ァ イ ル デ ー タ と し て 扱 え る 分 ま で パ ッ ク デ ー タ が 供 給 さ れ た 後 、 Fi
le Cacheに Advanced Elementに 属 す る １ つ の フ ァ イ ル と し て 書 き 込 む 。
【 ０ １ ８ ６ 】
　 File Cacheに 書 き 込 む 場 合 に は 、 た と え ば フ ォ ン ト デ ー タ の よ う に 大 き な フ ァ イ ル デ ー
タ に 関 し て は 、 フ ォ ン ト フ ァ イ ル を 構 成 す る 全 て の デ ー タ が File Cache Managerに 集 ま る
前 か ら File Cacheに 書 き 込 み を は じ め 、 逐 次 デ ー タ を 書 き 込 ん で 最 終 的 な フ ォ ン ト フ ァ イ
ル を File Cache上 に 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ １ ８ ７ 】
　 ま た 、 Multiplexed Data Structureに 格 納 さ れ て い る Advanced Elementは 圧 縮 し た 上 で
Interleaveす る こ と も 可 能 で あ り 、 こ の 場 合 、 File Cache Managerは 圧 縮 し た Advanced E
lementデ ー タ を 解 凍 可 能 な サ イ ズ 分 取 り 込 ん だ の ち 解 凍 処 理 を 実 施 し 、 そ の 結 果 、 生 成 さ
れ た Advanced Elementの フ ァ イ ル を File Cacheに 書 き 込 む 。 圧 縮 さ れ た Advanced Element
の デ ー タ は １ つ の フ ァ イ ル ご と 圧 縮 し て あ っ て も 良 い し 、 複 数 の Advanced Elementの フ ァ
イ ル を ア ー カ イ ブ し た も の を 圧 縮 し て も 良 い 。
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【 ０ １ ８ ８ 】
　 Advanced Element Presentation Engineは 、 File Cacheか ら Advanced Elementデ ー タ を
読 み 込 み 、 Advanced Navigationの 記 述 に 従 っ た Advanced Navigation Engineか ら の 制 御
コ マ ン ド ／ 信 号 に 従 っ て 、 Advanced Elementの デ コ ー ド 処 理 な ど を 実 施 す る 。
【 ０ １ ８ ９ 】
　 図 １ ０ は 、 図 ８ を Network Serverと Persistent Storageか ら の デ ー タ 供 給 に 着 目 し て さ
ら に 詳 細 化 し た 図 で あ る 。 Persistent Storageを 実 現 す る デ バ イ ス は Fixed Storageと Add
itional Storageに 分 別 で き る 。 Fixed Storageは Ｈ Ｄ ＿ Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ に 固 定 的 に 接 続 さ
れ た 記 録 メ デ ィ ア で あ り 、 一 般 的 に FLASHメ モ リ な ど が こ れ に 当 た る 。
【 ０ １ ９ ０ 】
　 Additional Storageは Ｈ Ｄ ＿ Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ に 接 続 し た り 分 離 し た り 出 来 る 記 録 メ デ ィ
ア で あ り 、 Ｓ Ｄ カ ー ド な ど に 代 表 さ れ る メ モ リ カ ー ド 、 Ｕ Ｓ Ｂ な ど の 接 続 イ ン タ フ ェ ー ス
を 経 由 し た メ モ リ デ バ イ ス や Ｈ Ｄ Ｄ 装 置 、 ネ ッ ト ワ ー ク 上 に 接 続 さ れ て い る Ｎ Ａ Ｓ （ Netw
ork Attached Storage） 等 が 利 用 で き る 。
【 ０ １ ９ １ 】
　 File Cacheに は 、 図 ９ の Discか ら の 供 給 モ デ ル と 同 様 に 、 Advanced Navigation、 Advan
ced Element、 Secondary Video Setな ど の デ ー タ が 、 Network Manager、 Persistent Stor
age Managerを 経 由 し て 供 給 さ れ る 。
【 ０ １ ９ ２ 】
　 File Cacheに は 入 り き ら な い よ う な Ｓ － Ｅ Ｖ Ｏ Ｂ を 持 つ Secondary Video Setを 再 生 す
る 場 合 に は 、 直 接 Secondary Video Playback Engineに デ ー タ を 逐 次 供 給 し て 再 生 を 行 う
。 こ の と き 、 Secondary Video Playback Engineは Advanced Navigationに 記 述 さ れ た 制 御
に 従 い 、 Streaming Bufferに デ ー タ を 一 時 格 納 し な が ら 再 生 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。 こ
れ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク な ど 、 デ ー タ の 供 給 速 度 が 一 定 で な い 場 合 に Secondary Video Setの
再 生 が 途 切 れ る 可 能 性 を 軽 減 す る た め の 施 策 で あ る 。 一 般 に File Cacheに 取 り 込 ん だ Seco
ndary Video Setの 再 生 に 対 し て は 、 Streaming Bufferを 利 用 す る 必 要 は 無 い 。
【 ０ １ ９ ３ 】
　 図 １ １ は 、 図 ８ を Persistent Storageと Network Serverへ の デ ー タ 格 納 の 流 れ に 着 目 し
て 詳 細 化 し た 図 で あ る 。 Advanced Navigationか ら Advanced Elementに 向 か う 線 は 、 Advan
ced Navigation Engineが Script言 語 等 を 用 い て 作 成 し た デ ー タ フ ァ イ ル 等 の Advanced El
ementを File Cacheに 書 き 込 む 流 れ を 示 す も の で あ る 。 Advanced Navigationで は 、 例 え ば
Script言 語 の 記 述 を 用 い て 、 そ の Discの 視 聴 回 数 を 記 録 す る フ ァ イ ル を 作 成 し て 、 Persis
tent Storageに 格 納 し 、 Disc内 の 映 像 を 見 終 え る た び に フ ァ イ ル 内 の デ ー タ を 更 新 し て 、
そ の 回 数 を 画 面 上 に 表 示 し た り 、 Script言 語 を 利 用 し て 作 成 し た ゲ ー ム の ス コ ア デ ー タ を
作 成 し Network Serverに 送 り 、 ハ イ ス コ ア を 競 っ た り 等 の 使 い 方 が 考 え ら れ る 。 こ う し た
Advanced Navigation Engineが 作 成 し た デ ー タ は 一 旦 File Cacheに 格 納 さ れ て か ら 、 夫 々
適 切 な 格 納 先 に コ ピ ー /移 動 さ れ る 。
【 ０ １ ９ ４ 】
　 Primary Video Playerか ら Advanced Elementに 向 か う 線 は 、 Primary Video Setで 再 生
中 の 映 像 を Advanced Navigation Engineの 記 述 や ユ ー ザ オ ペ レ ー シ ョ ン の 解 釈 に よ り 、 一
時 停 止 し て 、 そ の 画 面 を キ ャ プ チ ャ し た 画 像 フ ァ イ ル 等 の Advanced Elementを File Cache
に 書 き 込 む 流 れ を 示 す も の で あ る 。 こ う し て 作 成 し た キ ャ プ チ ャ 画 面 は 、 適 当 な 説 明 を つ
け て オ リ ジ ナ ル の チ ャ プ タ ー 集 を 作 り 、 そ の デ ー タ を Persistent Storage等 に 格 納 し て 、
次 回 か ら は オ リ ジ ナ ル の チ ャ プ タ ー で シ ー ン を 選 択 し て 映 像 を 視 聴 す る な ど の 使 い 方 が 考
え ら れ る 。 キ ャ プ チ ャ 画 面 の 取 り 込 み 先 と し て は 、 Secondary Video Playerの 出 力 す る Se
condary Video Setの 画 面 や 、 Advanced Element Presentation Engineの 出 力 す る グ ラ フ
ィ ッ ク 画 面 や 、 そ れ ら を ミ ッ ク ス し た AV Rendererの 出 力 画 像 な ど を キ ャ プ チ ャ し て も 良
い 。
【 ０ １ ９ ５ 】
　 こ う し た Navigation Managerや Presentation Engine等 が 作 成 し た デ ー タ は 、 一 旦 File 
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Cacheに 格 納 さ れ て か ら 、 適 切 な Data Sourceメ デ ィ ア に Advanced Navigationの 記 述 に 従
っ て 格 納 さ れ る 。 同 様 に 、 Persistent Storage、 Network Server、 Disc内 の コ ン テ ン ツ を
Persistent Storage、 Network Serverに 格 納 し た り 、 ア ッ プ ロ ー ド し た り す る 場 合 も 、 Ad
vanced Navigationの 記 述 に 従 い 、 一 旦 File Cacheに デ ー タ を ロ ー ド し た 後 に 、 適 切 な Dat
a Sourceメ デ ィ ア に 格 納 さ れ る 。
【 ０ １ ９ ６ 】
　 図 １ ２ は 、 プ レ イ リ ス ト に 関 連 す る 各 情 報 間 の 関 係 を 説 明 す る 図 で あ り 、 デ ィ ス ク 上 に
配 置 さ れ た Advanced Contentの 関 係 を 例 示 し て い る 。 デ ィ ス ク 上 の Advanced Content記 録
領 域 内 に 1つ 存 在 す る Startupフ ァ イ ル は 1つ 以 上 の Playlistか ら １ つ を 決 定 す る 。 決 定 さ
れ た Playlistに は Applicationを 指 定 す る （ Object Mapping） 、 デ ィ ス ク 上 も し く は ネ ッ
ト ワ ー ク 上 に あ る EVOBの TMAPフ ァ イ ル を 参 照 す る （ Playback Sequence） 、 Playerの 設 定
を 決 定 す る （ Configuration Information） の 3つ の 記 述 が あ る 。
【 ０ １ ９ ７ 】
　 ま た Startupに よ っ て 指 定 さ れ る Playlistは 1つ の み あ り 、 Playlistが Application内 の M
arkupな ど に よ っ て 変 更 さ れ る 場 合 は 完 全 に 置 き 換 え ら れ る 。 Playlistに よ っ て 指 定 さ れ
る Applicationに は Application毎 に 1つ の Loading Informationと 呼 ば れ る Application内
で 使 用 さ れ る Resourceを 指 定 す る XMLフ ァ イ ル が あ る 。
【 ０ １ ９ ８ 】
　 図 １ ３ は 、 プ レ イ リ ス ト の 構 成 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。 Object Mapping、 Playback Seq
uence、 Configurationは そ れ ぞ れ ル ー ト 要 素 以 下 に ３ つ の 領 域 が 指 定 さ れ て 記 述 さ れ る 。
【 ０ １ ９ ９ 】
　 こ の プ レ イ リ ス ト の フ ァ イ ル に は 、 以 下 の 情 報 を 含 む こ と が で き る ：
　 　 * Object Mapping Information（ 各 タ イ ト ル 内 に あ り 、 こ の タ イ ト ル の タ イ ム ラ イ ン
上 に マ ッ ピ ン グ さ れ る 再 生 オ ブ ジ ェ ク ト 用 の 情 報 ） ；
　 　 * Playback Sequence（ タ イ ト ル の タ イ ム ラ イ ン に よ り 記 述 さ れ る 、 各 タ イ ト ル 用 の
再 生 情 報 ） ；
　 　 * Configuration Information（ デ ー タ バ ッ フ ァ ア ラ イ メ ン ト 等 の シ ス テ ム コ ン フ ィ
ギ ュ レ ー シ ョ ン 用 の 情 報 ） 。
【 ０ ２ ０ ０ 】
　 以 降 で は 、 図 １ ４ ～ 図 ２ １ を 参 照 し 、 前 述 の パ ー シ ス タ ン ト ス ト レ ー ジ （ Persistent S
torage） ２ １ ６ に 関 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ２ ０ １ 】
　 図 １ ４ は 、 コ ン テ ン ツ が 記 録 さ れ た デ ィ ス ク と プ レ ー ヤ と パ ー シ ス タ ン ト ス ト レ ー ジ ２
１ ６ と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ２ ０ ２ 】
　 各 デ ィ ス ク に は 、 あ る プ ロ バ イ ダ （ 映 画 、 ゲ ー ム を 提 供 す る 会 社 な ど ） に よ り 提 供 さ れ
る コ ン テ ン ツ （ 映 画 、 ゲ ー ム な ど ） が 記 録 さ れ て い る 。 図 示 で は 、 Provider Aに よ り 提 供
さ れ る Content X-1が 記 録 さ れ た デ ィ ス ク 、 Provider Aに よ り 提 供 さ れ る Content X-2が 記
録 さ れ た デ ィ ス ク 、 Provider Bに よ り 提 供 さ れ る Content Yが 記 録 さ れ た デ ィ ス ク 、 お よ
び 、 Provider Bに よ り 提 供 さ れ る Content Xが 記 録 さ れ た デ ィ ス ク が 例 示 さ れ て い る 。
【 ０ ２ ０ ３ 】
　 一 方 、 Persistent Storage ２ １ ６ は 、 図 ５ や 図 ６ な ど を 用 い て 前 述 し た 通 り 、 ハ ー ド
デ ィ ス ク や フ ラ ッ シ ュ メ モ リ と い っ た 不 揮 発 性 の 記 憶 媒 体 で 構 成 さ れ 、 デ ィ ス ク に 記 録 さ
れ た コ ン テ ン ツ の 再 生 に 伴 っ て 使 用 す る 情 報 （ ゲ ー ム ス コ ア な ど ） を 記 憶 す る も の で あ る
。 図 示 の 例 で は 、 Fixed storageと し て Ｆ Ｌ Ａ Ｓ Ｈ メ モ リ ９ ０ Ａ が 設 け ら れ 、 Removable s
torageと し て Ｓ Ｄ カ ー ド ９ ０ Ｂ 、 Ｕ Ｓ Ｂ メ モ リ ９ ０ Ｃ 、 Ｕ Ｓ Ｂ  Ｈ Ｄ Ｄ ９ ０ Ｄ 、 お よ び Ｎ
Ａ Ｓ （ Network Attached Storage） ９ ０ Ｅ と い っ た 種 々 な ス ト レ ー ジ デ バ イ ス が 設 け ら れ
て い る 。 Persistent Storage ２ １ ６ は 、 各 プ ロ バ イ ダ が 提 供 す る コ ン テ ン ツ の 再 生 に 伴
っ て 使 用 す る 個 々 の 情 報 を 、 プ ロ バ イ ダ 毎 に 分 け て 記 憶 す る よ う に な っ て い る 。 こ の 場 合
、 個 々 の 情 報 は 、 テ キ ス ト フ ァ イ ル や 、 静 止 画 像 フ ァ イ ル 、 音 声 フ ァ イ ル な ど の 形 で 記 憶
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さ れ る 。
【 ０ ２ ０ ４ 】
　 プ レ ー ヤ は 、 前 述 し た 図 ５ の 再 生 装 置 に 相 当 す る も の で あ り 、 例 え ば 、 各 デ ィ ス ク に 記
録 さ れ た コ ン テ ン ツ を プ レ イ リ ス ト 等 に 従 っ て 再 生 す る 際 に 生 成 さ れ る 情 報 を 、 Persiste
nt Storage ２ １ ６ の 中 の 所 定 の 記 憶 領 域 に リ ソ ー ス と し て 記 憶 し た り 、 そ れ を 読 み 出 し
て 対 応 す る コ ン テ ン ツ に 同 期 さ せ て （ も し く は 非 同 期 の 状 態 で ） 再 生 し た り す る 。
【 ０ ２ ０ ５ 】
　 こ の 実 施 形 態 に お け る Persistent Storage ２ １ ６ は 、 リ ソ ー ス の 管 理 に 関 し て 次 の よ
う な 特 徴 を 備 え て い る 。
【 ０ ２ ０ ６ 】
　 　 ・ リ ソ ー ス を 特 定 す る た め に ２ 種 類 の キ ー （ Provider IDお よ び Content ID） が 使 用
さ れ る 。 リ ソ ー ス が 記 憶 さ れ る 領 域 は プ ロ バ イ ダ 毎 に 分 け ら れ 、 各 々 の 領 域 （ Provider A
rea） に 対 し て Provider IDが 割 り 当 て ら れ る 。 各 Provider Areaは 、 コ ン テ ン ツ 毎 に 分 け
ら れ 、 各 々 の 領 域 （ Content Area） に 対 し て Content IDが 割 り 当 て ら れ る 。 Provider ID
お よ び Content IDは 、 い ず れ も 、 Ｇ Ｕ Ｉ Ｄ と 称 さ れ る 統 一 化 さ れ た 文 字 列 で 表 現 さ れ る 。
【 ０ ２ ０ ７ 】
　 　 ・ あ る プ ロ バ イ ダ が 提 供 す る コ ン テ ン ツ の 再 生 に お い て は 、 同 じ プ ロ バ イ ダ が 提 供 す
る コ ン テ ン ツ の 再 生 に 使 用 す る リ ソ ー ス （ も し く は 管 理 情 報 ） へ の ア ク セ ス だ け が 可 能 と
な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 各 ア ク セ ス に お い て は 、 １ つ の Provider Keyだ け し か 使 用 で
き な い 。 す な わ ち 、 あ る プ ロ バ イ ダ が 提 供 す る コ ン テ ン ツ の 再 生 に 際 し て 、 同 じ プ ロ バ イ
ダ が 提 供 す る コ ン テ ン ツ の 再 生 に 使 用 す る リ ソ ー ス へ の ア ク セ ス は 許 可 さ れ 、 別 の プ ロ バ
イ ダ が 提 供 す る コ ン テ ン ツ の 再 生 に 使 用 す る リ ソ ー ス へ の ア ク セ ス は 禁 止 さ れ る 。
【 ０ ２ ０ ８ 】
　 　 ・ 各 Provider Areaに は 、 管 理 情 報 に 相 当 す る information fileが 設 け ら れ る 。 同 様
に 、 各 Content Areaに は 、 管 理 情 報 に 相 当 す る information fileが 設 け ら れ る 。 プ レ ー ヤ
は 、 Ａ Ｐ Ｉ を 通 じ て こ れ ら information fileに ア ク セ ス す る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ０ ９ 】
　 図 １ ５ は 、 Persistent Storage ２ １ ６ に 記 録 さ れ る 各 種 情 報 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ２ １ ０ 】
　 図 １ ５ （ ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 Persistent Storage ２ １ ６ は 、 リ ソ ー ス を 記 憶 す る
た め の ス ト レ ー ジ デ バ イ ス と し て 、 Ｆ Ｌ Ａ Ｓ Ｈ メ モ リ ９ ０ Ａ 、 Ｓ Ｄ カ ー ド ９ ０ Ｂ 、 Ｕ Ｓ Ｂ
メ モ リ ９ ０ Ｃ 、 Ｕ Ｓ Ｂ  Ｈ Ｄ Ｄ ９ ０ Ｄ 、 お よ び Ｎ Ａ Ｓ （ Network Attached Storage） ９ ０
Ｅ を 備 え て い る 。
【 ０ ２ １ １ 】
　 図 １ ５ （ ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 例 え ば Ｆ Ｌ Ａ Ｓ Ｈ メ モ リ ９ ０ Ａ に は 、 Ｈ Ｄ － Ｄ Ｖ Ｄ 上
の コ ン テ ン ツ に 関 連 す る リ ソ ー ス な ど を 記 憶 す る た め の 領 域 ９ ０ １ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ２ １ ２ 】
　 図 １ ５ （ ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 、 例 え ば 領 域 ９ ０ １ の 中 に は 、 Ｆ Ｌ Ａ Ｓ Ｈ メ モ リ ９ ０ Ａ
（ も し く は Ｈ Ｄ － Ｄ Ｖ Ｄ ） に 関 連 す る 管 理 情 報 や 領 域 ９ １ １ ， ９ １ ２ ， … に 関 連 す る 管 理
情 報 を 含 む information fileを 記 憶 す る た め の 領 域 ９ １ ０ 、 Provider A に 対 応 す る Provi
der Area ９ １ １ 、 Provider B に 対 応 す る Provider Area ９ １ ２ 、 … が 設 け ら れ る 。
【 ０ ２ １ ３ 】
　 図 １ ５ （ ｄ ） に 示 さ れ る よ う に 、 例 え ば 領 域 ９ １ １ の 中 に は 、 Provider A に 関 連 す る
管 理 情 報 や 領 域 ９ ２ １ ， ９ ２ ２ ， … に 関 連 す る 管 理 情 報 を 含 む information fileを 記 憶 す
る た め の 領 域 ９ ２ ０ 、 Content X-1 に 対 応 す る Content Area ９ ２ １ 、 Content X-2 に 対
応 す る Content Area ９ ２ ２ 、 … が 設 け ら れ る 。
【 ０ ２ １ ４ 】
　 図 １ ５ （ ｅ ） に 示 さ れ る よ う に 、 例 え ば 領 域 ９ ２ １ の 中 に は 、 Content X-1 に 関 連 す る
管 理 情 報 や 領 域 ９ ３ １ ， ９ ３ ２ ， … に 関 連 す る 管 理 情 報 を 含 む information fileを 記 憶 す
る た め の 領 域 ９ ３ ０ 、 Content X-1 に 対 応 す る リ ソ ー ス で あ る savedata.txtを 記 憶 す る た
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め の 領 域 ９ ３ １ 、 Content X-1 に 対 応 す る リ ソ ー ス で あ る screenshot.jpgを 記 憶 す る た め
の 領 域 ９ ３ ２ 、 … が 設 け ら れ る 。
【 ０ ２ １ ５ 】
　 図 １ ６ は 、 Persistent Storage ２ １ ６ に 記 憶 さ れ る 各 種 情 報 の デ ィ レ ク ト リ 構 造 を 示
す 図 で あ る 。 ま た 、 図 １ ７ は 、 こ の デ ィ レ ク ト リ 構 造 を 図 １ ６ と は 違 う 形 で 表 現 し た 図 で
あ る 。
【 ０ ２ １ ６ 】
　 図 示 の 例 で は 、 デ ィ レ ク ト リ は 、 Fixed Memory（ も し く は Ｆ Ｌ Ａ Ｓ Ｈ メ モ リ ） 、 SD Car
d、 … に 大 き く 区 分 さ れ る 。
【 ０ ２ １ ７ 】
　 Fixed Memory（ も し く は Ｆ Ｌ Ａ Ｓ Ｈ メ モ リ ） に 関 し て は 、 Ｈ Ｄ Ｄ Ｖ Ｄ に 対 応 し た ル ー ト
デ ィ レ ク ト リ で あ る [HDDVD]が 設 け ら れ る 。 こ の [HDDVD]の 下 に は 、 information file（ in
fo.txt） 、 お よ び 、 各 プ ロ バ イ ダ に 対 応 し た Provider Directory（ [Provider A GUID]、 [
Provider B GUID],… な ど ） が 設 け ら れ る 。 ま た 、 各 Provider Directoryの 下 に は 、 infor
mation file（ info.txt） 、 お よ び 、 各 コ ン テ ン ツ に 対 応 し た Content Directory（ [Conte
nt X-1 GUID]、 [Content X-2 GUID],… な ど ） が 設 け ら れ る 。 さ ら に 、 各 Content Directo
ryの 下 に は 、 information file（ info.txt） 、 お よ び 、 各 コ ン テ ン ツ に 関 連 す る 各 種 の リ
ソ ー ス （ テ キ ス ト フ ァ イ ル 、 静 止 画 像 フ ァ イ ル 、 音 声 フ ァ イ ル な ど ） が 設 け ら れ る 。
【 ０ ２ １ ８ 】
　 Removable Storageと し て の SD Cardな ど に 関 し て も 、 Ｈ Ｄ Ｄ Ｖ Ｄ に 対 応 し た ル ー ト デ ィ
レ ク ト リ で あ る [HDDVD]が 設 け ら れ 、 こ の [HDDVD]の 下 に は 上 記 と 同 様 な 情 報 が 設 け ら れ る
。 な お 、 Ｈ Ｄ Ｄ Ｖ Ｄ に 対 応 し た ル ー ト デ ィ レ ク ト リ [HDDVD]の 外 側 に 設 け ら れ る hoge.txt
な ど に 対 し て は 、 上 記 プ レ ー ヤ か ら は ア ク セ ス す る こ と が で き な い 。
【 ０ ２ １ ９ 】
　 こ れ ま で の 説 明 で わ か る よ う に 、 information file（ info.txt） は ３ 種 類 存 在 す る 。 す
な わ ち 、 Device information file、 Provider information file、 Content information 
fileの ３ 種 類 が あ る 。
【 ０ ２ ２ ０ 】
　 　 ・ Device information fileは 、 Ｈ Ｄ Ｄ Ｖ Ｄ に 対 応 し た ル ー ト デ ィ レ ク ト リ で あ る [HD
DVD]の 下 に 設 け ら れ る 。 こ の フ ァ イ ル は 、 Ａ Ｐ Ｉ を 通 じ て 取 得 が 可 能 で あ り 、 例 え ば 「 St
ring value = PersistentStorageDevice.getInformation」 な ど の 形 で 与 え ら れ る 。
【 ０ ２ ２ １ 】
　 　 ・ Provider information fileは 、 Provider Directoryの 下 に 設 け ら れ る 。 こ の フ ァ
イ ル は 、 Ａ Ｐ Ｉ を 通 じ て 取 得 や 設 定 が 可 能 で あ り 、 プ ロ バ イ ダ 名 を 含 む プ ロ バ イ ダ に 関 す
る 説 明 な ど が 記 述 さ れ る 。
【 ０ ２ ２ ２ 】
　 　 ・ Content information fileは 、 Content Directoryの 下 に 設 け ら れ る 。 こ の フ ァ イ
ル も 、 Ａ Ｐ Ｉ を 通 じ て 取 得 や 設 定 が 可 能 で あ り 、 タ イ ト ル 名 を 含 む コ ン テ ン ツ に 関 す る 説
明 な ど が 記 述 さ れ る 。
【 ０ ２ ２ ３ 】
　 図 １ ８ は 、 Persistent Storage ２ １ ６ に 記 録 さ れ る 各 種 情 報 を デ ィ ス ク 上 の コ ン テ ン
ツ の 側 か ら 見 た 場 合 の 概 念 図 で あ る 。
【 ０ ２ ２ ４ 】
　 デ ィ ス ク 上 の コ ン テ ン ツ の 再 生 に 伴 っ て あ る リ ソ ー ス を 呼 び 出 す 際 に は 、 Ａ Ｐ Ｉ を 通 じ
て 、 Provider IDお よ び Content IDを 含 む 定 型 の 文 字 列 を 用 い た ア ク セ ス が 行 わ れ る 。 例
え ば Content X-1の 再 生 に 伴 っ て あ る リ ソ ー ス を 指 定 す る 場 合 、 Content X-1を 提 供 す る Pr
ovider A に 対 応 し た Provider Area内 の リ ソ ー ス に 対 し て し か ア ク セ ス で き な い よ う に な
っ て い る 。 言 い 換 え る と 、 Provider A に 対 応 し た Provider Area内 の リ ソ ー ス で あ れ ば ど
れ に 対 し て も ア ク セ ス す る こ と が で き る 。 図 示 の 例 で は 、 こ の Provider Area内 の Content
 X-1に 関 連 す る リ ソ ー ス だ け で な く 、 Content X-2に 関 連 す る リ ソ ー ス に 対 し て も ア ク セ
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ス で き る 。 こ の た め 、 例 え ば Content X-1の 再 生 中 に 、 Content X-2に 関 連 す る リ ソ ー ス を
再 生 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ２ ２ ５ 】
　 図 １ ９ は 、 Persistent Storage ２ １ ６ 上 で 管 理 さ れ る 個 々 の リ ス ー ス に 関 す る メ ニ ュ
ー 画 面 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ２ ２ ６ 】
　 こ の メ ニ ュ ー 画 面 は 、 プ レ ー ヤ に よ っ て 表 示 部 に 表 示 さ れ る 。 当 該 メ ニ ュ ー 画 面 に お い
て は 、 リ ソ ー ス 毎 に 、 当 該 リ ソ ー ス が 記 憶 さ れ る 情 報 記 憶 媒 体 を 示 す 情 報 （ 媒 体 の 種 類 、
使 用 容 量 、 全 容 量 ） と 、 対 応 す る プ ロ バ イ ダ を 示 す 情 報 （ プ ロ バ イ ダ 名 ） と 、 対 応 す る コ
ン テ ン ツ を 示 す 情 報 （ タ イ ト ル 名 ） と を 含 む 情 報 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ２ ２ ７ 】
　 な お 、 プ ロ バ イ ダ を 示 す 情 報 と コ ン テ ン ツ を 示 す 情 報 と は 、 そ れ ぞ れ 静 止 画 の 形 で 表 示
さ れ る 。 こ の 場 合 、 Persistent Storage ２ １ ６ に 記 憶 さ れ て い る 各 information file（ i
nfo.txt） に よ り 指 定 さ れ る 画 像 フ ァ イ ル が 読 み 出 さ れ る こ と に な る 。 画 像 フ ァ イ ル の サ
イ ズ は 固 定 で あ る 。 も し information fileや Ｉ Ｄ 情 報 な ど が 見 つ か ら な い 場 合 に は 、 例 え
ば 「 Unknown」 を 表 示 す る 。 こ の よ う に フ ォ ン ト の 形 で な く 静 止 画 の 形 で 表 示 す る 形 態 を
採 用 す れ ば 、 プ ロ バ イ ダ 毎 に 文 字 の 形 や サ イ ズ が 異 な る こ と を 防 止 で き 、 表 示 形 式 や 表 示
サ イ ズ の 統 一 化 を 図 り や す い 。
【 ０ ２ ２ ８ 】
　 ま た 、 メ ニ ュ ー 画 面 に 表 示 さ れ る 個 々 の 情 報 は 、 ユ ー ザ が 必 要 に 応 じ て 削 除 し た り 、 コ
ピ ー し た り し て 、 編 集 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 但 し 、 特 定 の 情 報 に 対 し て は
削 除 が で き な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ２ ２ ９ 】
　 図 ２ ０ は 、 個 々 の リ ソ ー ス が 統 一 し た 表 現 形 式 の 情 報 に よ っ て 一 意 に 特 定 さ れ る こ と を
説 明 す る た め の 図 で あ る 。 こ の 統 一 し た 表 現 形 式 の 情 報 は 、 Ｕ Ｒ Ｉ と 称 さ れ 、 リ ソ ー ス を
特 定 す る た め に 必 要 な Ｇ Ｕ Ｉ Ｄ 情 報 な ど を 含 ん で い る 。
【 ０ ２ ３ ０ 】
　 図 ２ ０ （ ａ ） は 、 Fixed Storageに 格 納 さ れ て い る scoredata.txtを 指 定 す る 場 合 の 例 を
示 し て い る 。 こ の 例 で は 、 Fixed Storageを 識 別 す る た め の 「 fixed」 、 コ ン テ ン ツ を 識 別
す る た め の [Content GUID]、 フ ァ イ ル を 識 別 す る た め の scoredata.txtが 順 に 記 述 さ れ て
い る 。
【 ０ ２ ３ １ 】
　 一 方 、 図 ２ ０ （ ｂ ） は 、 Removable Storageに 格 納 さ れ て い る scoredata.txtを 指 定 す る
場 合 の 例 を 示 し て い る 。 こ の 例 で は 、 Removable Storageを 識 別 す る た め の 「 Removable」
、 そ の 中 の ス ト レ ー ジ デ バ イ ス を 識 別 す る た め の 「 Device URI」 、 コ ン テ ン ツ を 識 別 す る
た め の [Content GUID]、 フ ァ イ ル を 識 別 す る た め の scoredata.txtが 順 に 記 述 さ れ て い る
。 な お 、 上 記 「 Device URI」 は 、 ユ ー ザ が 必 要 に 応 じ て 変 更 す る こ と が 可 能 と な っ て い る
。
【 ０ ２ ３ ２ 】
　 次 に 、 図 ２ １ を 参 照 し て 、 プ レ ー ヤ が リ ソ ー ス に ア ク セ ス す る 際 の 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ２ ３ ３ 】
　 ま ず 、 プ レ ー ヤ は 、 Playlistを 参 照 し （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ １ ） 、 Playlist内 に 記 述 さ れ る
Ｕ Ｒ Ｉ か ら 、 ア ク セ ス 対 象 へ 導 く た め の BasePathの 抽 出 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ ２ ） 。 こ
の BasePathは 、 Ｕ Ｒ Ｌ 中 に お い て ア ク セ ス 対 象 を 示 す も の と し て 予 め 記 述 さ れ て い る も の
で あ る （ ア ク セ ス 対 象 が Ｓ Ｄ カ ー ド で あ れ ば 、 例 え ば 、 'SD'を 示 す 文 字 列 な ど が 記 述 さ れ
る ） 。
【 ０ ２ ３ ４ 】
　 そ の 後 、 所 定 の 記 憶 領 域 に あ る Mapping Informationに よ り 、 BasePathか ら DeviceIDへ
の 変 換 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ ３ ） 。 Mapping Informationに は 、 例 え ば 図 ２ ２ に 示 す よ
う に 、 BasePathと DeviceIDと の 対 応 関 係 が わ か る よ う に 記 述 さ れ て い る 。 DeviceIDは 、 GU
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IDの 形 で 記 述 さ れ る 。 な お 、 BasePathと DeviceIDと の 対 応 関 係 を 表 現 す る 形 式 は 、 図 ２ ２
の 形 式 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 当 該 対 応 関 係 が 表 現 で き る の で あ れ ば 別 の 表 現 形 式 を
採 用 し て も よ い 。
【 ０ ２ ３ ５ 】
　 次 に 、 プ レ ー ヤ は 、 上 記 Mapping Informationか ら 得 ら れ た DeviceIDに よ っ て 、 利 用 可
能 な Persistent Storageの info.txtを 検 索 し （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ ４ ） 、 発 見 で き れ ば （ ス テ
ッ プ Ｓ Ｔ １ ５ の Ｙ ｅ ｓ ） 、 そ の info.txtに 示 さ れ る リ ソ ー ス を 取 得 し 、 当 該 リ ソ ー ス を 利
用 す る （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ ６ ） 。 一 方 、 発 見 で き な け れ ば （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ ５ の Ｎ ｏ ） 、 エ
ラ ー 処 理 を 行 う こ と に な る （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ ７ ） 。
【 ０ ２ ３ ６ 】
　 以 上 詳 述 し た よ う に 上 記 し た 手 法 に よ れ ば 、 Persistent Storage ２ １ ６ 上 の リ ソ ー ス
を 効 率 的 に 管 理 す る こ と が で き 、 統 一 さ れ た 形 式 の Ｕ Ｒ Ｉ を 用 い て 所 望 の リ ソ ー ス を 確 実
か つ 容 易 に 特 定 す る こ と が で き る 。 ま た 、 メ ニ ュ ー 画 面 を 通 じ て リ ソ ー ス の 状 態 を 明 確 に
把 握 す る こ と が で き 、 個 々 の リ ソ ー ス の 追 加 ・ 変 更 ・ 削 除 な ど も 容 易 に 行 う こ と が で き る
。
【 ０ ２ ３ ７ 】
　 ま た 、 あ る プ ロ バ イ ダ が 提 供 す る コ ン テ ン ツ の 再 生 に 際 し て 、 同 じ プ ロ バ イ ダ が 提 供 す
る コ ン テ ン ツ の 再 生 に 使 用 す る リ ソ ー ス へ の ア ク セ ス は 許 可 さ れ 、 別 の プ ロ バ イ ダ が 提 供
す る コ ン テ ン ツ の 再 生 に 使 用 す る リ ソ ー ス へ の ア ク セ ス は 禁 止 さ れ る た め 、 プ ロ バ イ ダ 間
で の 著 作 権 侵 害 の 問 題 の 発 生 を 防 ぐ こ と が で き る と と も に 、 ユ ー ザ 側 の 使 い 勝 手 を 向 上 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ３ ８ 】
　 こ の 発 明 は 上 記 し た 実 施 の 形 態 そ の ま ま に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 現 在 ま た は 将 来 の
実 施 段 階 で は 、 そ の 時 点 で 利 用 可 能 な 技 術 に 基 づ き 、 そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 構 成 要
素 を 種 々 変 形 し て 具 体 化 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 上 記 し た 実 施 の 形 態 に 開 示 さ れ て い
る 複 数 の 構 成 要 素 を 適 宜 に 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 種 々 の 発 明 を 形 成 す る こ と が で き る
。 例 え ば 、 実 施 の 形 態 に 示 さ れ る 全 構 成 要 素 か ら 幾 つ か の 構 成 要 素 を 削 除 し て も 良 い も の
で あ る 。 さ ら に 、 異 な る 実 施 の 形 態 に 係 る 構 成 要 素 を 適 宜 組 み 合 わ せ て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ２ ３ ９ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る デ ィ ス ク 状 情 報 記 憶 媒 体 （ 光 デ ィ ス ク 等 ） １ に 記
録 さ れ る 情 報 内 容 を 説 明 す る 図 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る デ ィ ス ク 状 情 報 記 憶 媒 体 に 記 録 さ れ る コ ン テ ン ツ
を 管 理 す る フ ァ イ ル シ ス テ ム の 一 例 を 説 明 す る 図 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に 係 る デ ィ ス ク 状 情 報 記 憶 媒 体 （ 光 デ ィ ス ク 等 ） １ に
記 録 さ れ る 情 報 内 容 の う ち 、 ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ツ 記 録 領 域 の 記 録 内 容 の 一 例 を 説 明 す
る 図 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に 係 る デ ィ ス ク 状 情 報 記 憶 媒 体 （ 光 デ ィ ス ク 等 ） １ に
記 録 さ れ る 情 報 内 容 の う ち 、 ア ド バ ン ス ド Ｈ Ｄ ビ デ オ タ イ ト ル セ ッ ト （ Ａ Ｈ Ｄ Ｖ Ｔ Ｓ ） 記
録 領 域 の 記 録 内 容 の 一 例 を 説 明 す る 図 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に 係 る 再 生 装 置 の 内 部 構 造 例 を 説 明 す る ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 の 形 態 に 係 る 再 生 装 置 の 内 部 構 造 例 を 説 明 す る ブ ロ ッ
ク 図 。
【 図 ７ 】 ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ト の 再 生 シ ス テ ム モ デ ル の 概 要 を 例 示 す る 図 。
【 図 ８ 】 ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ト の 再 生 シ ス テ ム モ デ ル に お け る デ ー タ の 流 れ の 一 例 を 説
明 す る 図 。
【 図 ９ 】 ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ト の 再 生 シ ス テ ム モ デ ル に お け る デ ー タ の 流 れ の 他 例 を 説
明 す る 図 。
【 図 １ ０ 】 ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ト の 再 生 シ ス テ ム モ デ ル に お け る デ ー タ の 流 れ の さ ら に
他 の 例 を 説 明 す る 図 。
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【 図 １ １ 】 ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン ト の 再 生 シ ス テ ム モ デ ル に お け る デ ー タ の 流 れ の さ ら に
他 の 例 を 説 明 す る 図 。
【 図 １ ２ 】 プ レ イ リ ス ト に 関 連 す る 各 情 報 間 の 関 係 を 説 明 す る 図 。
【 図 １ ３ 】 プ レ イ リ ス ト の 構 成 例 を 説 明 す る 図 。
【 図 １ ４ 】 コ ン テ ン ツ が 記 録 さ れ た デ ィ ス ク と プ レ ー ヤ と パ ー シ ス タ ン ト ス ト レ ー ジ と の
関 係 を 示 す 図 。
【 図 １ ５ 】 Persistent Storageに 記 録 さ れ る 各 種 情 報 の 構 成 を 示 す 図 。
【 図 １ ６ 】 Persistent Storageに 記 憶 さ れ る 各 種 情 報 の デ ィ レ ク ト リ 構 造 を 示 す 図 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ６ と は 違 う 形 で デ ィ レ ク ト リ 構 造 を 表 現 し た 図 。
【 図 １ ８ 】 Persistent Storageに 記 録 さ れ る 各 種 情 報 を デ ィ ス ク 上 の コ ン テ ン ツ の 側 か ら
見 た 場 合 の 概 念 図 。
【 図 １ ９ 】 Persistent Storage上 で 管 理 さ れ る 個 々 の リ ス ー ス に 関 す る メ ニ ュ ー 画 面 の 例
を 示 す 図 。
【 図 ２ ０ 】 個 々 の リ ソ ー ス が 統 一 し た 表 現 形 式 の 情 報 に よ っ て 一 意 に 特 定 さ れ る こ と を 説
明 す る た め の 図 。
【 図 ２ １ 】 プ レ ー ヤ が リ ソ ー ス に ア ク セ ス す る 際 の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ２ ２ 】 Mapping Informationの 中 の 一 部 を 説 明 す る た め の 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ２ ４ ０ 】
　 １ … 情 報 記 憶 媒 体 （ 再 生 専 用 ま た は 記 録 再 生 可 能 な 光 デ ィ ス ク ） ； １ ０ … リ ー ド イ ン 領
域 ； １ １ … ボ リ ュ ー ム ／ フ ァ イ ル 構 造 情 報 領 域 （ フ ァ イ ル 情 報 領 域 ） ； １ ２ … デ ー タ 領 域
； １ ３ … リ ー ド ア ウ ト 領 域 ； ２ ０ … ビ デ オ デ ー タ 記 録 領 域 ； ２ １ … ア ド バ ン ス ド コ ン テ ン
ツ 記 録 領 域 ； ２ １ Ａ … Markup/Script言 語 記 録 領 域 ； ２ １ Ｂ … 動 画 記 録 領 域 ； ２ １ Ｃ … ア
ニ メ ー シ ョ ン ・ 静 止 画 記 録 領 域 ； ２ １ Ｄ … 音 声 記 録 領 域 ； ２ １ Ｅ … フ ォ ン ト 記 録 領 域 ； ２
２ … 一 般 コ ン ピ ュ ー タ 情 報 記 録 領 域 ； ３ ０ … High Definitionビ デ オ マ ネ ー ジ ャ 記 録 領 域
（ Ｈ Ｄ Ｖ Ｍ Ｇ ） ； ３ １ … High Definitionビ デ オ マ ネ ー ジ ャ 情 報 記 録 領 域 （ Ｈ Ｄ Ｖ Ｍ Ｇ Ｉ
） ； ３ ４ … High Definitionビ デ オ マ ネ ー ジ ャ 情 報 バ ッ ク ア ッ プ 領 域 （ Ｈ Ｄ Ｖ Ｍ Ｇ Ｉ ＿ Ｂ
Ｕ Ｐ ） ； 4０ … High Definitionビ デ オ タ イ ト ル セ ッ ト 記 録 領 域 （ Ｈ Ｄ Ｖ Ｔ Ｓ ＃ １ ～ ＃ ｎ ）
； ５ ０ … ア ド バ ン ス ド High Definitionビ デ オ タ イ ト ル セ ッ ト 記 録 領 域 （ Ａ Ｈ Ｄ Ｖ Ｔ Ｓ ）
； １ ０ ０ … ビ デ オ 再 生 エ ン ジ ン ； ２ ０ ０ … イ ン タ ラ ク テ ィ ブ エ ン ジ ン ； ４ ０ ０ … ユ ー ザ イ
ン タ ー フ ェ ー ス 部 ； ５ ０ ０ … サ ー バ 部 ； ２ １ ０ Ａ … ス タ ー ト ア ッ プ 情 報 記 録 領 域 ； ２ １ １
Ａ … ロ ー デ ィ ン グ 情 報 記 録 領 域 ； ２ １ ２ Ａ … マ ー ク ア ッ プ （ Markup） 記 録 領 域 ； ２ １ ３ Ａ
… ス ク リ プ ト （ Script） 記 録 領 域 ； ２ １ ４ Ａ … ス タ イ ル シ ー ト （ StyleSheet） 記 録 領 域 ；
２ １ ５ Ａ … 再 生 シ ー ケ ン ス 情 報 （ PBSEQ001.XML等 ） 記 録 領 域 ； ２ １ ６ … パ ー シ ス タ ン ト ス
ト レ ー ジ （ Persistent Storage） 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】
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【 図 ２ ２ 】
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